
有
体
物
規
定
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
Ⅱ

│
│
ド
イ
ツ
民
法
典
九
〇
条
の
成
立
│
│

水

津

太

郎

一

課
題
と
方
法

二

第
一
草
案

㈠

定
義
規
定
の
成
立

㈡

第
一
草
案
理
由
書

1

概

観

2

総
論
│
│

一
般
的
視
点

⑴

物
権
法
の
独
立
的
地
位

⑵

物
権
の
概
念

⑶

物
権
法
の
構
成

3

各
論

I
│
│
第
一
章

一
般
規
定

⑴

物
規
定
の
位
置

⑵

集
合
物
の
概
念

⑶

物
の
概
念
‥E

I§
7
7
8

の
理
由

4

各
論
Ⅱ
│
│
第
三
章

所
有
権

前
注

所
有
権
の
対
象

三

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判

㈠

物
規
定
の
問
題
性

㈡

鑑
定
意
見
集
成

1

物
権
法
の
独
立
性

2

物
規
定
の
位
置

3

物
規
定
の
要
否

4

物
概
念
の
狭
隘
性

四

第
二
草
案
か
ら
ド
イ
ツ
民
法
典
ま
で

㈠

物
権
編
か
ら
総
則
編
へ
の
移
動

㈡

第
二
委
員
会
議
事
録

1

E
I§
7
7
8

の
要
否

2

第
一
章

一
般
規
定

の
位
置

五

分
析
と
検
討

㈠

資
料
の
状
況
と
視
角
の
設
定

㈡

第
一
草
案
理
由
書

と
そ
の
問
題
性

㈢

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判
と
第
二
草
案
の
成
立
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1

鑑
定
意
見
集
成

2

第
二
委
員
会
議
事
録

㈣

ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立

総
括
Ⅰ
│
│
本
研
究
の
位
置

㈠

先
行
研
究
の
評
価

㈡

ド
イ
ツ

1

新
資
料
刊
行
前

2

新
資
料
刊
行
後

㈢

日

本

1

新
資
料
刊
行
前

2

新
資
料
刊
行
後

総
括
Ⅱ
│
│
本
研
究
の
結
論

一

課
題
と
方
法

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
起
草
過
程
に
関
す
る
研
究
の
第
二
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
が
第

一
部
と
し
て
第
一
草
案
の
成
立
ま
で
、
す
な
わ
ち
主
に
ヨ
ー
ホ
ウ
物
権
法
部
分
草
案
を
め
ぐ
る
議
論
を
考
察
し
た
の
を
受
け
て
、
本

稿
で
は
そ
れ
以
降
、
ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
に
至
る
経
緯
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
体
の
総
括
を
行
う
。

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
わ
が
民
法
の
系
譜
を
辿
り
、
狭
い
物
概
念
を
採
用
・
規
定
す
る
理
由
、
そ
う
し
た
規
定
の

位
置
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
を
固
め
る
と
と
も
に
、
新
資
料
を
含
め
立
法
資
料
を
広
く
渉
猟
す
る
こ
と
で
、
先
行
の
ド
イ
ツ

民
法
典
起
草
過
程
研
究
の
見
直
し
の
必
要
性
・
問
題
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
前
稿
と
同
様
、
ま
ず
は
じ
め
に

基
礎
資
料
を
提
示
し
、
そ
の
後
で
分
析
・
検
討
を
加
え
る
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

第
一
草
案

㈠

定
義
規
定
の
成
立
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パ
ー
ペ
が
完
成
し
た
第
一
草
案
（E

I

）
を
帝
国
宰
相
に
提
出
し
た
の
は
、
一
八
八
七
年
一
二
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
帝
国

宰
相
は
一
八
八
八
年
一
月
五
日
、
同
草
案
を
連
邦
参
議
院
に
付
託
し
、
連
邦
参
議
院
は
、
同
年
三
一
日
に
そ
の
公
表
を
決
定
し
た
。

第
一
草
案
に
お
い
て
物
概
念
の
定
義
規
定
は
、
第
三
編

物
権
法

の
第
一
章

一
般
規
定
（A

llg
e
m
ein

e
B
esti

m
m
u
n
g
e
n

）

に
属
す
る
。
部
分
草
案
と
異
な
り

第
一
節

が
省
略
さ
れ
た
の
は
、
第
一
章
を
と
も
に
構
成
し
て
い
た
登
記
法
の
規
定
（
第
二

節
）
が
民
法
典
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
第
一
章
に
お
け
る
節
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
一
草
案
の
文
面
は
編
集

委
員
会
草
案
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

E
I§
77
8

S
ac

h
e
n
i
m
Sin

n
e
d
es

G
esetzes

sin
d
n
u
r
k
o
¨
rp

erlic
h
e
G
e
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e.

第
一
草
案
理
由
書

は
、
第
一
章

一
般
規
定

を
以
下
の
九
つ
に
区
分
し
て
い
る
。

物
概
念

（

§
77
8

）、

代
替
物

（

§

7
7
9

）、

消
費
物

（

§
78
0

）、

不
動
産

（
§
7
81

）、

物
の
構
成
部
分

（

§
§
78
2‐
7
8
6

）、

一
個
の
土
地

（

§§
7
87
‐
78
8

）、

従

物

（

§
§
78
9‐
7
9
1

）、

物
と
権
利
の
収
益
お
よ
び
負
担

（

§
§
7
9
2‐
7
9
5

）、

物
権
処
分
の
法
律
行
為
に
よ
る
制
限

（

§
79
6

）。
す

で
に
み
た
よ
う
に
（〔

P
I27
〕）、
部
分
草
案
に
あ
っ
た

集
合
物

に
関
す
る
規
定
（

§
§
1
4‐
1
5

）
は
第
一
草
案
で
は
削
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

所
有
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
四
章

所
有
権

の
冒
頭
に
、
編
集
委
員
会
草
案
と
同
一
文
面
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

E
I§

8
48

D
er

Eig
e
nth

u
¨

m
er

ein
er

S
ac

h
e
h
at

d
as

R
ec

ht,
m
it

A
u
ssc

hließ
u
n
g
A
n
d
erer

n
ac

h
W
illk

u
¨

r
m
it

d
er

S
ac

h
e

z
u
v
erfa

h
re

n
u
n
d
u
¨

b
er

dieselb
e
z
u
v
erfu
¨

g
e
n,

so
w
eit

nic
ht

B
esc

h
ra
¨

n
k
u
n
g
e
n
dieses

R
ec

hts
d
u
rc
h

G
esetz

o
d
er

d
u
rc
h
R
ec

hte
D
ritter

b
e
g
r
u
¨

n
d
et

sin
d.

㈡

第
一
草
案
理
由
書

1

概

観

第
一
草
案
理
由
書

は
ま
ず
最
初
に

一
般
的
視
点

［
総
論
］
と
し
て
、

草
案
の
体
系
に
お
け
る
物
権
法
の
地
位
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物
権

物
権
的
性
質
を
持
つ
一
定
の
法
素
材
の
草
案
に
よ
る
規
制
か
ら
の
排
除

物
権
法
の
法
律
行
為
。
と
く
に
物
権
契

約

不
動
産
法
の
基
礎
と
し
て
の
登
記
制
度

形
式
的
登
記
法
の
分
離

物
権
法
の
構
成

を
取
り
上
げ
た
後
、
各

規
定
の
理
由
の
解
説
［
各
論
］
に
入
る
。

第
一
章

一
般
規
定

の
諸
規
定
は

前
注

と

法
典
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
諸
点

に
分
け
ら
れ
、E

I§
778

の
理
由
に
関

し
て
は
後
者
の
冒
頭
、

⒈

物
の
概
念

で
記
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
物
規
定
の
位
置
の
問
題
を
探
る
た
め
に

は
一
般
的
視
点

の
冒
頭
部
分
と

⒉
、
お
よ
び
第
一
章
前
注
の
冒
頭
部
分
も
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ホ
ウ

の
理
由
書
の
対
比
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
一
般
的
視
点

の
叙
述
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
集
合
物
に
関
し
て

は
第
一
草
案
で
は
規
定
が
削
除
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
第
一
章
前
注

⒉

集
合
物

で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

付
言
し
て
お
こ
う
。

第
四
章

所
有
権

は

前
注

所
有
権
の
内
容

と
続
い
て
い
る
。E

I§
848

の
理
由
は
後
者
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

物
概
念
の
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

所
有
権
の
対
象

に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ホ
ウ
と
同
様
、

前
注

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。以

下
で
は
、

第
一
草
案
理
由
書

の
順
序
に
引
き
直
し
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
、
物
権
、
物
権
法
の
構
成
（
以
上
、
一
般
的
視

点

、

、

⒉
）、
規
定
の
位
置
、
集
合
物
の
概
念
、
物
の
概
念
（
以
上
、
第
一
章
前
注
冒
頭
・
⒉
、
法
典
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
諸
点

⒈
）、
所
有
権
の
対
象
（
第
四
章
前
注
）
の
順
に
、
内
容
を
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。

2

総
論
│
│

一
般
的
視
点

⑴

物
権
法
の
独
立
的
地
位

〔

M
1
〕
物
権
法
は
草
案
の
体
系
の
な
か
で
独
立
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
物
権
法
は
、
一
方
で
は
債
務
関
係
法
と
家
族
法
、
他
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方
で
は
相
続
法
か
ら
自
足
的
な
も
の
と
し
て
区
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

M
2
〕
物
権
法
の
独
立
性
は
、
本
質
的
に
は

物
権
と
人
権
の
対
置
（G

e
g
e
n
satz

z
w
isc

h
e
n
din

glic
h
e
m

u
n
d
p
erso
¨

n‑

lic
h
e
m

R
ec

hte

）

に
基
づ
く
。
と
い
う
の
は
、

債
権
債
務
関
係
法
と
家
族
法
は
た
だ
人
相
互
間
の
法
的
関
係
の
み
を
顧
慮
す
る

か
ら
、
原
則
と
し
て
人
権
の
み
が
問
題
と
な
る

。
ま
た
、
相
続
法
は
死
者
の
財
産
の
他
人
へ
の
移
転
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
物
権
法
は
人
と
物
と
の
法
的
関
係
、
し
た
が
っ
て
と
く
に
物
権
を
秩
序
づ
け
る
使
命
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

〔

M
3
〕
古
い
法
典
、
と
り
わ
け
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
し
ば
し
ば
以
下
の
よ
う
に
し
て
、
債
権
債

務
法
上
の
規
定
と
物
権
法
上
の
規
定
を
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
法
典
は
、
①
す
べ
て
の
権
利
に
存
す
る
人
的
側

面
を
出
発
点
と
し
、
物
権
に
つ
い
て
も
、
人
的
側
面
は
間
接
的
に
し
か
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
視
座
か
ら
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
②
債
権
債
務
関
係
を
た
だ
物
権
の
取
得
ま
た
は
変
更
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
取
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〔

M
4
〕
こ
う
し
た
方
法
は

概
念
上
の
対
置

か
ら
は
正
当
で
な
い
。
そ
れ
は

法
律
関
係
の
本
質
へ
の
洞
察
を
妨
げ
、
こ
れ

に
よ
り
法
律
の
正
し
い
適
用
を
危
う
く
す
る

も
の
で
あ
る
。

〔

M
5
〕
こ
の
こ
と
は
学
問
に
お
い
て
は
は
る
か
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
諸
法
典
は
こ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
た
。
ザ

ク
セ
ン
王
国
民
法
典
、
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草
案
・
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
で
は
、
物
権
法
の
独
立
性
が
紛
れ

も
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

⑵

物
権
の
概
念

〔

M
6
〕
債
権
債
務
法
上
の
権
利
は
権
利
者
に
、

義
務
者
の
給
付
に
対
す
る
請
求
権

を
根
拠
づ
け
る
。
物
権
は

物
そ
の
も

の

を
、
所
有
権
あ
る
い
は

制
限
権
（be

g
re

n
ztes

R
ec

ht

）

の
い
ず
れ
か
一
方
の
か
た
ち
で
把
握
す
る
。
物
権
よ
り
生
じ
る
請

求
権
の
向
き
は
特
定
人
に
制
限
さ
れ
な
い
。

〔

M
7
〕
物
権
の
概
念
か
ら
、
物
権
は

絶
対
効

を
有
す
る
、
と
い
う
規
則
が
明
ら
か
に
な
る
。
物
権
は
物
を
権
利
者
の
意
思
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に
服
せ
し
め
る
限
り
で
、
こ
の
物
に
対
す
る
第
三
者
の
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
排
除
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
権
は
こ
れ
と
矛
盾
し
た
態

度
を
と
る
万
人
に
対
し
て
作
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
絶
対
効
が
拒
絶
さ
れ
る
の
な
ら
、
法
律
は
こ
れ
を
特
別
に
規
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
規
定
が
あ
っ
て
も
物
権
的
性
格
が
当
該
権
利
か
ら
取
り
除
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

物

権
性
と
絶
対
性
の
両
概
念
は
相
重
な
る
も
の
で
は
な
い

。
債
権
は
原
則
と
し
て
た
だ
相
対
的
に
の
み
作
用
す
る
と
し
て
も
、

絶
対

効
を
有
す
る
他
の
人
権

も
存
す
る
。
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
と
り
わ
け
、
①
物
権
法
に
よ
り
土
地
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
一

定
の
独
立
し
た
権
利
、
②
家
族
法
に
属
す
る
様
々
な
権
利
、
③

い
わ
ゆ
る
無
体
財
産
権

が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
絶
対
性
は

た
だ
通
常
の
場
合
に
の
み
、
物
権
に
と
も
な
う
性
質
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

。

〔

M
8
〕

物
権
性

の
本
質
は
、

人
の
物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
力
（un

m
ittelb

are
M
ac

ht

）

に
あ
る
。
権
利
者
自
身
に

よ
り
行
使
で
き
る
か
、
法
秩
序
の
機
関
の
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
重
要
で
は
な
い
。
次
の
点
だ
け
が
決
定
的
で
あ
る
。

①
権
利
が
他
人
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
作
用
可
能
な
こ
と
、
②
義
務
者
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
。

こ
こ
か
ら
同
時
に
、
物

権
は
た
だ
本
来
の
意
味
に
お
け
る
物
、
す
な
わ
ち
有
体
的
物
件
上
に
の
み
成
り
立
ち
う
る
こ
と
が
導
か
れ
る

。
観
念
の
な
か
に
だ

け
存
す
る
物
件
、
と
く
に
集
合
物
と
権
利
に
対
し
て
は

現
実
的
支
配
力
（re

ale
M
ac

ht

）

は
行
使
で
き
な
い
の
で
あ
る

）
。

⑶

物
権
法
の
構
成

）

〔

M
9
〕
物
権
法
に
は
諸
々
の
物
権
・
占
有
の
ほ
か
、
物
の
一
定
の
性
質
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
法
律
効
果
も
こ
こ
に
属
す
る
。

物
の
性
質
と
結
合
さ
れ
る
法
律
効
果
は

主
と
し
て
物
権
法
的
性
格

を
有
す
る
。

〔

M
10
〕
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
時
の
法
典
、
と
く
に
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
と
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
で
は

総
則

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
射
程
範
囲
が
他
の
法
部
分
に
も
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。

〔

M
11
〕
だ
が
、
総
則
は
各
則
に
属
す
る
諸
規
定
が
法
典
の
他
の
各
則
に
と
っ
て
も
基
準
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
ら
を
採
録

す
る
使
命
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
り
に
そ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
各
則
の
多
く
の
規
定
に
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
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に
な
ろ
う
。

〔

M
12
〕
法
典
が
表
す
あ
ら
ゆ
る
各
命
題
の
射
程
範
囲
は
こ
の
命
題
の
内
容
と
、
そ
れ
と
他
の
諸
命
題
と
の
関
連
性
に
応
じ
て
調

整
さ
れ
る
。
物
に
関
す
る
一
般
規
定
に
つ
き
こ
の
こ
と
が
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
憂
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

〔

M
13
〕
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
切
な
位
置
は

物
権
法
の
冒
頭

で
あ
る
。

3

各
論

I
│
│
第
一
章

一
般
規
定

⑴

物
規
定
の
位
置

）

〔

M
14
〕
諸
々
の
物
の
性
質
の
う
ち
、
す
べ
て
の
物
に
固
有
、
し
た
が
っ
て
物
概
念
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は

有
体
性

で
あ

る
。
そ
の
他
の
性
質
は
一
部
に
共
有
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
草
案
の
定
立
す
る
命
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
権
利
の
領
域
に
及
ぶ
。

た
だ
し
、
そ
の
権
利
と
物
の
性
質
と
直
接
に
関
連
す
る
他
の
諸
命
題
が
関
連
し
て
お
り
、
ま
た
は
各
権
利
の
体
系
の
顧
慮
か
ら
こ
の

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

〔

M
15
〕
一
般
規
定
が
民
法
典
に
と
っ
て
有
す
る

実
際
上
の
目
的

は
と
く
に
、
様
々
な
法
に
通
用
し
て
い
る
規
範
の
繰
り
返

し
を
規
制
の
際
に
不
要
な
ら
し
め
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
物
概
念
の
規
定
も
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。

⑵

集
合
物
の
概
念

）

〔

M
16
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
集
合
物
（Sac

h
g
esa

m
m
th

eit

）
の
規
定
は
右
目
的
の
観
点
か
ら
は
必
要
な
い
。

〔

M
17
〕
物
と
集
合
物
の
区
別
は
、
普
通
法
学
説
に
よ
り
か
つ
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た

と

‑

の
区
分
と
関
連
し
て
い
る
。

の
概
念
は

（
単
一
物
）
と

（
合
成
物
）
の
双
方
を
含
み
、
草
案

の
物
概
念
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
他
方
、

に
つ
い
て
は
、

と

に
区
別
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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〔

M
18
〕

と
は
、

取
引
上
特
別
の
名
詞
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
複
数
の
個
々
の
物

を
い
う
。

た
と
え
ば
、
畜
群
、
ミ
ツ
バ
チ
の
集
団
、
図
書
館
、
商
品
倉
庫
。
こ
の
よ
う
な
総
体
は
自
己
を
形
成
し
て
い
る
諸
々
の
物
と
は
区
別

さ
れ
た
物
、
集
合
物
を
形
作
り
、
権
利
が
そ
の
上
に
創
設
さ
れ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

〔

M
19
〕
こ
の
観
念
に
依
拠
す
る
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（I.2

§
§
3
2,

36
‐
3
9

）、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

民
法
典
（II.

5.
§
6

Z.
4

）、
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
（I.1

5
5

）、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
（

§
6
3

S.
2

）
で
あ
る
。

〔

M
20
〕
普
通
法
学
説
に
お
い
て
現
在
で
は
、
次
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
合
物
は
権
利
の
対
象
で
は
あ
り
え

な
い

）
。

〔

M
21
〕

草
案
の
立
場
で
は
物
概
念
は
有
体
的
対
象
の
み
に
適
用
さ
れ
う
る
。
だ
か
ら
、
集
合
物
に
観
念
的
客
体
（
無
体
物
〔

〕）
を
み
る
見
解
と
は
相
容
れ
な
い

。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
人
が
諸
々
の
物
の
総
体
の
所
有
者
と
呼
ば
れ
る
場
合
、
こ

の
こ
と
は
法
的
に
い
え
ば
、
か
れ
が
総
体
を
形
成
し
て
い
る
す
べ
て
の
個
々
の
物
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
か
れ
が
所
有
権
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
総
体
に
属
す
る
と
さ
れ
る
各
々
各
個
の
物
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
の
み
か
れ
の
権
利
の
対
象
が
確
定
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
草
案
に
お
け
る
物
権

の
規
制
は
、
つ
ね
に
た
だ
個
々
の
物
の
上
の
権
利
を
取
得
し
う
る
こ
と
、
総
体
上
の
用
益
権
な
る
も
の
も
総
体
中
の
個
々
の
物
そ
の

も
の
が
用
益
権
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
草
案
は
集
合
物
が
権
利
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
う
観
念
に
対

し
て
、
拒
絶
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔

M
22
〕
し
た
が
っ
て
、
草
案
が
形
式
的
に
は
さ
き
に
挙
げ
た
法
典
と
矛
盾
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は

草
案
に
対
す
る
批
判
と
は
な
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
法
に
お
け
る
集
合
物
の
解
釈
は
、
実
際
上
の
必
要
性
の
充
足
に
役
立
つ

の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ロ
ー
マ
法
の
威
光
に
支
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
マ
法
の
関
連
言
明
は
、
右
法
典
の
基
礎
に
置
か

れ
て
い
る
意
味
で
捉
え
る
な
ら
、
物
概
念
を
正
当
に
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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〔

M
23
〕
こ
の
草
案
の
立
場
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
な
に
が

物

と
理
解
さ
れ
う
る
の
か
を

E
I§
778

が
明
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
合
物
の
権
利
対
象
性
を
退
け
る
た
め
の
規
定
は

余
計

で
あ
る
。

〔

M
24
〕
も
っ
と
も
、
法
律
ま
た
は
法
律
行
為
が
複
数
の
物
を
一
つ
の
集
合
名
詞
で
呼
ぶ
場
合
に
は
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か

が
困
難
に
な
り
う
る
。

〔

M
25
〕
け
れ
ど
も
、
こ
の
困
難
性
は
法
律
上
の
規
則
に
よ
っ
て
は
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
個
々
の
事
例
で
ど

の
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
具
体
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般

ラ
ン
ト
法
（I.§

2
1
0

ff.

）、
そ
の
他
の
法
典
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
〔art.

5
3
3
‐
53
6

〕、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
草
案
〔II.

22
‐5
5

〕、
バ
イ
エ
ル

ン
王
国
民
法
典
草
案
〔I.1

56
‐
1
6
2

〕）
は
、
集
合
物
の
指
示
に
み
ら
れ
る
一
定
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
を
命
じ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
帝
国
立
法
に
と
っ
て
模
範
と
す
る
価
値
を
有
し
な
い
。
そ
う
し
た
表
現
の
用
い
方
は
様
々
な
方
言
お

よ
び
生
活
慣
行
が
あ
る
以
上
、
ド
イ
ツ
の
地
域
ご
と
で
異
な
る
し
、
ま
た
、
時
代
に
よ
っ
て
も
変
遷
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

〔

M
26
〕
普
通
法
の
古
い
理
論
で
は
、
物
と
権
利
の
総
体
が

と
し
て
通
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
方

式
の
一
定
の
総
体
は
法
的
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
か
つ
、
共
通
の
原
則
に
服
し
た
の
で
あ
る
。
相
続
財
産
が

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
総
体
、
と
く
に

（
嫁
資
）
お
よ
び

（
特
有
財
産
）
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（I.2

§
§
33
‐
3
5

）
上
問
題
と
な
っ
た
の
は
人
の
総
財
産
と
相

続
財
産
で
あ
る
。

に
つ
き
定
立
さ
れ
た
原
則
で
は
、
次
の
も
の
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
命
題

（
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
い
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
）、
あ
る
い
は

よ
り
一
般
的
に
い
え
ば
、

（
代
位
す
る
も
の
は
代
位
さ
れ
る
も
の
の
性
質
を
受

け
取
る
）、
②
他
人
の
も
と
に
あ
る

の
返
還
は
対
物
的
包
括
訴
訟
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
命

題
。
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〔

M
27
〕
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
の
命
題
は

一
般
的
な
法
的
真
実
で
は
な
く
、
法
律
は
実
際
的
な
考
慮
に
基
づ
き
個
々
の
法
関

係
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（E
I§
§
34
1,

4
60,

8
9
5,

9
1
3,

1
00
0,

1
0
02,

10
34,

12
1
9

な
ど
参
照
）。
第
二

の
命
題
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
は
所
有
物
返
還
請
求
権
と
相
続
回
復
請
求
権
の
規
律
の
参
照
を
指
示
す
れ
ば
十
分
で
あ
る

（E
I

§
§
9
2
9
‐
94
5

とE
I§§

2
0
80
‐2
0
9
1

を
み
よ
）。
他
方
、
財
産
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
財
産
概
念
は
周
知
の
も
の
と
し
て
前
提

と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
定
義
は
不
要
で
あ
る
。
夫
婦
財
産
、
親
の
権
力
の
も
と
に
あ
る
子
の
財
産
、
被
後
見

人
の
財
産
の
特
別
な
法
関
係
に
つ
い
て
は
、
家
族
法
で
取
り
扱
わ
れ
る
。
総
体
と
し
て
の
相
続
財
産
が
服
す
べ
き
諸
原
則
は
相
続
法

に
お
い
て
の
み
合
目
的
的
に
規
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
所
で
規
定
す
る
必
要
は
存
し
な
い
。

⑶

物
の
概
念
‥E

I§
778

の
理
由

）

〔

M
28
〕
ロ
ー
マ
物
権
法
は

有
体
的
物
件
（ein

k
o
¨
rp

erlic
h
es

D
in

g

）

と
い
う

物
の
自
然
な
概
念
（der

n
a
¨
tu
rlic

h
e
B
e‑

g
riff

d
er

S
ac

h
e

）

に
基
づ
き
展
開
さ
れ
て
い
る
。
法
源
は
物
件
を

と

に
区
分
し
て
い
る

（

§§

）
が
、
こ
こ
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
次
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
観
念
中
に
の
み
存

続
す
る
物
件
（

）
を
、
す
べ
て
の
関
係
あ
る
い
は
個
別
の
関
係
で
有
体
的
物
件
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱

う
こ
と
が
、
法
秩
序
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

）
。
ド
イ
ツ
古
法
で
ゲ
ヴ
ェ
ー
レ
が
形
成
さ
れ
た
際
に
、
収
益
し
う
る
権
利
が

（
有
体
）
物
と
法
上
同
一
視
さ
れ
る
に
至
っ
た

）
。

〔

M
29
〕
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（I.2

§
§
1
‐3

）
は
物
を
二
義
に
区
分
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
（art.

5
1
6

ff.,
5
2
6,

529

ff.,
7
11

ff.

）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（

§
§
2
8
5,

3
11

）
も
ま
た
広
義
と
狭
義
の
物
概
念
を
知
っ
て
い
る
。

〔

M
30
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
（II.

1
§
§
9,

10

）
は
ロ
ー
マ
法
の
解
釈
を
基
礎
に
お
く
。

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
（M

ot
z
u
E
I1

）、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
（M

ot
z
u§

5
8

）
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草

案
（M

ot
z
u
E
II2

）
で
は
、

物

と
い
う
言
葉
は
│
│
動
産
と
不
動
産
の
区
別
の
と
こ
ろ
を
除
け
ば
│
│
、
た
だ

本
来
の
（
狭
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い
）
意
味

で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔

M
31
〕

草
案
は
既
述
の
よ
う
に
［
〔

M
21
〕
］
、
物
権
を
た
だ
こ
の
意
味
で
の
物
の
上
に
の
み
認
め
て
い
る

。

〔

M
32
〕
草
案
の
諸
規
定
は
、
①
物
と
は
つ
ね
に

有
体
的
対
象

を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
②
あ
る
規
範
が
物
に
も
権
利
に
も

適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は

対
象
（G

e
g
e
n
sta

n
d

）

と
い
う
表
現
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

〔

M
33
〕
こ
う
し
た
言
葉
の
定
義
を
こ
の
位
置
に
お
く
こ
と
は
次
の
点
で

有
益

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

物

と
い
う
言
葉
の

二
義
的
な
解
釈
を
、

有
体
的

と
い
う
形
容
詞
を
そ
の
つ
ど
付
け
加
え
る
（C

P
O§
§
7
12,

7
4
5,

74
6,

81
0

III

）
こ
と
な
く
防
止
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。

〔

M
34
〕
権
利
は
物
で
は
な
い
、
と
い
う
規
定
の

消
極
的
な
意
味

は
、
物
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
は
権
利
に
は
適
用
さ

れ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
法
律
が
こ
の
ル
ー
ル
の
例
外
を
認
め
う
る
と
い
う
の
は

自
明

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
強
調
す
る
に

は
及
ば
な
い
。

4

各
論
Ⅱ
│
│
第
三
章

所
有
権

前
注

所
有
権
の
対
象

）

〔

M
35
〕
所
有
権
の
対
象
と
し
て
は
物
（E

I§
77
8

）
の
み
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
案
の
基
礎
に
あ
る
所
有
権
概
念
に

は
こ
の
こ
と
が
対
応
し
て
い
る
。
他
方
、
他
の
立
法
は
所
有
権
概
念
を
広
く
把
握
し
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（I.8

§
2

）、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
（II.

2
§
4

I

））
、
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（

§
§
3
53
‐3
54

）
を
参
照
。

〔

M
36
〕
①

物
所
有
権
類
似
の
権
利
の
上
の
所
有
権
な
る
も
の
は
、
草
案
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
権
利
の
上
の
用
益
権
お
よ
び

質
権
と
同
じ
よ
う
に
は
観
念
さ
れ
え
な
い

。
権
利
用
益
権
お
よ
び
権
利
質
権
に
物
権
法
上
の
規
定
が
類
推
さ
れ
る
の
は
、
物
用
益

権
お
よ
び
物
質
権
に
特
有
の
、

設
定
者
所
有
権
に
対
す
る
権
利
内
容
の
限
定
性

が
、
権
利
用
益
権
お
よ
び
権
利
質
権
に
対
し
て

転
用
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
く
。
他
方
、
所
有
権
の
際
に
は
こ
う
し
た
権
利
内
容
の
限
定
性
は
欠
落
す
る
。
②
権
利
の
上
の
所
有
権
に
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よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
対
象
と
さ
れ
た
権
利
そ
れ
の
み
で
あ
ろ
う
。
③
こ
の
権
利
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
特
別
な
法
規

範
が
基
準
と
な
る
と
こ
ろ
、
所
有
権
規
範
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
に
価
値
は
な
い
の
で
あ
る
。

〔

M
37
〕
他
の
絶
対
権
、
と
く
に
相
続
権
お
よ
び
著
作
権
に
つ
い
て
だ
け
、
所
有
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
①

帝
国
憲
法
は
著
作
権
に
つ
き
精
神
的
所
有
権
の
保
護
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
き
公
布
さ
れ
た
諸
々
の
法
律
で
は
所
有
権
と

い
う
表
現
を
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
②
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
特
別
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
個
々
の

所
有
権
規
範
、
と
く
に
所
有
権
保
護
の
適
用
を
正
当
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
登
記
さ
れ
た
権
利
に
土
地
に
関
す
る
規
定
の
準
用
を

認
め
るE

I§
781

II
も
こ
れ
を
認
め
る
契
機
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
所
有
権
概
念
の
一
般
化
に
通
じ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。三

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判

㈠

物
規
定
の
問
題
性

第
一
草
案
が
公
表
さ
れ
る
や
い
な
や
、
数
々
の
鑑
定
意
見
が
多
方
面
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
帝
国
司
法
庁
（R

eic
h
sju

stiza
m
t

）
は

こ
れ
ら
の
意
見
の
う
ち
了
知
で
き
た
も
の
を
、

鑑
定
意
見
集
成

）

に
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
物
権
法
の
独

立
性
、
物
規
定
の
位
置
、
物
規
定
の
要
否
、
物
概
念
の
狭
隘
性
を
め
ぐ
る
意
見
が
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
帝
国
宰
相
が
提
示
し
た
論

点
に
対
す
る
連
邦
諸
政
府
の
回
答
を
集
め
た

連
邦
諸
政
府
意
見
集
成

）

も
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
論
点
に
は
本
稿
の
問
題
は

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

）
。

鑑
定
意
見
集
成

は

第
二
委
員
会
の
作
業
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た

）

。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、

鑑
定
意
見
集
成

に
要
約

さ
れ
た
意
見
を
、
右
に
掲
げ
た
四
つ
の
論
点
に
整
理
し
て
み
て
い
こ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
帝
国
司
法
庁
が
様
々
な
意
見
の
う
ち
の
ど
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れ
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
第
二
委
員
会
の
審
議
の
基
礎
と
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

㈡

鑑
定
意
見
集
成

1

物
権
法
の
独
立
性

）

〔

Z
1
〕
フ
ッ
ク
ス

）
は
、
草
案
の
物
権
概
念
に
対
す
る
批
判
を
基
礎
と
し
、
物
権
と
債
権
の
対
置
を
論
難
す
る
に
及
ん
で
、
こ
れ

と
の
関
連
に
お
い
て
、
草
案
の
有
体
物
規
定
を
批
判
し
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
草
案
は
物
権
を

物
に
関
す
る
直
接
的
現
実
的

支
配

と
み
る
解
釈
を
基
礎
に
置
く
も
の
で
あ
る
（

第
一
草
案
理
由
書

［〔

M8
〕］）。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
が
物
概
念
を
含
む
一
連

の
問
題
の
解
決
を
不
満
足
な
ら
し
め
て
い
る
原
因
で
あ
る
。
物
権
は

絶
対
性

と
同
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
の

中
核
は
こ
う
で
あ
る
。
①

現
実
的

支
配
は
そ
も
そ
も
権
利
で
は
な
く
、
物
理
的
権
力
と
し
て
の
占
有
の
問
題
で
あ
る
。

直
接

的

支
配
も
物
権
の
本
質
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
権
利
は
そ
の
概
念
上
、
物
に
対
し
て
で
は
な
く
、
人
間
、
よ
り
精

確
に
は
特
定
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
不
特
定
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利

は
相
対
的
な
も
の
と
絶
対
的
な
も
の
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
②

第
一
草
案
理
由
書

の
解
釈
は
歴
史
的
に
も
正
当
化
さ
れ
な
い
。

こ
の
解
釈
は
ロ
ー
マ
法
上
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
普
通
法
理
論
も
ロ
ー
マ
起
源
の
物
権
を
、
人
に
対
す
る
権
利
か
ら
概
念

上
区
別
す
る
統
一
的
指
標
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
物
権
法
に
属
す
る
権
利
は
、
絶
対
的
な
訴
訟
保

護
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
の
み
、
債
権
債
務
関
係
上
の
権
利
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
③
草
案
自
体
、
自
己
の
基
本
的
理

解
を
貫
徹
し
て
い
な
い
。
物
的
負
担
、
先
買
権
お
よ
び
土
地
債
務
を
物
権
法
も
組
み
込
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

積
極
的
給
付
に

向
け
ら
れ
た

絶
対
権
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
④
債
権
的
権
利
と
物
権
と
の
間
の
鋭
利
な
区
別
は
ロ
ー
マ
人
の
際
に
も
概

念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
区
別
は
、
義
務
を
認
識
さ
せ
る
手
段
の
欠
缺
と
、
取
引
未
発
達
に
よ
る
絶
対
的
訴
訟
保
護
の

有
体
物
制
限
の
許
容
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
国
民
は
こ
の
手
段
を
登
記
簿
に
よ
り
も
た
ら
し
た
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し
、
ま
た
、
今
日
の
生
活
は

絶
対
的
訴
訟
保
護
を
必
要
と
す
る
他
の
法
益

を
生
み
出
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
が
物

概
念
の
拡
張
、R

ec
ht

z
ur

S
ac
h
e

の
保
護
、
物
権
法
定
主
義
の
放
棄
に
よ
っ
て
物
権
債
権
峻
別
の
調
整
に
進
ん
だ
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
フ
ッ
ク
ス
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。

ロ
ー
マ
起
源
の
物
権
と
は
異
な
る
権
利
に
絶
対
的
な
訴
訟
保
護
を

付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
概
念
上
の
制
限
は
存
し
な
い
、
あ
る
権
利
が
物
権
的
す
な
わ
ち
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
範

囲
で
そ
う
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
民
経
済
上
の
必
要
と
法
政
策
的
様
式
の
考
慮
が
決
め
手
と
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

。

〔

Z
2
〕
フ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
は
ウ
ェ
ン
ト
が
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
物
に
関
す
る
人
の
直
接
的
支
配
と
い

う
物
権
の
定
義
は
議
論
の
余
地
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
先
買
権
、
物
的
負
担
、
抵
当
権
お
よ
び
土
地
債
務
の
際
に

第
一
草
案
理
由

書

が
説
明
す
る
こ
と
も
こ
の
定
義
に
対
応
し
て
は
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ッ
ク
ス
が
、
物
権
の
対
象
と
内
容
に
よ
り

基
礎
づ
け
ら
れ
た
物
権
と
債
権
債
務
関
係
上
の
権
利
の
間
の
区
別
を
否
定
す
る
の
は
、
不
当
で
あ
る

。
物
権
の
本
質
を
形
成
す
る

の
は
絶
対
的
な
訴
訟
保
護
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
保
護
を
と
も
な
う
物
の
享
受
と
い
う
形
態
な
の
で
あ
る
。

2

物
規
定
の
位
置

）

〔

Z
3
〕
ベ
ッ
カ
ー

）
に
よ
れ
ば
、
第
一
章
の
諸
規
定
は
、
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
（
た
と
え
ばE

I§
7
8
6

［
自
然
力
に
よ
り
土
地
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
他
の
土
地
の
合
併
］、

§
79
5

［
負
担
の
分
配
］、

§
7
9
6

［
物
権
処
分
の
法
律
行
為
に
よ
る
制
限
］）、
一
般
に
、
民
法

典
の
総
則
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
物
の
概
念
と
種
類
は

債
務
関
係
法
、
家
族
財
産
法
お
よ
び
相
続
法
に
と
っ
て

も
よ
く
問
題
と
な
る
事
柄

だ
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ン
グ
ナ
ー

）
も
同
一
の
根
拠
に
基
づ
き
、E

I§§
778‐781

［
物
概
念
・
代
替
物
・

消
費
物
・
不
動
産
］
、

§
792

［
果
実
概
念
］
、

§
793

［
収
益
概
念
］
を
総
則
に
移
行
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
す
る
。

〔

Z
4
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
八
八
年
一
一
月
九
日
づ
け
の
ロ
ス
ト
ッ
カ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ

）
は
、E

I§§
778‐796

［
物
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規
定
全
体
］
に
含
ま
れ
た
諸
規
定
の
位
置
を
物
権
法
の
冒
頭
に
お
く
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
み
る
。

3

物
規
定
の
要
否

）

〔

Z
5
〕
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト

）
は
、
物
に
関
す
る
多
く
の
規
定
、E

I§
778

［
物
概
念
］
、

§
779

［
代
替
物
］
、

§
780

I

［
消
費

物
概
念
］
、

§
781

［
不
動
産
］
、

§
782

［
物
の
本
質
的
構
成
部
分
］
、

§
783

［
土
地
の
本
質
的
構
成
部
分
］
、

§
784

［
土
地
の
産
出

物
］
（
種
子
に
関
す
る
規
定
を
除
く
）、

§
786

［
自
然
力
に
よ
り
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
他
の
土
地
の
合
併
］
は

余
計

で
あ
る
か
ら
削
除
す
べ
き
と
い
う
。
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
ー

）
も
同
じ
よ
う
に
、E

I§§
778‐780

［
物
概
念
・
代
替
物
・
消
費
物
］
、

§

781
I

［
不
動
産
の
定
義
］
、

§
783

［
土
地
の
本
質
的
構
成
部
分
］
の
諸
規
定
を

無
駄

で
あ
る
と
し
て
削
除
す
る
よ
う
勧
め
る
。

4

物
概
念
の
狭
隘
性

）

〔

Z
6
〕
ギ
ー
ル
ケ

）
は
、
物
の
原
子
論
的
物
質
的
解
釈
に
反
対
し
、
物
概
念
を
無
体
物
に
拡
張
す
る
よ
う
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、

空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
を
同
列
に
置
く

、
と
い
う
自
己
の
ド
イ
ツ
法
的

立
場
を
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
草
案
に
つ
き
次
の
点
を
批
判
す
る
。S

ac
h
e

と
い
う
表
現
を
有
体

的
対
象
の
み
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
（E

I§
7
7
8

）
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
と
物
の
上
の
所
有
権
を
し
ば
し
ば
同
一
視

し
、
物
と
権
利
を
同
種
の
も
の
と
し
て
並
置
せ
し
め
て
い
る
こ
と
、
両
種
の
属
名
と
し
て

G
e
g
e
nsta

n
d

を
選
択
し
て
い
る
こ

と
。
こ
う
し
て
草
案
は
用
語
を
少
し
い
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
十
分
な
ロ
ー
マ
法
的
定
式
を
永
久
に
温
存
し
、
こ
の
言
葉
の
障
害
を

も
っ
て
適
切
な
概
念
形
成
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
る
の
は
、
物
所
有
権
は
一
つ
の
権
利
で
あ
り

か
つ
権
利
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
、
無
体
物
の
概
念
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
権
利
の
客
体
を
、

そ
れ
自
体
で
価
値
を
有
し
か
つ
取
引
能
力
を
有
す
る
対
象

と
観
念
し
、
そ
う
し
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た
こ
と
か
ら
純
粋
主
観
的
な
意
思
関
係
か
ら
切
り
離
し
て
独
立
し
た
地
位
を
与
え
て
い
る
場
合
、
こ
の
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た

権
利
客
体
が
、
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
同
質
性
を
有
し
か
つ
同
価
値
で
あ
る
旨
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
必
要
不
可

欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
対
応
す
る
主
観
的
権
利
か
ら
は
っ
き
り
と
切
り
離
さ
れ
た
非
物
質
的
客
体
を
指
示
す
る
に
は
、u

n
k
örp

er‑
lic

h
e
S
ac
h
e

と
い
う
伝
来
の
表
現
が
も
っ
と
も
よ
く
適
し
て
い
る
。S
ac
h
e

と
い
う
言
葉
は
非
人
格
的
な
権
利
客
体
を
意
味

す
る
ド
イ
ツ
的
技
術
的
な
表
現
で
あ
る
し
、

G
e
g
e
nsta

n
d

な
い
し

G
ut

と
い
う
言
葉
は
お
よ
そ
法
的
特
徴
を
有
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、u

n
k
örp

erlic
h
e
S
ac
h
e

は
概
念
上

R
ec
ht

と
は
一
致
せ
ず
、
有
体
物
と
同
じ
よ
う
に
権
利
の
対

象
と
な
り
う
る
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
き
ち
ん
と
確
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
典
用
語
に
お
い
て
日
常
用
語
に
し
た
が
い
、

R
ec
ht

と
い
う
言
葉
を
同
時
に
そ
の
対
象
的
側
面
を
指
示
し
て
用
い
る
こ
と
が
絶
対
に
排
斥
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
第
三
者
の
権
利
の
上
の
物
的
負
担
（E

I§
10
6
1

）、
権
利
質
権
ま
た
は
権
利
用
益
権
（E

I§§
1
0
28‐

10
3
5,

1
2
14,

1
2
17
‐
12
24

）
と
い
う
の
は
非
難
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
所
有
権
と
物
の
双
方
に
当
て
は
ま
る
概
念
を
え
る
た
め
（E

I§
3
7
0

［
譲
渡
人
の
義
務
］、

§
4
5
9

［
売
主
の
義
務
］）
あ
る
い
は

R
ec
hte

a
n
R
ec
hte

n

と
し
て
構
成
さ
れ
た
概
念
の
客
体
を
指
示
す
る

た
め
に
、
故
意
に

R
ec
ht

と
い
う
表
現
を
選
び
取
る
な
ら
ば
誤
っ
た
観
念
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
物
と
権
利
の
混
同
は

財
産
の
理
解
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
草
案
に
よ
れ
ば
、S

ac
h
e
n

と

R
ec
hte

は

V
er

m
ö
g
e
n

の
構
成
要
素
と
さ

れ
、
同
じ
よ
う
に
財
産
対
象
（Ver

m
o
¨

g
e
n
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e

）
と
呼
ば
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
客
観
的
意
味
で
の
財
産
対
象
の
総
体
と
し

て
捉
え
ら
れ
た
財
産
に
属
す
る
の
は
物
の
み
で
あ
り
、
権
利
は
属
さ
な
い
。
権
利
が
算
入
さ
れ
る
際
に
は
、
意
思
力
と
し
て
の
権
利

と
は
区
別
さ
れ
た
客
観
的
エ
レ
メ
ン
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
主
観
的
に
理
解
さ
れ
た
財
産
は
権
利
の
み
を
含
み
、

物
を
含
ま
な
い
。
物
が
権
利
と
同
列
に
置
か
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
は
こ
の
物
の
上
の
所
有
権
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔

Z
7
〕
ギ
ー
ル
ケ

）
は
、
集
合
物
お
よ
び
財
産
総
体
を
も
物
概
念
に
服
せ
し
め
る
よ
う
主
張
し
、
こ
の
観
点
か
ら
も
草
案
の
物
概

念
を
批
判
す
る
。
草
案
で
は
集
合
物
お
よ
び
財
産
総
体
は
一
般
論
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
法
生
活
に
と
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っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
①
有
体
物
と
し
て
法
秩
序
の
領
域
に
現
れ
る
も
の
は
、
物
理
的
化
学
的
全
体
の
形

状
に
あ
る
自
然
的
対
象
で
は
な
く
、

人
間
の
意
思
支
配
に
服
す
る
諸
関
係
の
な
か
で
自
然
と
労
働
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
物
的
財

貨
（Sac

h
g
u
¨
ter

）

で
あ
る
。
畜
群
、
チ
ェ
ス
の
セ
ッ
ト
な
ど
の
客
観
的
単
一
性
は
、
法
的
取
引
が
そ
れ
を
承
認
す
る
限
り
、
船
あ

る
い
は
草
木
の
生
い
茂
る
土
地
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
現
実
的
（re

al

）
で
あ
る
。
近
時
の
学
説
を
顧
慮
し
て
従
来
の
立
法
お
よ

び
普
通
法
実
務
で
確
立
さ
れ
て
き
た
集
合
物
の
概
念
を
拒
絶
す
る
理
由
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
存
し
な
い
。
差
し
迫
っ
た
取
引
の
必
要

と
民
族
の
直
感
に
対
す
る
顧
慮
が
、
集
合
物
概
念
の
拒
絶
に
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
。
草
案
は
み
ず
か
ら
の
誤
り
に
個
別
規
定
を
用
い

て
不
十
分
か
つ
技
巧
的
な
構
成
に
よ
っ
て
（
と
く
にE
I§
7
8
0

II

［
譲
渡
用
集
合
物
を
消
費
物
と
す
る
］）
対
処
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

②
同
一
の
非
難
は
、
客
観
的
財
産
統
一
体
の
概
念
の
拒
絶
に
対
し
て
も
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
案
は
財
産
の
う
ち
に
、

個
々
の
物
と
権
利
の
総
計
だ
け
し
か
み
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
人
の
包
括
財
産
と
り
わ
け
遺
産
に
つ
き
一
定
の
関
係
に
お
い
て
客

観
的
存
立
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
原
則
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
技
巧
的
な
手
段
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
別
財
産
は
そ
れ
自
体
無
視
さ
れ
て
い
る
。

第
一
草
案
理
由
書

に
は
そ
う
し
た
も
の
、
と
く
に
土
地
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
ゲ

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
、
家
、
山
、
商
業
財
産
の
ド
イ
ツ
法
的
な
構
成
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

〔

Z
8
〕
フ
ッ
ク
ス

）
も
ギ
ー
ル
ケ
と
同
じ
よ
う
に
、
物
の
原
子
論
的
物
質
的
解
釈
に
対
す
る
批
判
、
物
概
念
の
無
体
物
概
念
へ
の

拡
張
を
主
張
す
る
。
か
れ
は
物
権
性
と
絶
対
性
を
同
視
す
る
立
場
か
ら
、

経
済
的
意
味
に
お
い
て
一
体
を
な
し
て
い
る
法
益

に

物
の
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
草
案
に
よ
る
と
適
切
な
概
念
形
成
へ
の

道
が
閉
ざ
さ
れ
る
、
と
い
う
ギ
ー
ル
ケ
の
批
判
は
、
次
の
理
由
か
ら
正
当
な
も
の
で
は
な
い
。
①
有
体
物
・
無
体
物
・
物
と
他
の
対

象
を
区
別
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
実
際
上
の
重
要
性
は
な
い
。
さ
ら
に
、
②
対
象
と
い
う
属
概
念
か
ら
物
を
分
離
す
る
こ
と
は
、

物
と
い
う
言
葉
の
解
釈
の
誤
解
を
防
止
す
る
利
点
を
有
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
デ
ィ
な
専
門
用
語
の
使
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

〔

Z
9
〕
フ
ッ
ク
ス

）
は
た
び
た
び
ギ
ー
ル
ケ
に
応
接
し
つ
つ
、
草
案
が
集
合
物
概
念
を
一
切
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
首
尾
一
貫
し
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な
い
と
批
判
す
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
物
権
性
の
概
念
に
つ
い
て
草
案
の
立
場
に
与
し
た
と
し
て
も
、
畜
群
、
ミ
ツ
バ
チ
の
群
れ
の

よ
う
な
自
然
的
総
体
上
の
物
権
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
総
体
の
上
に
は
現
実
的
支
配
力
が
行
使
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
包
括
訴
訟
は
生
活
の
必
要
に
反
す
る
と
こ
ろ
、
ロ
ー
マ
法
と
は
異
な
り
認
め
ら
れ
な
い
。
包
括
訴
訟

は
相
続
回
復
請
求
権
の
規
制
の
際
に
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

Z
10
〕
一
八
八
九
年
八
月
一
七
日
づ
け
ド
イ
ツ
農
業
新
聞

）
は
、
集
合
物
上
の
登
録
質
の
導
入
を
提
案
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
観
点

か
ら
物
概
念
の
拡
張
を
支
持
し
て
い
る
。

〔

Z
11
〕
コ
ー
ザ
ッ
ク

）
は
、
有
価
証
券
の
解
釈
と
の
関
係
で
、E

I§
778

に
対
し
て
疑
念
を
投
げ
か
け
る
。
草
案
は
無
記
名
証
券

をE
I§
879

［
善
意
取
得
］
と
の
関
係
で
は

物

に
数
え
る
一
方
、E

I§
1036

［
用
益
権
］
、

§
1226

［
質
権
］
で
は

権
利

に
属
す
る
と
し
、
指
図
証
券
に
つ
い
て
はE

I§
1225

［
質
権
］
に
お
い
て
こ
れ
を

権
利

と
み
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
特

別
規
定
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
使
用
賃
貸
人
の
法
定
質
権
が
使

用
賃
借
人
の
有
価
証
券
に
対
し
て
拡
張
さ
れ
る
の
か
、
富
く
じ
券
の
拾
得
者
はE

I§§
910

ff.

［
遺
失
物
の
拾
得
］
に
よ
っ
て
拾

得
者
に
属
す
る
権
利
を
有
す
る
の
か
、
な
ど
に
つ
き
疑
念
が
生
じ
う
る
。

四

第
二
草
案
か
ら
ド
イ
ツ
民
法
典
ま
で

㈠

物
権
編
か
ら
総
則
編
へ
の
移
動

一
八
九
〇
年
一
二
月
四
日
、
連
邦
参
議
院
は
第
一
草
案
を
修
正
す
る
目
的
で
新
た
な
委
員
会
を
組
織
す
る
旨
を
決
議
し
た
。
い
わ

ゆ
る
第
二
委
員
会
（Die2.

K
o
m
m
issio

n

）
が
こ
れ
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
一
八
九
一
年
四
月
一
日
よ
り
審
議
を
開
始
し
た
。

各
々
の
審
議
の
前
に
は
、
帝
国
司
法
庁
準
備
委
員
会
（Vor

k
o
m
m
issio

n
d
es

R
eic

h
sju

stiza
m
tes

）
に
よ
っ
て
事
前
審
議
が
な
さ
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れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
重
要
な
寄
与
が
注
目
さ
れ
て
い
る

）
が
、
物
に
関
す
る
一
般
規
定
に
つ
い
て
は
こ
の
審
議
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
）。第

二
委
員
会
がE

I§
778

に
つ
き
審
議
を
し
た
の
は
、
一
八
九
三
年
一
月
九
日

）
、
第
一
七
六
回
本
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
第
一
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に
、

一
般
規
定

の
節
の
位
置
と
、
規
定
の
要
否
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
再
度
削
除
提
案
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
規
定
の
必
要
を
認
め
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
他
方
、
前
者
で
は
あ
ら
た
め
て

総
則
へ
の
移
動
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
本
会
議
で
は
な
く
、
編
集
会
議
（R

e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n

）
で
決
す
べ
き
事
柄
で
あ
る

と
さ
れ
、
結
論
は
ひ
と
ま
ず
留
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
七
九
回
本
会
議
で
も
物
規
定
の
審
議
の
締
め
く
く
り
に
当
た
っ
て
、

物
規
定
の
位
置
の
問
題
は
編
集
会
議
に
委
ね
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

）
。

も
っ
と
も
、
編
集
会
議
の
成
果
で
あ
る
第
二
委
員
会
決
議
暫
定
集
成
（E

I‐
V
orlZ

u
st

））
、
編
集
会
議
決
議
暫
定
集
成
（E

I‐
Z
u
st‑

R
e
d
K
o
m

））

を
み
る
と
、
第
一
章
対
応
条
文
に
つ
き
、
前
者
で
は§§

778‐796

、
後
者
で
は§§

778‐795

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
）と

こ
ろ
、
結
局
編
集
会
議
で
も
総
則
へ
の
移
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
文
面
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
後
者

の
該
当
規
定
の
み
を
挙
げ
て
お
こ
う

）
。

E
I‐
Z
u
st
R
e
d
K
o
m§

77
8

S
ac

h
e
n
i
m
Sin

n
e
d
es

G
esetzes

sin
d
n
u
r
k
o
¨
rp

erlic
h
e
G
e
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e.

と
こ
ろ
が
、
逐
次
刊
行
さ
れ
た

編
集
会
議
の
議
決
に
基
づ
く
第
二
読
会
に
よ
る
ド
イ
ツ
帝
国
に
関
す
る
民
法
典
草
案

、
す
な

わ
ち
第
二
草
案
（E

II

））

に
お
い
て
は
、
第
三
編

物
権
法

第
一
章

一
般
規
定

全
体
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
同
所
に
含
ま
れ

て
い
た
多
く
の
規
定
、E

I§§
778‐780

［
物
概
念
・
代
替
物
・
消
費
物
］
、

§§
782‐785

［
物
の
構
成
部
分
］
、

§
788

［
土
地
の
構

成
部
分
と
し
て
の
権
利
］
、

§
789

［
従
物
概
念
］
、

§§
791

［
従
物
と
し
て
の
属
具
］
、

§
792

［
果
実
概
念
］
、

§
793

［
収
益
概
念
］
、

§
794

I

［
果
実
の
分
配
］
、

§
795

［
負
担
の
分
配
］
は
、
第
一
編

総
則

第
二
章

物

E
II§§

77
a‐77

n

に
振
り
替
え
ら
れ

）
、

そ
の
他
の
規
定
は
、
他
の
編
・
章
に
移
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

）
。
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E
II§

7
7

a
S
ac

h
e
n
i
m
Sin

n
e
d
es

G
esetzes

sin
d
n
u
r
k
o
¨
rp

erlic
h
e
G
e
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e.

官
版
の
総
則
・
債
務
関
係
法
・
物
権
法
部
分
は
一
八
九
四
年
に
公
刊
さ
れ
た

）
。
官
版
に
至
る
前
に
漸
次
出
版
さ
れ
た
暫
定
版
に
は
、

パ
イ
オ
ニ
ア
社
の
も
の
と
マ
ン
ド
リ
の
も
の
が
あ
る

）
。
前
者
を
み
る
と
、
一
八
九
二
年
刊
行
の
総
則
部
分
で
は
ま
だ
物
規
定
は
挿
入

さ
れ
て
お
ら
ず

）、
同
年
と
一
八
九
三
年
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
た
債
務
関
係
法
の
各
巻
末
補
遺
で
も
特
段
の
注
記
は
み
ら
れ
な
い

）が
、

一
八
九
四
年
刊
行
の
物
権
法
部
分
に
お
い
て
、E

I§
778

以
下
の
諸
規
定
が
総
則
に
移
行
さ
れ
る
旨
、
脚
注
で
補
足
さ
れ
て
い
る

）
。

後
者
で
も
事
情
は
同
様
で
あ
り
、
一
八
九
二
年
刊
行
の
総
則
で
は
物
規
定
は
挿
入
さ
れ
て
お
ら
ず

）
、
一
八
九
三
年
刊
行
の
債
務
関
係

法
で
も
と
く
に
指
摘
は
み
ら
れ
な
い

）
が
、
一
八
九
四
年
刊
行
の
物
権
法
に
い
た
り
、
総
則
へ
の
移
行
が
注
記
さ
れ
て
い
る

）
。
も
っ
と

も
、
後
者
で
は
よ
り
詳
し
く
、

寄
稿
者
の
前
注

と
し
て
、

編
集
は
一
八
九
四
年
三
月
に
完
了
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
、
一
八
九
四
年

三
月
末
。
マ
ン
ド
リ

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
遅
く
と
も
同
年
の
三
月
に
は
移
行
が
完
了
し
て
い
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
総
則
へ
の
移
行
は
一
八
九
四
年
三
月
前
の
段
階
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
第

二
草
案
が
も
う
一
度
本
会
議
で
審
議
さ
れ
た
形
跡
は
な
い

）
か
ら
、
編
集
会
議
が
最
後
の
段
階
に
な
っ
て
全
体
の
位
置
を
移
動
し
た
と

み
る
ほ
か
な
い
。
詳
ら
か
に
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
各
条
項
す
べ
て
が§77

の
枝
番
号
（a‐

n

）
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
土

壇
場
で
の
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
二
二
日
に
公
刊
さ
れ
た
連
邦
参
議
院
提
出
草
案
、
い
わ
ゆ
る
修
正
第
二
草
案
（E

II
re
v

））

で
は

諸
規
定
の
条
項
数
が§§

86‐99

に
改
め
ら
れ
て
い
る

）
。
一
八
九
六
年
一
月
一
六
日
、
連
邦
参
議
院
本
会
議
で
承
認
さ
れ
た
帝
国
議

会
提
出
草
案
、
す
な
わ
ち
第
三
草
案
（E

III

））

は
こ
れ
を
維
持
し
た

）
。
と
く
に
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

）
。

帝
国
司

法
庁
覚
書

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

）
。
帝
国
議
会
（B

u
n
d
esrat

）
で
は
第
一
二
委
員
会
（Die

X
II.

R
eic

h
sta

g
s
k
o
m
m
is‑

sio
n

）
に
お
い
て§§

89,
91,

93,
99

に
つ
き
提
案
が
な
さ
れ
た
（

§
§
89,

91,
99

却
下
・

§
9
3

取
下
）
が
、
物
概
念
の
定
義
と
物
規

定
の
位
置
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た

）
。
こ
う
し
て
条
項
数
が
調
整
さ
れ
た
か
た
ち
で
（

§
§
90
‐1
0
3

）、
一
八
九
六
年
、
ド
イ
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ツ
民
法
典
（B

G
B

））

が
成
立
し
た

）
。

B
G
B§

9
0

S
ac

h
e
n
i
m
Sin

n
e
d
es

G
esetzes

sin
d
n
u
r
k
o
¨
rp

erlic
h
e
G
e
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e.

ド
イ
ツ
民
法
典
九
〇
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る
。

ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
関
連
規
定
は
、
第
一
編

総
則

の
第
二
章

物
（Sac

h
e
n

）

と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
同
章
の
構

成
を
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

物
概
念

（

§
90

）、

代
替
物

（

§
9
1

）、

消
費
物

（

§
92

）、

構
成
部
分

（

§
§
93
‐9
6

）、

従
物
と
属
具

（

§
9
7‐
98

）、

果
実
と
収
益

（

§
§
9
9
‐1
02

）、

負
担
の
分
配

（

§
1
03

）。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年

以
降
、
動
物
の
法
的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
、
動
物
は
物
で
は
な
く
特
別
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
す
るB

G
B§

90
a

が
挿
入
さ

れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
第
二
章
の
表
題
が

物
お
よ
び
動
物

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

所
有
権
の
内
容
に
関
す
るE

I§
848

の
帰
趨
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
第
二
委
員
会
で
様
々
な
提
案
が
出
さ
れ
、
処
分
権

能
に
関
す
る
文
言
の
削
除
な
ど
が
決
議
さ
れ
た

）
あ
と
、E

II§
818

な
ど
を
経
由
し
て
、
こ
れ
が
そ
の
ま
まB

G
B§

903

に
結
実
し

た
）。

連
邦
参
議
院
段
階
で
は
シ
カ
ー
ネ
の
禁
止
を
め
ぐ
る
提
案

）
、
帝
国
議
会
第
一
二
委
員
会
で
は
支
配
を
中
心
と
し
た
規
定
に
修
正

す
る
か
、
あ
る
い
は
規
定
を
全
面
削
除
す
べ
き
と
す
る
提
案

）
が
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、E

II§
818

の
テ
ク
ス
ト
自
体
は
修
正
さ
れ

な
か
っ
た
。
以
上
の
経
緯
に
お
い
て
、
物
概
念
の
定
義
お
よ
び
物
規
定
の
位
置
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
一
度
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
テ
ク
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

）
。

B
G
B§

9
0
3

D
er

Eig
e
nth

u
¨

m
er

ein
er

S
ac

h
e
k
a
n
n,

so
w
eit

nic
ht

d
as

G
esetz

o
d
er

R
ec

hte
D
ritter

e
ntg

e
g
e
n
ste

h
e
n,

m
it

S
ac

h
e
n
ac

h
B
elie

b
e
n
v
erfa

h
re

n
u
n
d
a
n
d
ere

v
o
n
je
d
er

Ein
w
ir
k
u
n
g
a
u
ssc

hließ
e
n.

ド
イ
ツ
民
法
典
九
〇
三
条

物
の
所
有
者
は
、
法
律
ま
た
は
第
三
者
の
権
利
を
妨
げ
な
い
限
り
で
、
物
を
自
由
に
処
理
し
、
他
人
の
あ
ら
ゆ

る
干
渉
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
資
料
に
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
部
分
、
す
な
わ
ち
第
二
委
員
会
第
一
七
六
回
・
第
一
七
九
回
本
会
議
の
審
議
を
、E
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I§
778

の
要
否
と
第
一
章
の
位
置
に
整
理
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

㈡

第
二
委
員
会
議
事
録

1

E
I§
778

の
要
否

）

〔

P
Ⅱ
1
〕E

I§
778

に
対
し
て
は
次
の
二
つ
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

〔

P
Ⅱ
2
〕
［
1
］
ク
ニ
ィ
ー
は
同
条
を
削
除
す
る
よ
う
主
張
し
た
。

〔

P
Ⅱ
3
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
［
2
］
マ
ン
ド
リ
は
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
を
こ
の
位
置
か
ら
削
除
し
、
そ
の

代
わ
り
にE

II§
778

と
し
て
種
類
物
を
債
務
負
担
の
対
象
と
し
た
際
の
品
質
に
関
す
る
規
定

）
を
置
く
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔

P
Ⅱ
4
〕
第
二
委
員
会
は
削
除
の
提
案
［
［
1
］
。
［
2
］
の
前
段
も
参
照
］
を
退
け
、
マ
ン
ド
リ
の
提
案
（
［
2
］
）
［
種
類
物
規

定
を
こ
こ
に
盛
り
込
む
か
ど
う
か
］
に
つ
い
て
は
編
集
会
議
に
委
ね
た
。
そ
の
際
に
考
慮
さ
れ
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

〔

P
Ⅱ
5
〕E

I§
778

に
示
さ
れ
た
命
題
は
、
草
案
の
言
葉
の
用
法
を
明
確
に
す
る
と
い
う

目
的

を
有
す
る
。

〔

P
Ⅱ
6
〕

実
質
的
に
は

こ
の
命
題
か
ら
次
の
命
題
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
権
利
は
た
だ
個
物
の

上
に
の
み
承
認
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
集
合
物
上
の
権
利
な
る
も
の
は
承
認
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

〔

P
Ⅱ
7
〕
こ
れ
に
対
し
て
、E

I§
778

に
は
以
下
の
疑
念
が
提
示
さ
れ
た
。
第
三
編

物
権
法

は
同
条
の
意
味
で
の

物

、

つ
ま
り
有
体
的
対
象
上
の
権
利
だ
け
で
は
な
く
、
用
益
権
、
質
権
の
よ
う
に
他
の
対
象
上
の
権
利
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
も
し
同
条

の
命
題
を
第
三
編
の
冒
頭
に
お
く
な
ら
ば
、
後
者
の
権
利
は
前
者
の
そ
れ
と
同
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
わ
ば
変
則
的
な

も
の

と
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

〔

P
Ⅱ
8
〕
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
懸
念
は
貫
徹
で
き
な
い
。
①
そ
れ
はE

I§
778

の
内
容
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
第
三
編
の
表
題

［
物
権
法
］
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
定
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
②

小
さ
な
不
正
確
は
単
純
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な
言
語
の
用
法
の
利
益
の
た
め
に
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

。

〔

P
Ⅱ
9
〕
他
方
、
削
除
提
案
は
以
下
の
点
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
①E

I§
778

の
内
容
は
草
案
の
他
の
規
定
か
ら
困
難
な
く
導

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
②
同
条
の
命
題
を
特
別
な
規
範
と
し
て
草
案
に
設
け
た
の
は
本
質
的
に
は
た
だ
現
行
法
に

異
な
る
性
格
の
諸
規
定
が
存
し
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
最
後
に
、
③
現
在
の
編
纂
方
針
か
ら
す
れ
ば
教
義
的
性
格
、
理
論
的
お

も
む
き
を
有
す
る
条
文
は
可
能
な
限
り
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

〔

P
Ⅱ
10
〕
こ
れ
ら
の
根
拠
が
あ
る
種
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
①E

I§
778

と
い
う
明
文

を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
法
典
の
言
語
の
用
法
は
安
定
性
と
い
う
点
で
い
ち
じ
る
し
い
利
益
を
享
受
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。
②

た
と
え
ば
債
権
上
の
所
有
権
の
よ
う
に
無
体
物
上
の
物
権
も
語
り
う
る
、
と
い
う
意
見
が
委
員
会
で
公
然
と
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
は
っ
き
り
と
し
た
表
現
に
よ
っ
て
疑
念
を
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2

第
一
章

一
般
規
定

の
位
置

）

〔

P
Ⅱ
11
〕E

I§
778

の
文
面
と
法
典
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
編
集
会
議
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
編
集
会

議
は
と
り
わ
け
、
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
編
第
一
章
全
体
を
総
則
に
移
動
さ
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔

P
Ⅱ
12
〕E

I§
778‐796

の
諸
規
定
を
第
三
編
の
冒
頭
に
と
ど
め
る
べ
き
か
、
総
則
に
移
行
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
れ
ま
で
留

保
さ
れ
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
と
提
案
の
提
出
は
ま
ず
第
一
に
編
集
会
議
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

有体物規定に関する基礎的考察Ⅱ

89



五

分
析
と
検
討

㈠

資
料
の
状
況
と
視
角
の
設
定

本
稿
で
み
て
き
た
資
料
を
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
⑴

第
一
草
案
理
由
書

、
①
総
論
、
⒜
物
権
法
の
独
立
的
地

位
（〔

M
1
〕～〔

M
5
〕）、
⒝
物
権
の
概
念
（〔

M
6
〕～〔

M
8
〕）、
⒞
物
権
法
の
構
成
（〔

M
9
〕～〔

M13
〕）、
②
各
論
Ⅰ
‥
第
一
章

一
般
規
定

、
⒜
物
規
定
の
位
置
（〔

M14
〕〔

M15
〕）、
⒝
集
合
物
の
概
念
（〔

M16
〕～〔

M27
〕）、
⒞
物
の
概
念
〔E

I§
778

の
理

由
〕
（〔

M28
〕～〔

M34
〕）、
③
各
論
Ⅱ
‥
第
三
章

所
有
権

第
一
節

所
有
権
の
内
容
と
限
界

前
注

所
有
権
の
対
象

（〔

M

35
〕～〔

M37
〕）、
⑵

鑑
定
意
見
集
成

、
①
物
権
法
の
独
立
性
（〔

Z1
〕〔

Z2
〕）、
②
物
規
定
の
位
置
（〔

Z3
〕〔

Z4
〕）、
③
物

規
定
の
要
否
（〔

Z5
〕）、
④
物
概
念
の
狭
隘
性
（〔

Z6
〕～〔

Z11
〕）、
⑶

第
二
委
員
会
議
事
録

、
①E

I§
778

の
要
否
（〔

P

Ⅱ
1
〕～〔

PⅡ
10
〕）、
②
第
一
章

一
般
規
定

の
位
置
（〔

PⅡ
11
〕～〔

PⅡ
12
〕）。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
分
析
す
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
と
同
じ
よ
う
に

）
、
起
草

過
程
全
体
の
流
れ
に
か
ん
が
み
、
以
下
三
つ
の
視
角
を
設
け
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
基
本
的
立
場
に
立
っ
た
の

か
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
テ
ク
ス
ト
に
反
映
し
た
の
か
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
こ
に
な
ぜ
置
い
た
の
か
。
定
式
化
す
れ
ば
、
【
1
】

規
定
の
基
礎
、
【
2
】
規
定
の
仕
方
、
【
3
】
規
定
の
位
置
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
視
点
か
ら
各
資
料
を
広
く
読
み
直
す
。
そ
の
際
に
は
、
前
稿
で
考
察
し
た

部
分
草
案
理
由
書

第
一

委
員
会
議
事
録
と
の
関
係
に
留
意
し
た
い
。

㈡

第
一
草
案
理
由
書

と
そ
の
問
題
性

第
一
草
案
は
、

こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る

と
の
規
定
を
、
第
三
編
物
権
法
の
冒
頭
第
一
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章
に
設
け
て
い
る
（E

I§
77
8

）。

第
一
草
案
理
由
書

が
こ
の
規
定
に
与
え
た
理
由
を
、

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議

事
録
と
対
比
し
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。

【
1
】
の
問
題
。
前
提
と
し
て
、

部
分
草
案
理
由
書

と
第
一
委
員
会
議
事
録
の
関
係
を
振
り
返
っ
て
お
く
（
前
稿
六
㈡
2

【
1
】）。
第
一
委
員
会
で
は
部
分
草
案
の
結
論
が
前
提
と
さ
れ
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

結
論
に
つ
い
て
は

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議
事
録
の
双
方
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
前
者
と
の
対
比
が
問
題
と
な
ろ
う
。

ま
ず
、
結
論
に
つ
い
て
、
双
方
の
内
容
と

第
一
草
案
理
由
書

の
立
場
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
1
〕
狭
義
の
物
概

念
の
採
用
・
権
利
へ
の
例
外
適
用
（〔

J20
〕〔

J21
〕=〔

P
I18
〕〔

P
I21
〕=〔

M31
〕〔

M34
〕〔

M13
〕）、
〔
2
〕
集
合
物
の
対
象
性

否
定
（〔

J27
〕=〔

P
I28
〕=〔

M21
〕、
財
産
総
体
に
つ
い
て
は
〔

J29
〕=〔

P
I25
〕
①
参
照
=〔

M23
〕
参
照
）、
〔
3
〕
狭
義
の
所
有

権
概
念
（〔

J38
〕〔

J41
〕=〔

P
I20
〕〔

P
I34
〕=〔

M35
〕〔

M36
〕）
に
関
し
て
で
あ
る
。

で
は
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

部
分
草
案
理
由
書

と

第
一
草
案
理
由
書

の
対
比
が
問
題
と
な
る
が
、
以
下
の

参
照
箇
所
を
比
較
し
て
み
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
後
者
は
前
者
の
内
容
を
大
幅
に
圧
縮
し
て
い
る
。
〔
1
〕
に
関
す
る
、
①
物
概
念

の
歴
史
的
展
開
（〔

J14
〕=〔

M28
〕）、
②
広
義
の
物
概
念
を
持
つ
近
時
の
法
典
（〔

J16
〕〔

J10
〕～〔

J13
〕=〔

M29
〕）、
③
狭
義
の

物
概
念
を
持
つ
近
時
の
法
典
・
草
案
（〔

J15
〕〔

J
9
〕=〔

M30
〕）、
〔
2
〕
に
関
す
る
、
①
対
象
性
に
つ
い
て
の
問
題
構
造
（〔

J

25
〕=〔

M16
〕）、
②
対
象
性
を
肯
定
す
る
立
法
・
草
案
（〔

J25
〕=〔

M19
〕）、
③
近
時
の
普
通
法
学
説
の
理
解
（〔

J26
〕=〔

M20
〕）、

④
対
象
性
否
定
の
解
釈
論
上
の
意
味
（〔

J27
〕=〔

M21
〕）、
⑤
集
合
名
称
使
用
に
つ
い
て
の
問
題
構
造
（〔

J30
〕～〔

J33
〕=〔

M

24
〕）、
⑥
原
則
的
な
目
的
物
確
定
基
準
（〔

J31
〕=〔
省
略
〕）、）

⑦
集
合
名
詞
の
意
味
を
規
定
す
る
立
法
・
草
案
（〔

J33
〕〔

J34
〕=

〔

M25
〕）、
⑧

に
関
す
る
学
説
・
立
法
（〔

J35
〕〔

J36
〕=〔

M26
〕）、
〔
3
〕
に
関
す
る
、
①
ロ
ー
マ
法
と
ゲ
ル

マ
ン
法
（〔

J38
〕=〔
省
略
〕）、
②
所
有
権
概
念
の
広
狭
を
め
ぐ
る
立
法
・
草
案
（〔

J39
〕〔

J40
〕=〔

M35
〕）、
③
権
利
の
上
の
所
有

権
の
否
定
（〔

J42
〕=〔

M36
〕）、
④
所
有
権
対
象
論
か
ら
み
た
集
合
物
対
象
性
の
否
定
（〔

J38
〕=〔
省
略
〕）、
⑤
精
神
的
所
有
権
の
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否
定
（〔

J44
〕=〔

M37
〕）。

他
方
、

第
一
草
案
理
由
書

に
は

部
分
草
案
理
由
書

に
み
ら
れ
な
い
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
と
く
に
目

を
引
く
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
〔
1
〕
に
つ
き
、

第
一
草
案
理
由
書

は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る

と

‑

の
区
分
の
意
味
を
、

一
定
の
観
念
中
に
の
み
存
続
す
る
物
件
（

）
を
、
す
べ
て
の
関
係
あ
る

い
は
個
別
の
関
係
で
有
体
的
物
件
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
が
、
法
秩
序
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
み
い
だ
し
て

い
る
（〔

M28
〕）
が
、
こ
の
記
述
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト

パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書

か
ら
独
自
に
引
い
て
き
た
も
の
で
あ
り
（
前

掲
注（
16
）参
照
）、
ヨ
ー
ホ
ウ
に
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
（〔

J14
〕）。
〔
2
〕
に
つ
き
、
ヨ
ー
ホ
ウ
は
、

に
は
、
①

代
位
と
、
②
対
物
的
包
括
訴
訟
の
二
命
題
が
妥
当
す
る
と
い
う
伝
統
的
解
釈
を
評
価
す
る
に
際
し
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ハ
ッ

セ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
を
引
い
て
こ
れ
を
退
け
る
だ
け
で
あ
っ
た
（〔

J36
〕）
が
、

第
一
草
案
理
由
書

は
、
右
三
者
の
引
用
を
排
除

す
る
一
方
、
他
の
規
定
・
審
議
を
踏
ま
え
、
第
一
草
案
の
諸
規
定
を
援
用
し
つ
つ
、
①
に
つ
い
て
は

一
般
的
な
法
的
真
実
で
は
な

く
、
法
律
は
実
際
的
な
考
慮
に
基
づ
き
個
々
の
法
関
係
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
性
格
規
定
し
、
②
に

つ
い
て
は

所
有
物
返
還
請
求
権
と
相
続
回
復
請
求
権
の
規
律

に
委
ね
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
〔
3
〕
に
つ
き
、

第
一
草

案
理
由
書

は
、
権
利
上
の
所
有
権
概
念
否
定
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
①
権
利
用
益
権
と
権
利
質
権
と
の
対
比
、

設
定
者
所
有
権

に
対
す
る
権
利
内
容
の
限
定
性

の
欠
缺
を
強
調
し
、
こ
れ
に
、
②
権
利
と
の
同
定
、
②
必
要
性
の
否
定
を
補
足
し
て
い
る
（〔

M

36
〕）
が
、
ヨ
ー
ホ
ウ
は
、
②
と
③
に
つ
き
詳
論
す
る
と
い
う
構
成
を
と
り
、
①
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
（〔

J42
〕）。

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、

第
一
草
案
理
由
書

と

部
分
草
案
理
由
書

の
論
旨
が
衝
突
す
る
部
分
で
あ
る
。

第
一
草
案
理
由

書

が
無
体
財
産
権
を

人
権

と
断
じ
て
い
る
（〔

M5
〕）
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ホ
ウ
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
て
い
た
（〔

J44
〕

末
尾
注
（
75
））
な
ど
、
細
か
な
点
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
多
い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
と
く
に
以
下
の
三
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
の
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
を
採
用
し
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
を
確
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保
す
る
と
い
う
結
論
は
両
者
と
も
に
同
様
で
あ
る
（〔

J6
〕=〔

M1
〕）。
し
か
し
、
両
資
料
の
間
に
は
重
大
な
相
違
が
存
す
る
。
①

〔
基
礎
づ
け
〕
ヨ
ー
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
を
引
用
し
、

意
思
支
配

の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
を
受
け
容
れ
て
い
た

（〔

J2
〕）
が
、

第
一
草
案
理
由
書

は
こ
の
引
用
を
排
除
し
、
物
権
と
人
権
の
対
置
、
法
律
関
係
の
本
質
の
洞
察
・
法
律
の
正
し

い
適
用
と
い
う
視
点
か
ら
体
系
を
構
築
し
直
し
て
い
る
（〔

M
2
〕〔

M
4
〕）。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
=
ヨ
ー
ホ
ウ
と

第
一
草
案
理
由
書

の
い
う
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
が
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
こ
と
は
、
後
者
が
前
者
と
異
な
り
、
物
権
法
と
債
権
債
務
関
係
法
の
関
連
性

を
み
い
だ
さ
ず
、
む
し
ろ
債
権
債
務
関
係
と
家
族
法
を

人
権

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ

ニ
ー

）
に
よ
れ
ば
、
物
権
と
債
権
は
と
も
に
個
人
の
力
を
存
在
者
の
自
然
的
限
界
を
超
え
て
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
法

関
係
の
総
体
は

財
産
法

と
し
て
捉
え
ら
れ
る

）
一
方
、
債
権
と
親
族
関
係
の
間
に
は
、
外
的
・
内
的
、
一
時
的
・
継
続
的
、
任
意

的
・
有
機
的
、
部
分
行
為
・
人
格
全
体
、
他
方
の
意
思
の
も
と
へ
の
服
従
、
万
人
に
対
す
る
存
在
承
認
の
請
求
と
い
っ
た
相
違
が
あ

る
）

と
こ
ろ
、
万
人
と
対
置
さ
れ
た

特
定
個
人
に
対
す
る

）

法
制
度
と
し
て
親
族
関
係
と
債
権
を
ま
と
め
る
多
数
説
は

完
全
に
退

け
ら
れ
る
べ
き

）

で
あ
り
、
両
者
の
類
似
性
は

た
ん
に
人
を
欺
く
外
面
的
か
つ
偶
然
的
な
親
近
性
で
あ
り
、
真
の
同
一
性
で
は
な

い
）

と
断
じ
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ホ
ウ
が
こ
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忠
実
に
承
継
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

第
一
草
案
理
由

書

で
は
こ
の
立
場
が
は
っ
き
り
と
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
づ
け
の
相
違
は
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
の
確

保
と
い
う
問
題
と
、
物
概
念
の
有
体
物
へ
の
制
限
と
い
う
問
題
を
結
び
つ
け
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
に
接
続
す
る
。
す
な
わ
ち
、

②
〔
位
置
づ
け
〕
ヨ
ー
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
よ
ろ
し
く
両
者
の
問
題
を
結
合
し
（〔

J2
〕）、
物
概
念
の
制
限
に
よ
っ
て
物
権
法
の

独
立
的
地
位
を
確
保
す
べ
き
と
し
（〔

J4
〕）、
そ
う
し
な
い
理
性
法
論
、
こ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン

ト
法
・
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
は
反
対
に
広
い
物
概
念
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（〔

J3
〕）

が
、

第
一
草
案
理
由
書

の
対
応
箇
所
で
は
こ
の
論
理
関
係
が
完
全
に
削
除
さ
れ
（〔

M2
〕〔

M4
〕）、
こ
の
こ
と
に
対
応
し
た
の

で
あ
ろ
う
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
関
す
る
批
判
的
説
明
か
ら
物
概
念
の
広
さ
の
問
題
だ
け
が
取
り
除
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か
れ
て
い
る
（〔

M3
〕）。

第
二
は
、
物
の
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
の
問
題
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ホ
ウ
は

意
思
支
配

の
対
象
区

分
か
ら
出
発
す
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
忠
実
に
、
物
権
法
の
独
立
性
の
確
立
と
同
時
に
、
物
を

狭
義

本
来
の

意
味

有
体
的
物
件

に
制
限
し
、

空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
自
由
を
持
た
な
い
自
然
の
一
部

と
い
う

物

の
定
義
を
導

い
て
い
る
（〔

J2
〕〔

J4
〕〔

J13
〕〔

J19
〕〔

J20
〕〔

J38
〕）
が
、

第
一
草
案
理
由
書

は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
を
基
礎
と
し
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
対
応
箇
所
に
お
い
て
こ
の
定
義
を
こ
と
ご
と
く
削
除
し
（〔

M1
〕～〔

M5
〕、〔

M28
〕～〔

M34
〕、〔

M35
〕～〔

M

37
〕）、
た
ん
に

本
来
の
（
狭
い
）
意
味

（〔

M30
〕。〔

M8
〕
参
照
）

有
体
的
物
件

（〔

M8
〕〔

M28
〕〔

M31
〕）

有
体
的
対
象

（〔

M32
〕）
と
い
う
の
み
に
と
ど
め
、
具
体
的
内
容
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

第
三
は
、
物
権
の
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

第
一
草
案
理
由
書

は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
有
体
的
物

件
へ
の
制
限
を
基
礎
づ
け
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
同
書
は
こ
の
問
題
を

物
権

の

概
念

の
箇
所
で
取
り
扱
い
、
概
念
理
解

に
つ
い
て
の
自
説
の
立
場
か
ら
、
有
体
的
物
件
へ
の
制
限
を
演
繹
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
権
の
概
念
と

絶
対
性

の
問
題
を
切
り
離
し
（〔

M
7
〕）、
物
権
性
の
本
質
を

人
の
物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
力
（un

m
ittelb

are

M
ac

ht

）

に
求
め
る
こ
と
で
、

こ
こ
か
ら
同
時
に
、
物
権
は
た
だ
本
来
の
意
味
に
お
け
る
物
、
す
な
わ
ち
有
体
的
物
件
上
に
の
み

成
り
立
ち
う
る
こ
と
が
導
か
れ
る

と
し
、
観
念
の
な
か
に
だ
け
存
す
る
物
件
、
と
く
に
集
合
物
と
権
利
に
対
し
て
は

現
実
的
支

配
力
（re

ale
M
ac

ht

）

は
行
使
で
き
な
い
と
い
う
（〔

M8
〕）。
問
題
と
し
て
い
る
の
が
直
接
性
な
の
か
、
現
実
性
な
の
か
は
分
か

り
に
く
い
が
、
素
直
に
読
め
ば
〝
双
方

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
直
接
的
か
つ
現
実
的
に
支
配
で
き
る
の
は
有
体
的
物
件
に
限
ら

れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
反
対
に
、
も
し
も
物
権
性
の
本
質
を

絶
対
効

と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
物
概
念
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
物
権
で
は
な
い
が
絶
対
効
を
有
す
る
権
利
と
し
て
、
土
地
と
同
一
視
さ
れ
る
権
利
、
家
族
法
上
の

権
利
、
無
体
財
産
権
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（〔

M7
〕）。
他
方
、
ヨ
ー
ホ
ウ
が
物
権
の
概
念
に
つ
き
述
べ
た
対
応
個
所
を
み
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る
と
、
物
権
性
と
絶
対
性
の
ズ
レ
を
認
め
る
点
、

物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
（un

m
ittelb

are
H
errsc

h
aft

）

に
言
及
す
る
点

（〔

J7
〕）
は
同
一
で
あ
る
が
、
物
権
の
対
象
の
問
題
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
ヨ
ー
ホ
ウ
に
と
っ

て
概
念
理
解
と
対
象
制
限
の
問
題
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、

所
有
権
の
対
象

を
論
じ
た
箇
所
で
、

ま
ず
第
一
に
、
草
案
が
所

有
権
の
対
象
と
し
て
な
に
を
ど
の
意
味
で
用
い
て
い
る
か
を
確
定
し
、
そ
の
あ
と
で
、
所
有
権
概
念
の
検
討
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

（〔

J37
〕）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
ち
な
み
に
、

第
一
草
案
理
由
書

の
対
応
個
所
で
は
こ
の
叙
述
が
削
除
さ
れ

て
い
る
〔〔

M35
〕〕）。
た
し
か
に
、
ヨ
ー
ホ
ウ
も
集
合
物
の
と
こ
ろ
で
、

観
念
的
本
体
の
事
実
的
支
配
力
（th

atsa
¨
c
hlic

h
e
G
e‑

w
alt

）
な
る
も
の
は
あ
り
え
な
い

こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
（〔

J26
〕）。

第
一
草
案
理
由
書

対
応
個
所
で
は
こ
の
テ
ク
ス

ト
は
排
除
さ
れ
て
い
る
（〔

M21
〕）
と
こ
ろ
、
〔

M
8
〕
の
記
述
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
持
っ
て
き
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
（〔

M

8
〕
末
尾
注
（
10
）
参
照
）。
し
か
し
、
ヨ
ー
ホ
ウ
が
こ
の
根
拠
づ
け
を
用
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
集
合
物
上
の

占
有

を
否
定
す

る
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
り
、
〝
物
権

一
般
の
対
象
限
定
の
た
め
に
引
き
合
い
に
出
し
た
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
ヨ
ー

ホ
ウ
は
あ
く
ま
で

意
思
支
配

の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
か
ら
物
概
念
の
制
限
を
基
礎
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
基

礎
づ
け
の
相
違
が
、
物
概
念
の
定
義
と
い
う
第
二
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
ホ
ウ
の
物
概

念
は
、
①
非
自
由
・
非
主
体
性
、
②
空
間
的
限
定
性
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、

第
一
草
案
理
由
書

は
具
体
的
内
容
に
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
直
接
的
か
つ
現
実
的
支
配
力
と
い
う
根
拠
づ
け
を
用
い
る
な
ら
、
非
自
由
・
非
主
体
性
と
い
う
特
徴
は
、
少

な
く
と
も
物
概
念
制
限
の
根
拠
か
ら
直
接
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
（
①
）
一
方
、
物
概
念
を
〝
感
性
的

に
捉
え
、
た
と
え
ば
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
こ
れ
に
含
む
こ
と
も
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
②
）。

以
上
を
要
す
る
に
、
ヨ
ー
ホ
ウ
が
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
体
系
を
基
礎
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

第
一
草
案
理
由
書

は
こ
れ
を
排

し
た
た
め
に
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
・
物
の
概
念
・
物
権
の
概
念
に
つ
い
て
の
理
解
な
い
し
位
置
づ
け
に
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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【
2
】
の
問
題
。
こ
こ
で
も
、
〔
1
〕
物
概
念
、
〔
2
〕
集
合
物
、
〔
3
〕
所
有
権
対
象
に
関
す
る
規
定
に
区
別
し
て
考
察
し
よ
う
。

〔
1
〕
物
概
念
の
定
義
規
定
は
部
分
草
案
で
は
な
く
、
第
一
委
員
会
の
審
議
で
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
主
に
第
一
委
員

会
議
事
録
と
の
対
比
が
問
題
と
な
る
（
前
稿
六
㈡
2【
2

1
〕）。
結
論
と
し
て
、

第
一
草
案
理
由
書

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

同
資
料
の
内
容
を
ほ
ぼ
適
切
に
採
録
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
重
複
回
避
（〔

P
I16
〕=〔

M33
〕。〔

J23
〕

=〔

M15
〕
参
照
）、
②

S
ac
h
e

と

G
e
g
e
nsta

n
d

の
区
別
（〔

P
I18
〕=〔

M32
〕）、
③
二
義
的
解
釈
防
止
（〔

P
I19
〕=〔

M

33
〕）、
④
権
利
の
上
の
所
有
権
の
否
定
（〔

P
I20
〕〔

P
I34
〕=〔

M36
〕）、
⑤
例
外
ル
ー
ル
の
不
要
性
（〔

P
I21
〕=〔

M34
〕）。
も

っ
と
も
、
⑤
の
と
こ
ろ
の
両
資
料
を
対
比
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、

第
一
草
案
理
由
書

で
は
第
一
委
員
会
議
事
録
と
異
な
り
、

定
義
規
定
の

消
極
的
な
意
味

と
し
て
、
物
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
は
権
利
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
点
が
読
み
込
ま
れ

て
い
る
。
第
一
委
員
会
議
事
録
で
は
部
分
草
案
の
規
定
の
仕
方
を
退
け
る
の
に
急
で
、
右
の
意
味
を
定
義
規
定
に
付
与
し
よ
う
と
し

た
の
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。

〔
2
〕
ヨ
ー
ホ
ウ
は
集
合
物
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
を
二
つ
設
け
て
い
た
け
れ
ど
も
、
第
一
委
員
会
は
こ
れ
ら
を
と
も
に
削
除
し
た

（
前
稿
六
㈡
2【
2

2
〕）。
①
集
合
物
の
対
象
性
否
定
（T

E‐
S
ac

h
R§

14

）
に
つ
い
て
は
言
葉
の
定
義
が
あ
る
以
上
余
計
と
し
（〔

P

I28
〕。
財
産
総
体
に
関
し
て
も
同
様
〔〔

P
I25
〕
①
参
照
〕）、
②
集
合
名
詞
使
用
の
際
の
目
的
物
確
定
基
準
（T

E‐
S
ac

h
R§

15

）
に

つ
い
て
は
副
次
的
な
意
味
し
か
な
く
、
集
合
名
詞
を
使
用
し
た
法
律
行
為
の
規
律
は
一
般
に
裁
判
実
務
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（〔

P
I29
〕）
こ
と
を
理
由
と
す
る
。

第
一
草
案
理
由
書

は
、
①
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
（〔

M23
〕）
が
、
②
に
つ
い
て
は
一

般
論
と
し
て
後
者
の
点
を
強
調
す
る
の
み
で
、
前
者
す
な
わ
ち
目
的
物
確
定
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（〔

M25
〕）。

③
集
合
名
詞
の
意
味
、
④

関
係
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ヨ
ー
ホ
ウ
が
い
ず
れ
も
規
定
を
不
要
と
み
、
③
に
つ

い
て
は
裁
判
実
務
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
（〔

J34
〕〔

J35
〕）、
第
一
委
員
会
も
③
④
と
も
に
規
定
不
要
の
結
論
を
述
べ
て

い
た
（〔

P
I29
〕）
と
こ
ろ
、

第
一
草
案
理
由
書

は
、
③
に
関
し
て
は
ヨ
ー
ホ
ウ
と
同
旨
を
指
摘
し
（〔

M25
〕）、
④
に
関
し
て
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は
新
し
く
、
財
産
一
般
は
周
知
、
特
別
財
産
は
家
族
法
・
相
続
法
で
規
律
す
る
の
が
相
当
と
い
う
理
由
を
独
自
に
付
加
し
て
い
る

（〔

M27
〕）。

〔
3
〕
所
有
権
対
象
の
明
文
規
定
は
ヨ
ー
ホ
ウ
も
設
け
て
お
ら
ず
、
第
一
委
員
会
で
も
そ
の
必
要
は
拒
絶
さ
れ
た
（
前
稿
六
㈡
2
㈡

2【
2

3
〕）
が
、

第
一
草
案
理
由
書

も
そ
の
必
要
を
問
う
て
い
な
い
（〔

M35
〕）。

【
3
】
の
問
題
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
一
委
員
会
は
ヨ
ー
ホ
ウ
の
論
旨
を
承
継
・
補
充
・
省
略
し
て
い
た
（
前
稿
六
㈡
2
【
3
】）。

第
一
草
案
理
由
書

と
対
比
す
る
と
、
①
近
時
の
法
典
・
草
案
の
異
な
る
立
場
（〔

J9
〕=〔

M10
〕）、
②
他
の
領
域
へ
の
適
用
可

能
性
（〔

J22
〕〔

J8
〕=〔

P
I7
〕=〔

M9
〕〔

M12
〕）
と
い
う
消
極
的
事
情
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
権
法
冒
頭
に
置
く
理
由

の
一
、
す
な
わ
ち
、
③
物
規
定
が
物
権
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
（〔

J8
〕=〔

P
I8
〕=〔

M9
〕）
は
同
一
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔

P
I

7
〕
〔

P
I

8
〕
と
〔

M
11
〕
〔

M
12
〕
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

第
一
草
案
理
由
書

は
第
一
委
員
会
議
事
録
の
文
面
を
大
き
く
書
き
換
え
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
①
物
権
法
に
つ
き
特
別
な
章
を

設
け
る
な
ら
物
規
定
も
こ
の
章
に
設
け
な
い
と

互
い
に
関
連
す
る
も
の
が
切
り
離
さ
れ
、
法
典
の
理
解
と
運
用
が
本
質
上
困
難
に

な
ろ
う

（〔

P
I8
〕）
と
い
う
、
右
③
の
裏
面
と
も
読
み
う
る
理
由
を
削
除
し
、
ま
た
、
②
総
則
の
役
割
に
つ
い
て
、
他
編
へ
の

適
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
総
則
に
採
録
す
る
と
い
う
の
は
適
当
で
な
い
な
ど
と
い
う
だ
け
で
（〔

M11
〕）、

総
則
は
け
っ
し
て
そ
の
法

律
に
現
れ
る
法
概
念
に
つ
い
て
の
辞
典
と
し
て
の
用
途
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い

（〔

P
I8
〕）
と
の
印
象
的
な
表
現
を
採
録
し

て
い
な
い
。
な
お
、
細
か
い
問
題
に
な
る
が
、
規
定
を
物
権
法
の
ど
こ
に
置
く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、

冒
頭

と
い
う
結
論

が
示
す
の
み
で
（〔

M13
〕）、
物
規
定
の
例
外
的
適
用
を
定
め
る
な
ら
格
別
、
言
葉
の
定
義
で
あ
れ
ば
最
初
に
置
く
の
は

自
明

と
い
う
考
慮
（〔

P
I28
〕）
も
落
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
を
確
定
す
る
際
に
、

部
分
草
案
理
由
書

お
よ
び
第
一
委
員
会
議
事
録
と
、

第

一
草
案
理
由
書

の
記
述
の
ど
ち
ら
を
用
い
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
両
者
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、
と
く
に
も
っ
と
も
根
本
的
な

有体物規定に関する基礎的考察Ⅱ

97



部
分
に
内
容
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
以
上
、
こ
の
問
題
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
編

纂
史
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
て

第
一
草
案
理
由
書

の
成
立
過
程
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

）
。
パ
ー
ペ
が
一
八
八
七
年
一
二

月
二
七
日
に
帝
国
宰
相
に
提
出
し
、
帝
国
宰
相
が
一
八
八
八
年
一
月
五
日
に
連
邦
参
議
院
に
付
託
し
た
第
一
草
案
に
は
、
理
由
書
は

も
と
も
と
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ペ
は
第
一
草
案
と
合
わ
せ
て
起
草
委
員
の
助
手
（H

ilfsarb
eiter

）
が
ま
と
め
た
理
由
書

を
公
刊
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

本
草
案
の
理
由
を
含
む
資
料
は
異
常
な
ほ
ど
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
参
照
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
の

は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
概
観
と
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
り
簡
潔
な
理
由
書
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
実
質

的
に
妥
当
と
み
ら
れ
る

と
い
う

）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
参
議
院
の
司
法
委
員
会
は
、
委
員
会
の
承
認
を
え
て
い
な
い
理
由
書
を

公
に
す
る
こ
と
に
異
例
な
ほ
ど
遺
憾
の
意
を
示
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
民
法
典
編
纂
作
業
を
こ
れ
以
上
遅
ら
せ
な
い
た
め
に
、
パ

ー
ペ
の
提
案
が
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
公
刊
さ
れ
た

第
一
草
案
理
由
書

に
は
、
助
手
個
人
の
説
明
と
と
も
に
、

と
く
に
部
分
草
案
起
草
者
の
理
由
書
と
委
員
会
の
議
事
録
の
抜
粋
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
抜
粋
と
い
っ
て
も
、

単
純
な
要
約
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
し
っ
か
り
と
顧
慮
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
物
権
法
部
分
を
担
当
し
た
の
は
、
動
産
法
に
つ
い

て
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
上
級
地
方
裁
判
所
判
事
・
リ
ー
ベ

）
、
不
動
産
法
に
つ
い
て
は
ツ
ェ
レ
上
級
地
方
裁
判
所
判
事
・
ア
ヒ

レ
ス

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
こ
う
述
べ
て
い
る

）
。

第
一
草
案
理
由
書
が
と
き
お
り
、
部

分
草
案
理
由
書
と
委
員
会
議
事
録
の
い
ず
れ
に
も
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
説
明
を
含
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
お
そ
ら
く
主
に
助
手

個
人
の
見
解
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
同
書
が
学
問
的
作
品
と
し
て
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
り
、
第
一
草
案
の
基
礎
を

解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
補
助
手
段
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
九
〇
〇
年
以
後
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
を
今
日
な
お
見
渡
す
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
に
規
定
し
た
。
他
方
、
こ
の

理
由
書

は
、
第
一
草
案
の
成
立
を
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
明
ら
か
に
す
る
に
は
適

し
て
い
な
い
。
こ
の
限
り
で
成
立
史
の
資
料
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い

。
事
実
、
パ
ー
ペ
自
身
、

こ
の
理
由
書
を
委
員
会
の
校
閲

と
承
認
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
見
合
わ
さ
れ
る
に
相
違
な
く
、
し
た
が
っ
て
同
書
は
そ
の
作
品
と
し
て
は
直
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、
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た
だ
限
定
的
な
意
味
の
み
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
た

）
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
書
は
一
部
で
は
ド
イ
ツ
民
法
典
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
て
き
た
し
、
今
日
で
も
な
お
そ
う
み
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る

）
。
さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議
事
録
と

第
一
草
案
理

由
書

の
相
違
は
、
助
手
で
あ
っ
た
実
務
家
、
リ
ー
ベ
な
い
し
ア
ヒ
レ
ス
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
修
正
が
編
纂
作
業
遅
滞
防
止
と
い
う
政
策
的
理
由
か
ら
、
委
員
会
の
承
認
を
え
ず
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
部
分
を
第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
の
確
定
の
た
め
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
と
も
か
く

官
版

と

し
て
公
刊
さ
れ
た
以
上
、
む
し
ろ

第
一
草
案
理
由
書

の
ほ
う
を
基
礎
と
す
べ
き
と
い
う
見
方
も
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議
事
録
は
、
起
草
経
緯
に
つ
い
て
は
格
別
、
そ
の
趣
旨
の
確
定
の
た
め
の
資
料
か

ら
は
積
極
的
に
排
除
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
一
草
案
理
由
書

の
み
に
依
拠
し
て
い
た
か
つ
て
の
研
究
を
見
直
す
必
要
は
な

く
、
逆
に
、
新
資
料
を
駆
使
し
て
規
範
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
近
時
の
ド
イ
ツ
、
日
本
の
起
草
過
程
研
究
の
試
み
は
お
し
な
べ
て
不

当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
は
っ
き
り
と
支
持
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
右
に
述
べ
た
経

緯
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
同
書
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
誤
り
を
避
け
る
た
め
に
は
、
新
資
料
の
み
を

用
い
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
同
書
の
利
用
価
値
は
主
に
、
①
〔
立
法
資
料
〕
事
後
の
議
論
・
審
議
の
過
程
で

同
書
の
参
照
が
指
示
さ
れ
る
際
に
、
当
該
規
定
の
立
法
趣
旨
を
確
定
す
る
場
合
、
②
〔
ド
グ
メ
ン
ゲ
シ
ヒ
テ
〕
民
法
典
制
定
後
の
解

釈
論
が
同
書
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
際
に
、
理
論
史
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る

）
。
ド
イ
ツ
・
日
本
と
も
に
今
日

で
も

第
一
草
案
理
由
書

を
基
礎
と
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
以
上
の
理
由
か
ら
こ
う
し
た
立
場
を
排
除
し

た
い
。
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㈢

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判
と
第
二
草
案
の
成
立

1

鑑
定
意
見
集
成

帝
国
司
法
庁
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
たE

I§
778

に
対
す
る
批
判
を
、
本
稿
の
視
点
か
ら
整
理
し
直
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
1
】
の
問
題
。
物
概
念
（〔
1
〕）、
所
有
権
対
象
（〔
3
〕）
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
た
。
フ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

物
権
を

物
に
関
す
る
直
接
的
現
実
的
支
配

と
み
る

第
一
草
案
理
由
書

の
解
釈
（〔

M
2
〕）
は
、
①
占
有
の
問
題
と
の
混

同
・
権
利
の
対
人
的
性
格
、
②
歴
史
的
正
当
化
の
困
難
性
、
③

積
極
的
給
付
に
向
け
ら
れ
た

絶
対
権
の
存
在
（
物
的
負
担
、
先

買
権
お
よ
び
土
地
債
務
）、
④

絶
対
的
訴
訟
保
護
を
必
要
と
す
る
他
の
法
益

の
必
要
性
か
ら
支
持
で
き
な
い
。
物
権
を

絶
対

性

と
同
視
す
る
と
と
も
に
物
権
と
債
権
の
峻
別
を
相
対
化
し
、

あ
る
権
利
が
物
権
的
す
な
わ
ち
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、

ど
の
範
囲
で
そ
う
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
民
経
済
上
の
必
要
と
法
政
策
的
様
式
の
考
慮
が
決
め
手

で
あ
る

と
い
う
（〔

Z1
〕）。
こ
う
し
て
、
か
れ
は
の
ち
に
み
る
ギ
ー
ル
ケ
と
同
じ
よ
う
に
、

経
済
的
意
味
に
お
い
て
一
体
を
な
し
て
い
る

法
益

に
物
の
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
主
張
す
る
（〔

Z9
〕）。
フ
ッ
ク
ス
に
反
対
す
る
の
は
ウ
ェ
ン
ト
で
あ
る
。

か
れ
は
、
物
権
と
物
と
の
結
合
を
堅
持
す
る
立
場
か
ら
、

物
権
の
対
象
と
内
容
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
た
物
権
と
債
権
債
務
関
係

上
の
権
利
の
間
の
区
別
を
否
定
す
る
の
は
、
不
当

と
い
う
（〔

Z2
〕）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ギ
ー
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
物
の
原
子
論

的
物
質
的
解
釈
は
適
切
で
な
く
、
物
概
念
を
無
体
物
に
拡
張
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、

空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ

た
権
利
客
体
と
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
を
同
列
に
置
く

と
い
う
ド
イ
ツ
法
的
立
場
が
首
尾
一
貫
さ
れ
る
。
あ
る
権

利
の
客
体
を
、

そ
れ
自
体
で
価
値
を
有
し
か
つ
取
引
能
力
を
有
す
る
対
象

と
観
念
し
、
純
粋
主
観
的
な
意
思
関
係
か
ら
切
断
す

る
と
き
、
こ
の
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
は
、
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
同
質
性
か
つ
同
価
値
な
の
で

あ
る
。
他
方
で
、
物
と
物
の
上
の
権
利
が
明
確
に
峻
別
さ
れ
る
。
対
象
・
権
利
概
念
の
ほ
か
、
財
産
対
象
と
し
て
物
と
権
利
を
挙
げ

る
点
を
み
れ
ば
、
草
案
の
態
度
は
ロ
ー
マ
法
と
同
じ
く
両
者
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
で
な
い
。
財
産
対
象
に
つ
い
て
は
、
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客
観
的
意
味
で
は
物
の
み
を
、
主
観
的
意
味
で
は
権
利
の
み
を
指
示
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
（〔

Z6
〕）。
さ
ら
に
、
コ
ー
ザ
ッ

ク
は
異
な
る
角
度
か
ら
草
案
の
物
概
念
に
対
し
て
批
判
を
投
げ
か
け
る
。
有
価
証
券
に
つ
き
物
と
み
る
の
か
権
利
と
み
る
の
か
が
一

定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
明
文
な
い
場
合
に
混
乱
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
（〔

Z11
〕）。

総
体
概
念
（〔
2
〕）
に
つ
い
て
も
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
ギ
ー
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
集
合
物
と
財
産
総
体
も
物
概
念
に
含
ま
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
集
合
物
に
つ
い
て
は
、
物
概
念
は
自
然
的
対
象
で
は
な
く

人
間
の
意
思
支
配
に
服
す
る
諸
関
係
の
な
か
で
自
然
と

労
働
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
物
的
財
貨
（Sac

h
g
u
¨
ter

）

で
あ
る
こ
と
、
従
来
の
立
法
お
よ
び
普
通
法
実
務
、
取
引
の
必
要
と
民
族

の
直
感
を
根
拠
と
し
、
草
案
の
個
別
的
な
対
処
を
批
判
す
る
。
②
財
産
総
体
に
つ
い
て
は
、
草
案
の
態
度
、
す
な
わ
ち
客
観
的
財
産

統
一
体
概
念
の
拒
絶
、
と
く
に
遺
産
に
み
ら
れ
る
技
巧
的
対
処
、
ド
イ
ツ
法
的
に
構
成
さ
れ
た
特
別
財
産
の
無
視
を
論
難
す
る

（〔

Z7
〕）。
フ
ッ
ク
ス
も
ギ
ー
ル
ケ
に
応
接
し
て
、
集
合
物
の
否
定
を
批
判
し
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
か
り
に
物
権
性
の
概
念

に
つ
い
て
草
案
の
立
場
に
与
し
た
と
し
て
も
、
現
実
的
支
配
力
を
行
使
し
う
る
自
然
的
総
体
上
の
物
権
は
承
認
さ
れ
は
ず
だ
か
ら
、

集
合
物
の
否
定
は
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
。
包
括
訴
訟
は
相
続
回
復
請
求
権
は
格
別
、
自
然
的
総
体
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い

（〔

Z9
〕）。
ド
イ
ツ
農
業
新
聞
は
集
合
物
上
の
登
録
質
の
導
入
と
の
関
連
で
、
物
概
念
の
拡
張
を
支
持
し
て
い
た
（〔

Z10
〕）。

【
2
】
の
問
題
。
ま
ず
、
規
定
の
要
否
に
つ
き
、
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
ー
は
、
物
の
概
念
規
定
な
ど
、
物
規

定
の
多
く
を

余
計

無
駄

で
あ
る
と
し
て
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
（〔

Z5
〕）。
次
に
、
表
現
の
仕
方
に
つ
き
、
物
・
対
象
・

権
利
と
い
う
用
語
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
無
体
物
の
権
利
客
体
性
を
承
認
す
る
ギ
ー
ル
ケ
の
立
場
（【
1
】）

か
ら
は
、
①

G
e
g
e
nsta

n
d

と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
に
よ
れ
ば
、u

n‑
k
örp

erlic
h
e
S
ac
h
e

と
い
う
伝
来
の
表
現
が
も
っ
と
も
よ
く
適
し
て
お
り
、

G
e
g
e
nsta

n
d

な
ど
は
お
よ
そ
法
的
特
徴
を
有

し
な
い
、
か
え
っ
て

G
e
g
e
nsta

n
d

は
物
と
権
利
の
混
同
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
②

R
ec
ht

は

u
n
k
örp

erlic
h
e

S
ac
h
e

と
は
異
な
る
、
と
い
う
前
提
が
確
定
さ
れ
れ
ば
、

R
ec
ht

と
い
う
表
現
の
使
用
が
絶
対
に
排
斥
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
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（
第
三
者
の
権
利
の
上
の
物
的
負
担
、
権
利
質
権
ま
た
は
権
利
用
益
権
）
け
れ
ど
も
、
物
と
権
利
の
混
同
に
つ
な
が
る
用
い
方
は
許
さ
れ

な
い
（
譲
渡
人
の
義
務
、
売
主
の
義
務
、R

ec
hte

a
n
R
ec

hte
n

、
財
産
対
象
論
）（〔

Z6
〕）。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ッ
ク
ス
は
前
提

を
共
有
し
な
が
ら
（【
1
】）
も
、
こ
の
種
の
ギ
ー
ル
ケ
の
批
判
に
与
し
な
い
。
①
用
語
の
区
別
に
は
実
際
上
の
重
要
性
は
な
く
、
②

対
象
か
ら
物
を
分
離
す
る
こ
と
は
物
の
解
釈
の
誤
解
の
防
止
、
ハ
ン
デ
ィ
な
専
門
用
語
の
使
用
に
役
立
つ
と
い
う
の
で
あ
る
（〔

Z

8
〕）。

【
3
】
の
問
題
に
つ
き
、
ベ
ッ
カ
ー
は
、
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
、
物
の
概
念
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
物

規
定
を
総
則
に
移
行
す
る
よ
う
主
張
し
、
ビ
ン
グ
ナ
ー
も
同
旨
を
述
べ
た
（〔

Z3
〕）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ス
ト
ッ
カ
ー
・
ツ
ァ

イ
ト
ゥ
ン
グ
は
、
物
権
法
の
冒
頭
に
お
く
の
が
正
当
で
あ
る
と
す
る
（〔

Z4
〕）。

2

第
二
委
員
会
議
事
録

）

E
I§
778

に
つ
い
て
は
帝
国
司
法
庁
準
備
委
員
会
で
は
議
論
が
な
く
、
第
二
委
員
会
で
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
ら
か

じ
め
次
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
二
委
員
会
で
は

第
一
草
案
理
由
書

に
よ
る
修
正
部
分
が
基
礎
と
さ
れ
た
形
跡
は
み
ら
れ

な
い
。
ま
た
、

鑑
定
意
見
修
正

に
お
け
る
批
判
は
、
結
論
と
し
て
は
、
総
則
へ
の
移
行
を
除
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
委
員
会
で
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
第
一
委
員
会
と
同
様
、
【
2
】
と
【
3
】
の
問
題
で
あ
っ
た
。
【
1
】
の
問
題
に
つ
い

て
は
、

部
分
草
案
理
由
書

（
前
稿
六
㈡
1【
1
】）
お
よ
び
こ
れ
を
受
け
た
第
一
委
員
会
議
事
録
（
前
稿
六
㈡
2【
1
】）
の
結
論
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
1
〕
物
概
念
を
有
体
物
に
制
限
す
る
こ
と
（〔

P
Ⅱ
6
〕）、
〔
2
〕
集
合
物
上
の
権
利
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
（〔

PⅡ
6
〕）、
〔
3
〕
債
権
上
の
所
有
権
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
（〔

PⅡ
10
〕）
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
フ
ッ

ク
ス
・
ギ
ー
ル
ケ
の
批
判
（
㈢
1【
1
】）
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
①
無
体
物
上
の
物
権
を
肯
定
す
る
見
解
（〔

PⅡ
10
〕）、

②
債
権
用
益
権
・
債
権
質
権
を
物
の
そ
れ
と
同
等
と
み
る
見
解
（〔

PⅡ
7
〕）
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
①
は
理
由
な
く
退
け
ら
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れ
（〔

P
I10
〕）、
②
に
つ
い
て
は
言
葉
の
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（〔

PⅡ
8
〕）（
以
下
【
2
】③
参
照
）。

【
2
】
の
問
題
に
つ
き
、
第
二
委
員
会
は
、
〔
1
〕
物
概
念
の
定
義
規
定
を
維
持
し
た
。
第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
〔
2
〕
集
合

物
、
〔
3
〕
所
有
権
対
象
を
独
立
の
条
文
と
し
て
明
記
す
る
か
ど
う
か
が
部
分
草
案
の
規
定
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
た
（
前
稿
六
㈡

2【
2

2

3
〕）
が
、
第
二
委
員
会
で
は
も
は
や
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。

定
義
規
定
に
つ
い
て
は
、
第
一
委
員
会
と
同
様
（
前
稿
六
㈡
2【
2

1
〕）、
ま
た
、
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
ー

の
批
判
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
（
㈢
1【
2
】）、
削
除
の
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
次
の
理
由
で
否
定
さ
れ
た
。
①
言
葉
の
用

法
を
明
確
に
す
る
と
い
う

目
的

を
有
す
る
こ
と
（〔

PⅡ
5
〕）、
②

実
質
的
に
は

集
合
物
上
の
権
利
な
る
も
の
が
承
認
さ

れ
な
い
と
い
う
命
題
が
導
出
さ
れ
る
こ
と
（〔

PⅡ
6
〕）。
権
利
用
益
権
、
権
利
質
権
の
存
在
が

い
わ
ば
変
則
的
な
も
の

と
さ

れ
る
、
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
③
こ
れ
は
む
し
ろ
物
権
法
と
い
う
表
題
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、

小
さ
な
不
正
確
は
単

純
な
言
語
の
用
法
の
利
益
の
た
め
に
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

と
反
論
し
、
ま
た
、
当
然
推
知
で
き
る
・
他
の
法
を

排
除
す
る
意
味
し
か
な
い
・
教
義
的
性
格
を
有
す
る
と
い
う
削
除
提
案
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
④
言
語
用
法
の
安
定
性
と
い
う
利
益
、

無
体
物
上
の
所
有
権
否
定
の
明
白
な
表
現
と
い
う
点
か
ら
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
（〔

PⅡ
10
〕）
と
批
判
し
て
い
る
。
第
一
委
員
会

と
対
比
す
る
と
、
言
語
用
法
の
明
確
化
（
①
④
）
は
〔

P
I

19
〕
、
集
合
物
上
の
権
利
の
否
定
（
②
）
は
〔

P
I

28
〕
、
無
体
物
上
の

所
有
権
の
否
定
（
④
）
は
〔

P
I

20
〕
〔

P
I

34
〕
と
同
旨
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
複
の
回
避
（〔

P
I
16
〕〔

P
I17
〕
参
照
）、

S
ac
h
e

と

G
e
g
e
nsta

n
d

の
区
別
（〔

P
I18
〕）
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
前
者
、
す
な
わ
ち
重
複
回
避
に
つ
い
て
は
、
定

義
規
定
そ
の
も
の
を
持
た
な
か
っ
た
ヨ
ー
ホ
ウ
も
指
摘
し
て
い
た
（〔

J23
〕
参
照
）。
他
方
、
反
論
の
か
た
ち
を
と
っ
て
説
か
れ
た

〝
小
さ
な
不
正
確

論
は
、
第
二
委
員
会
で
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
3
】
の
問
題
。
総
則
へ
の
移
行
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

編
集
会
議

マ
タ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
た
（〔

PⅡ
11
〕〔

PⅡ
12
〕）。
も

っ
と
も
、
編
集
会
議
の
成
果
で
あ
る
第
二
委
員
会
決
議
暫
定
集
成
、
編
集
会
議
決
議
暫
定
集
成
で
は
、
こ
の
移
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
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た
。
し
か
し
、
第
二
草
案
に
い
た
る
と
、
物
の
定
義
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
規
定
が
、E

II§
77

a‐
n

と
し
て
総
則
に
移
し

替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
移
行
は
、
編
集
会
議
が
第
二
草
案
・
物
権
法
の
テ
ク
ス
ト
を
確
定
す
る
最
後
の
段
階
、
一
九
八
四
年
三
月

前
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
二
委
員
会
が
、
物
権

法
冒
頭
に
置
く
旨
を
定
め
た
部
分
草
案
（
前
稿
六
㈡
1【
3
】）
と
第
一
委
員
会
議
事
録
（
前
稿
六
㈡
2【
3
】）
の
立
場
を
退
け
、
第
一

委
員
会
で
は
排
斥
さ
れ
た
反
対
提
案
（
同
）、
ベ
ッ
カ
ー
と
ビ
ン
グ
ナ
ー
批
判
（
㈢
1【
3
】）
を
受
け
容
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
反

対
・
批
判
見
解
の
根
拠
は
物
規
定
の
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
着
目
す
る
と
、
総
則
へ
の
移
行
は
、

人
・
権
利
主
体
、
物
・
権
利
客
体
と
い
う
体
系
的
考
慮
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
構
成
は
理
論
上
、

狭
い
物
概
念
で
は
な
く
、
広
い
物
概
念
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
限
り
で
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
テ

ィ
オ
ー
ネ
ン
体
系
に
親
和
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
編
集
会
議
の
位
置
づ
け
で
あ
る

）
。
編
集
会
議
は
、
委
員
長
ハ
ー
ナ
ウ
ア
ー
、
総
括
報
告
者
プ
ラ
ン
ク
、

そ
し
て
個
別
報
告
者
、
物
権
法
に
つ
い
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
参
事
官
・
キ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
会
議
の
役

割
は
総
会
が
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
か
つ
法
政
策
的
な
問
題
に
集
中
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
負
担
を
軽
減
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
非
法
律
家
委
員
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
本
会
議
は
体
系
お
よ
び
テ
ク
ス
ト
確
定
に
関
す
る
問
題
に
は
原
則
と
し
て
取
り

組
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
同
会
議
は
第
一
委
員
会
の
編
集
委
員
会
に
比
し
て
多
く
の
裁
量
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
第
二
委
員
会
が
第
一
委
員
会
と
は
異
な
り
、
総
則
へ
の
移
行
の
可
否
を
編
集
段
階
に
白
紙
委
任
し
た
理
由
は
明
ら
か
に
な
る
。

し
か
し
、
編
集
会
議
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
総
則
へ
の
移
動
を
結
論
し
た
の
か
は
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㈣

ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立

こ
う
し
て
第
二
草
案
で
は
第
一
草
案
と
同
一
の
文
面
、

こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る

が
、
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第
一
編
総
則
の
第
二
章

物

に
設
け
ら
れ
た
（E

II§
7
7

a

）。
こ
の
規
定
は
内
容
・
位
置
と
も
に
修
正
な
く
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
（B

G
B§

9
0

）。

総
括
Ⅰ
│
│
本
研
究
の
位
置

㈠

先
行
研
究
の
評
価

本
研
究
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
立
法
趣
旨
の
実
証
的
解
明
を
課
題
と
し
た
。
前
稿
と
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の

考
察
に
よ
り
、
こ
の
課
題
は
す
で
に
応
答
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先

行
研
究
の
評
価
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
先
行
研
究
が
用
い
て
き
た
資
料
の
範
囲
は
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。
も
と
よ
り
、
ヤ

ー
コ
プ
ス
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
る
新
資
料
の
公
刊
の
前
後
で
は
資
料
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
が
異
な
る
か
ら
、
一
概
に
比
較
す
る
の

は
公
平
で
な
い
。
し
か
し
、

第
一
草
案
理
由
書

と

第
二
委
員
会
議
事
録

に
し
て
も
、
部
分
的
な
考
察
、
と
く
に
当
該
規
定

の
理
由
が
直
接
に
示
さ
れ
た
箇
所
だ
け
し
か
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
新
資
料
が
公
刊
さ
れ
た
今
日
で
は
閲

覧
可
能
性
の
点
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
ら
な
い
。
物
概
念
を
有
体
的
対
象
に
制
限
す
る
基
礎
的
理
由
を
述
べ
る
の
は
、

部
分
草
案

理
由
書

で
あ
る
。
物
概
念
規
定
は
部
分
草
案
の
審
議
に
お
け
る
提
案
を
原
型
と
す
る
と
こ
ろ
、
第
一
委
員
会
議
事
録
を
参
照
し
な

け
れ
ば
定
義
規
定
を
置
く
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
草
案
理
由
書

を
用
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
こ

と
は
す
で
に
強
調
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
近
時
の
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
新
資
料
を
用
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、

第
一
草
案
理
由

書

第
二
委
員
会
議
事
録

の
際
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
考
察
範
囲
は
狭
く
、
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議
事
録
と
、

第
一
草
案
理
由
書

の
対
比
分
析
の
作
業
が
欠
け
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
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た
考
察
範
囲
の
断
片
性
は
、
自
己
の
主
張
・
理
解
を
導
く
た
め
に
必
要
な
限
り
で
立
法
資
料
を
援
用
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
事
情

と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
主
要
な
物
概
念
研
究
に
お
け
る
起
草
資
料
の
取
扱
い
を
、
各
々
新
資
料
の
刊
行

前
後
に
分
け
て

）
概
観
し
て
お
こ
う
。

㈡

ド
イ
ツ

）

1

新
資
料
刊
行
前

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
民
法
典
施
行
後
ま
も
な
く
、
ゾ
ー
ム
の
対
象
論

）
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
同
理
論
の

核
心
は
、
対
象
概
念
が
財
産
法
体
系
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、

対
象

と
は

処
分
行
為
取
引
の
対
象

）

を
意
味
し
て
い

る
こ
と
、
こ
の
意
味
で
処
分
可
能
な
権
利
は
対
象
に
含
ま
れ
、
物
も
権
利
と
等
置
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
ゾ
ー
ム
自
身
は

B
G
B§

90

の
起
草
過
程
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
つ
い
た
の
が
も
っ
と
も
手
厳
し
い
批
判
者
、

ビ
ン
ダ
ー

）
で
あ
る
。
か
れ
は
、
対
象
は
統
一
的
な
概
念
で
は
な
い
こ
と
、
一
次
的
に
は

財
産
構
成
要
素

と
理
解
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
処
分
対
象
は
物
で
は
な
く
権
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
際
、
ゾ
ー
ム
テ
ー
ゼ
は
立
法
者
意
思
に
反
す
る
と

批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、

第
一
草
案
理
由
書

に
お
け
るE

I§
778

の
理
由
の
う
ち
、
〔

M
28
〕
〔

M
31
〕
～
〔

M
34
〕
の
テ
ク
ス
ト

を
そ
の
ま
ま
引
用
し

）
、
〔

M
29
〕
〔

M
33
〕
の
内
容
を
要
約
し
な
が
ら

）
、
〔

M
31
〕
～
〔

M
34
〕
か
ら
は
一
見
ゾ
ー
ム
テ
ー
ゼ
が
導
か
れ

そ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
〔

M
28
〕
に
着
目
し
て
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
理
由
書
は
対
象
を

物
件

の
意
味
で
、
す
な
わ
ち

ロ

ー
マ
人
が

と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
と

）

同
じ
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
、

物
と
権
利
が
対

象
で
あ
る
の
は
、
権
利
ま
た
は
処
分
の
対
象
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
観
念
の
対
象
だ
か
ら
で
あ
る

）

と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
と
く
に
ギ
ー
ル
ケ
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
（〔

Z
6
〕〔

Z
7
〕
対
応
部
分
頁
を
引
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用）
）、

第
二
委
員
会
議
事
録

〔

P
I

1
〕
以
下
を
引
い
て
、
第
二
委
員
会
は
さ
し
た
る
検
討
も
な
く
こ
れ
を
受
け
容
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る

）
。
ビ
ン
ダ
ー
と
同
じ
よ
う
に
ゾ
ー
ム
を
批
判
す
る
の
は
、
ト
ゥ
ー
ル

）
で
あ
る
。
か
れ
は
、
〔

M
32
〕
を
引
き
つ

つ
対
象
概
念
は
法
律
上
有
体
物
と
無
体
物
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
非
常
に
一
般
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
処
分
と
関
連

す
る
の
は
権
利
だ
け
で
あ
り
、
物
に
関
す
る
処
分
と
は
、
精
確
に
い
え
ば
物
の
上
に
存
す
る
所
有
権
の
処
分
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う

）
。

こ
う
し
て
、
物
と
所
有
権
を
処
分
客
体
と
し
て
同
一
視
す
る
ゾ
ー
ム
の
見
解
は
、

わ
た
し
の
考
え
に
よ
れ
ば
普
通
法
学
説
に
よ
っ

て
す
で
に
克
服
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の
区
分
へ
の
逆
戻
り

）

で
あ
る
と
論
難
す
る
。
他
に
も
こ
の
論
争
に
参
与
し
た
も
の
は
あ
っ
た

）
け
れ

ど
も
、B

G
B§

90

の
起
草
過
程
に
関
心
を
向
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

対
象
論
論
争
は
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
性
格
を
つ
よ
く
有
し
て
い
た
が
、
歴
史
的
・
哲
学
的
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
な
か
で
も
卓
越
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
研
究

）
で
あ
る
。
か
れ
は
、
所
有
権
概
念
形
成

に
つ
い
て
様
々
な
段
階
を
区
別
す
る
。
⒜
原
初
状
態
で
は
所
有
権
で
は
な
く
、
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
個
々
の
法
成
員
と
特
定
の
財

と
の
関
係
（pri

m
a
¨
re

Eig
e
n
relatio

n

）
）

の
み
が
存
す
る
。
⒝
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
こ
の
関
係
の
客
体
が
法
化
し
、

R
ec
hts‑

z
ustä

n
dig

k
eit

す

）

な
わ
ち
法
成
員
と
権
利
客
体
、
所
有
権
と
の
関
係
が
生
じ
、
こ
う
し
て
財
そ
の
も
の
はEig

e
nrelatio

n

の

客
体
で
あ
る
こ
と
を
停
止
す
る
。
法
と
の
関
係
で
は
物
と
所
有
権
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
物
は
法
と
の
関
係
で
は
所
有
権
と
し
て

だ
け
問
題
と
な
る

）
。
最
後
に
、
⒞
様
々
なW

ertsc
hic

ht
が
物
か
ら
思
考
上
切
り
離
さ
れ
、
独
立
の
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
た
と
え
ば
、N

utz
h
a
b
e
n

と
い
うW

ertsc
hic

ht

が
独
立
の
権
利
客
体
・N

ieß
bra

u
c
h

を
形
成
す
る
。
こ
の
客
体
は
、

第
一
秩
序
の
財
お
よ
び
権
利
対
象
と
し
て
の
物
そ
れ
自
体
と
な
ら
ぶ
、
第
二
秩
序
の
財
と
し
て
現
れ
る

）
。
ロ
ー
マ
人
よ
り

‑

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
こ
の
高
次
の
権
利
対
象
で
あ
る
と
い
う

）
。
こ
う
し
た
物
と
所
有
権
の
同
定
に
つ
い
て
の
歴
史
的

理
論
的
説
明
は
ゾ
ー
ム
テ
ー
ゼ
を
深
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

）
。
け
れ
ど
も
、
│
│
こ
の
高
度
に
抽
象
的
な
理
論
体
系
か
ら
推
測
さ
れ

る
よ
う
に
│
│
か
れ
の
関
心
がB

G
B§

90

の
起
草
過
程
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
物
概
念
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
と
し
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て
は
、
ゾ
コ
ロ
ウ
ス
キ
ィ
の
研
究

）
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
か
れ
は

物
概
念
と
い
わ
ゆ
る
有
体
物

）

の
と
こ
ろ
で
は
古

代
法
研
究
を
中
心
と
す
る
。
他
方
、

集
合
物
と
現
代
法
に
お
け
る
物

）

で
はB
G
B§

90

に
触
れ
て
い
る
が
、
立
法
資
料
を
引
く

の
は
集
合
物
肯
定
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
判
す
る
、
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
草
案
理
由
書

集
合

物

〔

M
21
〕
を
引
き
な
が
ら
、
集
合
物
の
権
利
客
体
性
を
厳
格
に
否
定
し
、
た
と
え
ば
集
合
物
上
の
用
益
権
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
も
個
物
が
物
権
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
が
、
諸
立
法
か
ら
み
れ
ば

不
可
解

な
立
場
で
あ
る
と
い
う

）
。
そ
こ
で

は
、B

G
B§

90
の
規
範
的
意
味
を
実
証
的
に
確
定
す
る
と
い
う
作
業
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ナ
チ
ス
の
法
改
革
運
動
は
、B

G
B§

90

に
対
し
て
も
批
判
を
向
け
た
。
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー

）
に
よ
れ
ば
、
現
行
法
は
二
重
の
意
味
で

疑
わ
し
い
。
ま
ず
、
首
尾
一
貫
す
れ
ば
同
規
定
は
総
則
で
は
な
く
物
権
法
に
置
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、
有
体
物
に
制
限
し
て

い
る
の
は
相
当
で
な
い
。

広
い
機
能
的
な
物
概
念
だ
け
が
…
…
権
利
、
企
業
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
有
体
物
と
同
一
の
機
能
的
価

値
を
有
す
る
共
同
体
の
社
会
的
秩
序
を
対
象
と
す
る
法
の
現
実
の
使
命
に
適
合
す
る
。
だ
か
ら
、
来
た
れ
る
法
は
内
容
的
に
は
［
諸

国
に
み
ら
れ
る
の
と
］
同
様
に
広
い
物
概
念
（
対
象
）
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
今
日
の
物
権
法
の
代
わ
り
に
財
産
法
（V

er‑

m
o
¨

g
e
n
srec

ht

）
を
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う

）

。
導
入
部
で

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
第
一
に
こ
の
特
異
な
出
発
点
に
立
ち
入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

）

と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
と
し
て
引
か
れ
る
の
は

第
一
草
案
理
由
書

集
合
物

〔

M
17
〕
以
下
だ
け
で
あ

る
）。

し
か
も
、
同
書
を
批
判
対
象
で
あ
る

支
配
的
理
論

、
す
な
わ
ち
集
合
物
否
定
説
の
典
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

B
G
B§

90

の
包
括
研
究
と
し
て
は
レ
ー
ル
と
ヒ
ル
のDissertatio

n

が
存
す
る

）
。
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
基
本
文
献
と
み
ら
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
も
の
で
は
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
の
対
象
論

）
が
重
要
で
あ
る
。
か
れ
は
権
利
対
象
を
二
つ
に
区
別
す
る
。

第
一

秩
序
の
権
利
対
象

は

支
配
権
ま
た
は
収
益
権
の
対
象
、
狭
義
の
権
利
客
体

を
意
味
し
、

第
二
秩
序
の
権
利
対
象

は

権

利
主
体
が
法
律
行
為
に
よ
り
処
分
で
き
る
対
象

処
分
対
象

で
あ
り
、

権
利
と
権
利
関
係

を
い
う

）
。
た
と
え
ば
、
あ
る
人
の
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所
有
権
が
存
立
す
る
物
は
第
一
秩
序
の
権
利
対
象
で
あ
り
、
其
の
物
の
上
に
存
立
す
る
所
有
権
は
第
二
秩
序
の
権
利
対
象
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
第
一
秩
序
の
権
利
対
象
に
は
物
（B

G
B§

9
0

）
の
ほ
か
に
、

第
三
者
に
対
し
て
有
効
な
支
配
権
ま
た
は
用
益
権
が
存

在
し
う
る
無
体
的
対
象

法
秩
序
が
支
配
権
ま
た
は
収
益
権
を
承
認
す
る
一
定
の
無
体
的
対
象

）

、
た
と
え
ば
精
神
的
作
品
、
発
明

な
ど
が
含
ま
れ
る
と
い
う

）
。
け
れ
ど
も
、
レ
ー
ア
ブ
ー
フ
と
い
う
著
作
の
性
格
も
あ
っ
て
か
、
物
概
念
の
形
成
史
は
考
察
さ
れ
て
い

な
い
。

個
別
問
題
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
は
、
ベ
ッ
カ
ー
と
ベ
ル
ナ
ー
に
よ
る
構
成
部
分
研
究

）
が
、
物
概
念
論
一
般
に
お
い
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
の
問
題
に
関
わ
る
記
述
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
構
成
部
分
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
合
わ
せ
て
取

り
上
げ
、
科
学
技
術
の
進
展
の
物
概
念
に
対
す
る
影
響
を
論
じ
る
ミ
ュ
ラ
ー
ア
イ
ゼ
ル
ト

）
も
、
や
は
りB

G
B§

90

の
起
草
過
程
に

は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
ブ
レ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
企
業
概
念
研
究

）
は
犀
利
な
分
析
・
検
討
を
含
ん
で
い
る
が
、
│
│
副
題
に
あ
る
よ
う
に

│
│
理
論
的
基
礎
づ
け
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
実
証
研
究
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

2

新
資
料
刊
行
後

）

近
時
で
は
、
物
概
念
の
発
展
史
研
究
と
し
て
重
要
な
も
の
が
二
つ
現
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ベ
ッ
カ
ー
の
論
考
集

）
で
あ
る
。
か

れ
は
主
に
ロ
ー
マ
法
を
対
象
と
す
る
が
、B

G
B§

90

の
起
草
過
程
に
も
詳
し
く
立
ち
入
り
、

第
一
草
案
理
由
書

第
二
委
員
会

議
事
録

の
み
な
ら
ず
、

部
分
草
案
理
由
書

に
も
目
を
配
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

部
分
草
案
理
由
書

は

物
の
概
念

し

か
顧
慮
し
て
お
ら
ず
、
第
一
委
員
会
議
事
録
も
物
規
定
の
位
置
とT

E‐
S
ac
h
R§

1

の
要
否
に
関
す
る
審
議
の
結
論
以
外
は
参
照

し
て
い
な
い
。

第
一
草
案
理
由
書

第
二
委
員
会
議
事
録

の
援
用
部
分
も
限
定
的
で
あ
る
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、
①

第
一

草
案
理
由
書

を

部
分
草
案
理
由
書

の

き
わ
め
て
簡
潔
な
要
約

）

と
一
言
で
評
価
し
て
い
る
点
、
②
〔

P
Ⅱ
11
〕
を
引
き
な

が
ら
第
二
委
員
会
は
物
規
定
の
総
則
へ
の
以
降
に

し
た
が
っ
た

）

と
断
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
詳
し
く
み
て
き
た
よ
う
に
、
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①
②
双
方
と
も
に
実
証
的
に
は
維
持
で
き
な
い
。
か
れ
の
考
察
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
⒜
部
分
草
案
か
ら
第
一
草
案
ま
で
に
つ
い
て

は
、

T
E‐

S
ac
h
R§

1

の
条
文
・
理
由
づ
け
と
し
て
、
〔

J
13
〕
～
〔

J
21
〕
［
単
純
か
つ
明
確
な
物
権
法
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ

ン
ト
法
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
、

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草
案
］
を
詳
細
に
紹
介
す
る

）
。
た
だ
し
、
か
な
ら
ず
し
も
資
料
に
忠
実

で
な
く
、
ま
た
、
資
料
に
な
い
情
報
を
付
加
し
て
い
る
。
他
の
部
分
の
資
料
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

第
一
委
員
会
に
お
け
る
審

議
に
つ
い
て
は
、
〔

P
I

9
〕
［
総
則
へ
の
移
行
の
提
案
の
却
下
］
〔

P
I

15
〕
［
言
葉
の
定
義
へ
の
置
換
え
］
を
指
摘
す
る

）
が
、
理
由

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
⒝

第
一
草
案
理
由
書

に
関
し
て
、
〔

M
28
〕
［
ロ
ー
マ
法
］
〔

M
8
〕
［
有
体
物
制
限
］
〔

M
34
〕

〔

M
13
〕
［
物
規
定
の
権
利
へ
の
不
適
用
・
法
律
上
の
例
外
許
容
］
〔

M
21
〕
［
集
合
物
否
定
］
の
み
を
紹
介
す
る

）
。
こ
う
し
て
、

部

分
草
案
理
由
書

と

第
一
草
案
理
由
書

を
同
趣
旨
の
も
の
と
み
て
い
る
が
、
右
①
で
指
摘
し
た
と
お
り
正
当
で
な
い
。
⒞
第
二

草
案
に
つ
い
て
は
、
〔

P
Ⅱ
7
〕
［
権
利
用
益
権
、
権
利
質
権
］
〔

P
Ⅱ
10
〕
［
債
権
上
の
所
有
権
］
の
疑
念
、
却
下
の
結
論
を
指
摘
し
、

理
由
に
つ
い
て
は
〔

P
Ⅱ
8
〕
［
小
さ
な
不
利
益
］
だ
け
を
挙
げ
る

）
。
〔

P
Ⅱ
11
〕
［
総
則
へ
の
以
降
の
決
議
］
を
引
き
、
総
則
へ
の

移
行
を
指
摘
す
る
が
、
右
②
で
批
判
し
た
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
リ
ュ
フ
ナ
ー
が
担
当
し
たH

K
K

（
歴
史
的
・
批

判
的
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
の
物
規
定
（B

G
B§
§
90
‐
1
0
3

）
部
分

）
で
あ
る
。
か
れ
はB

G
B§

90

の
起
草
過
程
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
第
一
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
比
較
的
詳
し
く
紹
介
す
る
一
方
、

部
分
草
案
理
由
書

は

物
の
概
念

の
核

心
部
分
の
参
照
を
指
示
す
る
に
と
ど
め
、

第
一
草
案
理
由
書

第
二
委
員
会
議
事
録

に
い
た
っ
て
は
引
用
す
ら
し
て
い
な
い
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
約
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
資
料
の
重
き
の
置
き
方
に
興
味
が
引
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
こ
う
で
あ

る
。
⒜

部
分
草
案
理
由
書

に
つ
い
て
は
、
〔

J
17
〕
以
下
を
引
き
、T

E‐
S
ac
h
R§

1

は
普
通
法
上
の

概
念
と
自
然
法
的

法
典
編
纂
の
物
概
念
を
拒
絶
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
と
す
る

）
。
⒝
第
一
委
員
会
議
事
録
に
関
し
て
は
、
第
一
委
員
会
に
お
け
る
プ

ラ
ン
ク
の
提
案
が
有
体
物
規
定
の
原
型
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
〔

P
I

20
〕
［
権
利
も
含
ん
だ
包
括
的
な

概
念
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の
排
除
（
ヨ
ー
ホ
ウ
と
同
様
）］
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
〔

P
I

18
〕
［
対
象
概
念
］
〔

P
I

19
〕
［
言
葉
の
定
義
の
位
置
］
を
引
用
す

る
）。ド

グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
物
概
念
研
究
と
し
て
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
変
遷
が
物
概
念
に
与
え
う
る
影
響
を
具
体
的
に
論
じ
た
、

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー

）
の
も
の
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、B

G
B§

90

の
物
概
念
か
ら
出
発
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
規
範
的
意
味
の
確
定
に
は
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。Dissertatio

n

と
し
て
、
ケ
ー
リ
ン

）の
包
括

研
究
が
現
れ
て
い
る
が
、
直
接
の
対
象
が
ス
イ
ス
法
で
あ
る
か
ら
か
、B

G
B§

90

の
起
草
過
程
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
直
近

に
公
刊
さ
れ
た
フ
ュ
ラ
ー
のH

a
bilitatio

nssc
hrift

）

は
、
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
物
権
法
の
独
立
性
は
基
礎

づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
視
点
か
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
視
角
は
物
概
念
で
は

な
く
物
権
概
念
お
よ
び
物
権
法
上
の
諸
準
則
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、B

G
B§

90

の
起
草
過
程
の
実
証
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い

）
。

本
稿
の
視
座
か
ら
と
く
に
問
題
と
み
ら
れ
る
の
は
、

部
分
草
案
理
由
書

物
権
法
の
独
立
的
地
位

〔

J
1
〕
～
〔

J
8
〕
［
ヨ
ー
ホ

ウ
に
よ
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
容
］
と

第
一
草
案
理
由
書

草
案
の
体
系
に
お
け
る
物
権
法
の
地
位

物
権

〔

M
1
〕
～
〔

M
8
〕
を
と
も
に
引
用
し
、
両
者
を
連
続
的
に
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る

）
。
資
料
の
参
照
箇
所
は
異
な
る
も
の
の
、
ベ
ッ

カ
ー
と
同
様
の
問
題
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

㈢

日

本

1

新
資
料
刊
行
前

初
期
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
潴
信
三
の
研
究

）
で
あ
る
。
か
れ
は
無
体
物
概
念
の
排
斥
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、

そ
の
文
脈
で
、

仏
法
系
ノ
観
念
ヲ
排
斥
シ
テ
本
法
ニ
於
テ
物
ト
ハ
有
体
物
ノ
ミ
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ナ
リ
ト
明
言

）

し
たE

I§
778

の
理

由
を
探
求
す
る
。
も
っ
と
も
、

独
逸
現
行
民
法
第
九
十
条
亦
之
ニ
依
レ
ル
コ
ト
勿
論

）

と
し
、E

I§
778

か
らB

G
B§

90

を
つ
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な
ぐ

第
二
委
員
会
議
事
録

は
顧
慮
し
な
い
。E

I§
778

に
つ
い
て
も
、

第
一
草
案
理
由
書

の
う
ち
、
直
接E

I§
778

に

触
れ
る

物
の
概
念

の
し
か
も
一
部
、
す
な
わ
ち
〔

M
28
〕
［
ロ
ー
マ
法
］
〔

M
29
〕
〔

M
30
〕
［
近
世
法
］
の
内
容
を
紹
介
す
る
に

と
ど
ま
る

）
。
こ
う
し
て
、
か
れ
に
よ
れ
ば
、

理
由
書
ハ
別
ニ
其
理
由
ヲ
詳
述
ス
ル
所
ナ

）

い
、
と
断
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

我
妻
栄

）
は
近
代
債
権
論
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
出
発
し
、
と
く
に
担
保
・
集
合
物
・
企
業
を
め
ぐ
る
議
論
を
念
頭
に
お
い
て
、
社
会

的
経
済
的
事
情
と
法
律
的
概
念
と
い
う
論
理
を
媒
介
に
、
物
概
念
の
拡
張
を
主
張
し
た
（
法
律
上
の
排
他
的
支
配
可
能
性
説
）。
け
れ

ど
も
、
日
本
民
法
八
五
条
が
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
す
るB

G
B§

90

に
つ
い
て
は
、

物
の
観
念
を
個
々
の
有
体
物
に
限
［
る
］

）
、

こ
れ
［
無
体
物
概
念
］
を
排
斥
し
た

）

、

有
体
物
主
義
の
理
論
を
貫
徹
し
て
集
合
物
…
…
の
観
念
を
認
め
な
か
っ
た

）

と
い
う
結

論
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
理
由
い
か
ん
は
考
証
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
近
代
所
有
権
論
の
視
角
か
ら
物
権
の
客
体
と
し
て

の
有
体
物
の
意
義
を
評
価
す
る
、
川
島
武
宜

）
は
、
規
定
の
位
置
と
の
関
係
で
、B

G
B§

90

の
起
草
過
程
に
関
心
を
向
け
る
。

第

一
草
案
理
由
書

物
の
概
念

〔

M
28
〕
以
下
を
引
用
し
て
、

ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
も
こ
の
規
定
［
日
本
民
法
八
五
条
］
に
相

当
す
る
第
九
〇
条
は
総
則
編
中
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
同
条
に
あ
た
る
第
七
七
八
条
は
物
権
編
中
に
位
置

せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

理
由
書

は
問
題
を
専
ら
物
権
の
客
体
の
表
現
方
法
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る

）

と
い
う
。
し
か
し
、

な
ぜB

G
B§

90

（
総
則
編
）
で
は
な
く
、E

I§
778

お
よ
び

第
一
草
案
理
由
書

（
物
権
編
）
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
規
定
の
位
置
以
上
に
、
自
身
の
テ
ー
ゼ
が
同
条
に
込
め
ら
れ
た
規
範
的
意
味
と
合
致

し
て
い
る
か
を
実
証
的
に
検
証
す
る
作
業
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

債
権
所
有
権
論

）
、
集
合
物
論

）
、
財
産
論

）
に
も
目
を
引
く
も
の
が
あ
る
が
、
有
体
物
制
限
と
い
う
結
論
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
で
、
な

ぜ
有
体
物
に
制
限
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
考
証
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
新
資
料
が
刊
行
さ
れ
る
少
し
前
に
、
曽
田
厚

）
は
物
概
念
の
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
、B

G
B§

90

の
起

草
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
与
え
た
。
そ
の
際
に
は
、

第
一
草
案
理
由
書

に
つ
い
て
は

物
の
概
念

集
合
物

の
ほ
か
、

法学研究 83 巻 1 号（2010 : 1）

112



一
般
的
視
点

、
と
く
に

物
権
の
概
念

に
目
が
配
ら
れ
て
い
る
。

第
二
委
員
会
議
事
録

が
顧
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
ま
ず
、
⒜
物
概
念
一
般
に
つ
き
、

〔

M
28
〕
［
ロ
ー
マ
法
の
状
況
］
〔

M
8
〕
［
現
実
的
支
配
力
］
を
直
接
引
用
す
る

）

と
と
も
に
、

〔

P
Ⅱ
11
〕
は
総
則
移
行
の
理
由
を
語
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

）
。
次
に
、
⒝
物
定
義
規
定
の
法
的
意
義
と
し
て
、

〔

M
33
〕
［
二
義
的
解
釈
防
止
］
〔

P
Ⅱ
10
〕
①
［
用
語
法
の
確
実
性
］
を
引
い
て
熟
語
的
意
義
説
の
系
譜
を
示
す

）
と
と
も
に
、
物

権
的
意
義
説
批
判
の
文
脈
で
、
〔

P
Ⅱ
7
〕
［
有
体
物
以
外
の
対
象
上
の
権
利
の
存
在
を
理
由
と
し
た
有
体
物
制
限
へ
の
懐
疑
論

）
］
と
、

〔

P
Ⅱ
8
〕
［
表
題
と
の
関
係
］
を
紹
介

）
す
る
一
方
、
同
説
に
与
す
る
と
み
ら
れ
る
〔

M
1
〕
以
下
の
参
照
を
指
示
す
る

）
。
最
後
に
、

⒟
集
合
物
の
有
体
性
と
の
関
係
で
、

〔

M
8
〕
〔

M
21
〕
〔

M
23
〕
お
よ
び
〔

P
Ⅱ
6
〕
［
集
合
物
の
否
定
］
を
引
く

）
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
曽
田
の
研
究
は
新
資
料
刊
行
前
の
も
の
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
と
合
わ
せ
て
み
て
も
、
も
っ
と
も
包
括
的
な
研
究
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
資
料
で
も
な
お
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
な
い
で
は
な
い
。
考
察
箇
所
が
散
在
し
て
い

る
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
新
資
料
が
刊
行
さ
れ
た
今
日
で
は
補
充
修
正
が
必
要
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

本
稿
の
問
題
と
の
関
連
で
は
、
川
村
泰
啓
の

私
的
所
有

論
）

、
広
中
俊
雄
の

財
貨
秩
序

論
）

を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
物
概
念
の
再
構
成
の
契
機
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
もB

G
B§

90

の
起
草
過
程
の
実
証
的
考

察
に
立
ち
入
る
も
の
で
は
な
い
。
前
者
は
独
自
の
分
析
枠
組
み
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
後
者
は
体
系
的
整
序
の
色
彩
が
強
い

も
の
で
あ
る
。

2

新
資
料
刊
行
後

）

近
時
で
は
、
物
概
念
を
め
ぐ
る
諸
々
の
議
論
を
構
造
化
し
、
再
検
討
の
見
通
し
を
提
示
す
る
論
考
が
注
目
さ
れ
る

）
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
稿
の
問
題
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
論
考
の
性
格
上
、
当
然
と
も
い
え
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
財
産
論
研
究
の
進
展
も
目
覚
し

い
）け

れ
ど
も
、
も
と
よ
り
本
稿
と
は
対
象
を
異
に
す
る
。

債
権
的
価
値
帰
属
権

論
）

格
下
げ

問
題

）
が
抱
え
る
問
い
も
物
概
念
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と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
意
識
と
基
本
構
想
の
関
係
で
あ
ろ
う
、
物
概
念
の
角
度
か
ら
の
考
察
は
前
面
に
は
出
て
い
な
い
。

B
G
B§

90

の
起
草
過
程
の
考
察
は
、
集
合
物
論
の
再
検
討
の
文
脈
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
分
析
論
の
主
張
者
で
あ
る
古

積
健
三
郎

）
は
、

第
一
草
案
理
由
書

物
権
の
概
念

〔

M
8
〕
を
紹
介
し
、

物
的
権
利
は
有
体
的
物
権
の
み
に
成
立
で
き
、
集
合

物
は
物
権
の
客
体
と
な
ら
な
い

）

と
し
、
日
本
民
法
八
五
条
の
持
つ
意
義
はB

G
B§

90

の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
指
摘
し
て
い
る

）
。

新
資
料
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
集
合
財
産
担
保
論
か
ら
出
発
し
、
主
に
担
保
の
角
度
か
ら
物
概
念
に
切
り
込
む
の
は
、
池
田
雅
則

）

で
あ
る
。
か
れ
は

第
一
草
案
理
由
書

第
二
委
員
会
議
事
録

の
ほ
か
、
新
資
料
を
用
い
、

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会

議
事
録
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
が
、
援
用
部
分
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に

第
一
草
案
理
由
書

に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

で
あ
る

）
け
れ
ど
も
、
す
で
に
み
た
と
お
り
、
立
法
趣
旨
の
確
定
と
い
う
点
で
は
適
切
で
な
い
。
⒜
部
分
草
案
か
ら
第
一
草
案
ま
で
に

つ
き
、

部
分
草
案
に
は

こ
の
規
定
［E

I§
778

］
に
相
当
す
る
条
項
は
な
か
っ
た

と
し
て

部
分
草
案
理
由
書

を
考
察
せ

ず
、E

I§
778

は
同
条
の
審
議
過
程
で
提
案
・
採
択
さ
れ
た
も
の
と
し
、
審
議
の
う
ち
の
〔

P
I

19
〕
［
二
義
的
解
釈
の
防
止
］
を

紹
介
す
る

）
。
他
方
、

T
E‐

S
ac
h
R§

14
［
集
合
物
の
否
定
］
を
挙
げ
つ
つ
、
同
規
定
は
第
一
草
案
で
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
が
、
理
由
と
し
て
援
用
す
る
の
は

第
一
草
案
理
由
書

〔

M
23
〕
［E

I§
778

で
十
分
］
で
あ
る

）
。
⒝

第
一
草
案
理
由
書

に
関
し
て
、

有
体
物
規
定
に
つ
き
、
〔

M
31
〕
［
物
権
客
体
は
有
体
物
］
を
紹
介
し

）
、

集
合
物
否
定
の
理
由
と
の
関
係
で
、

〔

M
8
〕
［
現
実
的
支
配
力
行
使
不
能
］
〔

M
7
〕
［
物
権
性
］
、

〔

M
22
〕
［
実
際
上
の
必
要
性
な
し
］
、

〔

M
33
〕
［
定
義
の
問

題
］
を
引
く

）
。
⒞
第
二
草
案
に
つ
い
て
は
、

総
則
へ
の
移
行
と
の
関
係
で
、
〔

P
Ⅱ
4
〕
［
削
除
提
案
排
斥
］
を
紹
介
し
、
理
由
と

し
て
〔

P
Ⅱ
5
〕
［
用
語
の
明
確
性
］
〔

P
Ⅱ
6
〕
［
集
合
物
の
否
定
］
を
指
摘
す
る

）
。

集
合
物
否
定
に
つ
き
、
ギ
ー
ル
ケ
の
批
判

［
〔

Z
7
〕
対
応
部
分
］
、
〔

P
Ⅱ
1
〕
以
下
［
集
合
物
否
定
の
維
持
］
を
参
照
し
、
理
由
と
し
て
は
│
│
断
り
を
入
れ
つ
つ
│
│

部

分
草
案
理
由
書

〔

J
27
〕
③
⑥
［
排
他
性
・
特
定
性
と
の
関
係
］
を
援
用
す
る

）
。
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総
括
Ⅱ
│
│
本
研
究
の
結
論

本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
立
法
趣
旨
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
そ
の
際
に
は
、
わ
が
民
法

の
起
草
過
程
の
考
察
に
備
え
、
第
一
草
案
と
そ
れ
以
降
に
分
け
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
の
確
定
の
た
め
に
は
、

部
分
草
案
理
由
書

と
第
一
委
員
会
議
事
録
、
お
よ
び
関
連
す
る
限
り
で
準
備

委
員
会
答
申
と
予
決
問
題
議
事
録
が
用
い
ら
れ
る
。
第
一
に
、
物
概
念
は
な
ぜ
有
体
的
対
象
に
制
限
さ
れ
る
の
か
。

有
体
的
対
象

と
は
、
①
非
自
由
・
非
主
体
性
、
②
空
間
的
限
定
性
を
基
調
と
し
た
物
概
念
、

空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
自
由
を
持
た
な
い
自

然
の
一
部

を
い
う
。
無
体
物
と
し
て
は
と
く
に
権
利
、
さ
ら
に
行
為
が
想
定
さ
れ
る
。
制
限
根
拠
は
重
層
的
な
も
の
で
あ
り
、
①

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
流
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
、

意
思
支
配

の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
の
採
用
（
体
系
的
理
由
）
を
基
礎
と

し
て
、
②
ロ
ー
マ
法
的
正
統
性
と
近
時
の
法
典
・
草
案
・
学
説
の
状
況
（
歴
史
的
理
由
）、
さ
ら
に
、
③
物
権
法
規
範
の
権
利
に
対
す

る
適
用
の
原
則
不
当
性
（
実
際
的
理
由
）
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
例
外
・
限
界
事
象
、
無
体
的
対
象
も
認
め
ら
れ
る
が
、
物
権
法
規

範
を
物
権
編
に
規
定
し
た
う
え
で
あ
と
は
特
別
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
と
い
う
方
針
を
と
り
、
物
権
法
の
独
立
性
を
堅
持
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
債
権
譲
渡
・
相
続
回
復
請
求
権
な
ど
は
他
編
に
規
定
を
置
き
、
②
地
上
権
・
有
価
証
券
・
権
利
用
益

権
・
権
利
質
権
に
は
例
外
規
定
を
設
け
、
③
精
神
的
所
有
権
は
絶
対
権
で
は
あ
る
が
対
象
・
内
容
を
異
に
し
特
別
法
も
あ
る
た
め
、

所
有
権
概
念
に
組
み
込
み
そ
の
規
定
を
適
用
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
な
お
、
④
物
権
人
権
の
区
別
は
実
際
上
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い

が
例
外
は
本
質
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
区
別
自
体
は
放
棄
さ
れ
な
い
、
⑤
権
利
の
上
の
所
有
権
は
権
利
そ
れ
自
体
の
帰
属

と
同
義
で
あ
り
、
権
利
に
は
所
有
権
の
諸
原
則
は
通
常
妥
当
し
な
い
か
ら
こ
う
し
た
概
念
構
成
に
は
意
味
が
乏
し
い
。
こ
う
し
て
、

広
い
物
概
念
を
と
る
他
の
法
典
の
立
場
は
退
け
ら
れ
る
。
有
体
的
対
象
へ
の
制
限
か
ら
、
①
集
合
物
、
②
財
産
総
体
の
対
象
性
も
否

定
さ
れ
る
。
反
対
説
・
立
法
も
あ
る
が
、
近
時
の
学
説
に
し
た
が
い
、
こ
う
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
①
占
有
・
引
渡
し
・
所
有
権
・
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所
有
物
返
還
請
求
・
用
益
権
・
担
保
権
の
い
ず
れ
の
際
に
も
個
物
が
問
題
と
な
り
、
集
合
名
詞
を
用
い
た
法
律
行
為
の
解
釈
は
通
常

の
目
的
物
確
定
基
準
を
除
い
て
一
律
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
②
財
産
総
体
は
所
有
権
対
象
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
財
産
総
体
と
集
合

物
の
区
別
は
不
当
、
財
産
総
体
特
有
の
一
般
原
則
な
る
も
の
も
存
し
な
い
。
第
二
に
、
物
概
念
の
定
義
規
定
を
設
け
る
意
義
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
不
要
と
の
考
え
方
も
あ
り
う
る
が
、
次
の
点
を
考
慮
す
る
と
相
当
で
な
い
。
①

有
体
的

文
言
の
重
複
回
避
、
②

S
ac
h
e

（
物
）
と

G
e
g
e
nsta

n
d

（
物
と
権
利
）
の
区
別
の
定
着
、
③
物
概
念
の
二
義
的
解
釈
の
防
止
、
④
権
利
の
上
の
所
有

権
お
よ
び
精
神
的
所
有
権
の
否
定
、
⑤
集
合
物
・
財
産
総
体
概
念
の
否
定
の
明
確
化
。
こ
れ
に
対
し
て
、
物
権
法
規
範
は
法
律
上
権

利
に
も
適
用
さ
れ
う
る
、
と
い
う
旨
の
例
外
則
を
あ
え
て
設
け
る
必
要
は
な
い
。
第
三
に
、
ど
う
し
て
物
規
定
を
物
権
法
の
冒
頭
に

置
く
の
か
。
他
の
立
法
・
草
案
の
よ
う
に
、
総
則
へ
配
置
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
①
物
規
定
の
物
権
法
外
の
適
用
は
そ
の
物
権
法

的
性
格
を
否
定
し
な
い
、
②
総
則
は
辞
典
で
は
な
く
、
他
編
へ
の
適
用
・
使
用
は
総
則
へ
の
採
録
を
正
当
化
し
な
い
、
③
物
権
法
に

置
か
な
け
れ
ば
規
定
の
関
連
性
の
喪
失
、
法
典
の
理
解
と
運
用
の
困
難
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
の
定
義
は
冒
頭

に
置
く
の
が
自
明
と
解
さ
れ
る
。

で
は
、
第
二
草
案
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
民
法
典
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は

第
二
委
員
会
議
事
録

と
こ
れ
に
影
響
を
与
え

た
と
推
測
さ
れ
る

鑑
定
意
見
集
成

が
基
礎
と
な
る
。
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
と
く
に
補
足
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。
物
概
念
の

拡
張
を
説
く
批
判
的
見
解
・
提
案
は
自
明
の
よ
う
に
退
け
ら
れ
た
。
第
二
に
関
し
て
、
批
判
の
影
響
も
受
け
た
の
か
、
削
除
説
が
あ

ら
た
め
て
主
張
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
却
下
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
理
由
と
し
て
付
加
さ
れ
た
の
は
一
点
の
み
、
す
な
わ
ち
、
例
外
は

あ
る
が
単
純
な
言
語
用
法
の
利
益
の
た
め
に
は
小
さ
な
不
正
確
は
甘
受
す
べ
き
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
に
つ
い
て
は
、
結
論
そ

れ
自
体
が
変
更
さ
れ
、
総
則
編
へ
の
移
動
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
委
員
会
で
は
編
集
会
議
に
委
ね
る
こ
と
し
か
決
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
同
会
議
の
成
果
で
あ
る
二
つ
の
草
案
で
も
移
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
最
後
段
階
で
の
決
定
と
推
測
さ
れ
る
が
、
理
由
を

示
す
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
を
根
拠
と
す
る
提
案
・
批
判
を
受
け
容
れ
る
一
方
、
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
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い
た
第
一
草
案
の
理
由
①
②
③
を
退
け
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
は
、
総
則
編
へ
の
移
動
は
物
の
権
利
客
体
性
と

い
う
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
テ
ィ
オ
ー
ネ
ン
的
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
こ
れ

以
上
、
理
由
を
詳
ら
か
に
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
こ
で

第
一
草
案
理
由
書

に
依
拠
し
た
場
合
と
の
相
違
を
簡
潔
に
際
立
た
せ
て
お
こ
う
。
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
は
、
第
一

の
問
題
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
は
ヨ
ー
ホ
ウ
と
異
な
り
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
体
系
を
基
礎
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
こ
と
ご

と
く
排
除
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
忠
実
に
、

意
思
支
配

の
対
象
区
分
か
ら
出
発
し
た
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
を

採
用
し
た
と
こ
ろ
、
物
権
法
の
独
立
性
は
同
時
に
狭
義
の
物
概
念
を
帰
結
し
、
合
わ
せ
て
、
物
概
念
は

空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ

た
自
由
を
持
た
な
い
自
然
の
一
部

と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
物
権
概
念
の
解
釈
と
物
概
念
の
規
定
の
問
題
は
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ホ
ウ
は
徹
頭
徹
尾
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
他
方
、

第
一
草
案
理
由

書

は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
体
系
を
採
用
し
な
い
。
そ
こ
で
、
同
書
は
、
狭
義
の
物
概
念
採
用
の
根
拠
を
、
物
権
概
念
の
理
解
に
求
め
る
。

物
権
性
の
本
質
は
絶
対
性
で
は
な
く
、
直
接
的
現
実
的
支
配
に
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
物
概
念
は
、

有
体
的
物
件

有
体
的
対

象

に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
根
拠
か
ら
は
物
概
念
を
右
以
上
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
自
由
・
非
主
体
性
は
演
繹

さ
れ
な
い
一
方
、
感
性
的
物
概
念
の
採
用
も
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
・
物
権
法
の
独

立
性
と
い
う
体
系
的
問
題
と
、
物
概
念
の
規
定
の
問
題
は
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
相
違

は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
、

第
一
草
案
理
由
書

で
は
、
物
規
定
は
原
則
権
利
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う

点
が
、
定
義
規
定
の
消
極
的
意
味
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
三
の
問
題
に
関
し
て
は
、
内
容
的
に
は
類
似
し
て
い
る
が
、
テ
ク
ス

ト
は
大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
の
関
係
で
、
総
則
は
辞
典
で
は
な
い
、
関
連
性
の
喪
失
・
法
典
の
理
解
と
運
用

の
困
難
に
関
す
る
指
摘
が
落
と
さ
れ
、
ま
た
、
言
葉
の
定
義
の
冒
頭
配
置
に
関
す
る
考
慮
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
研
究
の
意
義
を
二
点
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
①
〔
解
釈
論
〕
わ
が
民
法
の
有
体
物
規
定
の
淵
源
で
あ
る
第
一
草
案
の
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起
草
趣
旨
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
継
受
過
程
に
つ
い
て
は
次
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
沿
革
と
切
り
離
し
て
み
て

も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
起
草
過
程
に
お
け
る
議
論
は
興
味
深
い
。
狭
い
物
概
念
を
批
判
す
る
際
に
は
こ
こ
で
示
さ
れ
た
議
論
を
十
分

に
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
無
体
的
対
象
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
た
だ

こ
れ
を

物

に
含
め
て
物
権
法
規
範
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
実
際
上
の
問
題
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
物
概
念
の
再
構
成
の
必
要
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
再
構
成
す
べ
き
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
〔
編
纂
史
〕
新
資
料
の
公
刊
後
に
も
、
立
法
趣
旨
の
確
定
の
際
に
、

第
一
草
案
理
由
書

の
み
に
依
拠
し
、

あ
る
い
は
同
書
と

部
分
草
案
理
由
書

第
一
委
員
会
議
事
録
の
同
一
性
を
前
提
と
し
た
研
究
が
、
ド
イ
ツ
、
日
本
を
問
わ
ず
し
ば

し
ば
み
い
だ
さ
れ
る
。
該
当
条
文
の
資
料
に
し
か
当
ら
な
い
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
本
研
究
の
考
察
は
そ
の
こ
と
の
問
題
性
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
編
纂
史
研
究
に
よ
り
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
物
概
念
規
定
を
素
材
に
用
い
て
実
証
し
た

わ
け
で
あ
る
。
本
研
究
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
検
証
を
経
て
い
な
い
他
の
規
定
に
つ
い
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、

立
法
趣
旨
を
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）

水
津
太
郎

有
体
物
規
定
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
Ⅰ
│
ヨ
ー
ホ
ウ
物
権
法
部
分
草
案
一
条
を
め
ぐ
っ
て
│

法
研
八
二
巻
一
二
号

（
二
〇
〇
九
年
）。

（
2
）

本
節
二
㈠
は
前
稿
と
の
接
続
上
、
水
津
・
有
体
物
規
定
Ⅰ
五
の
部
分
を
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
E
rste

L
es
u
n
g(1

8
88)

(
so

g.
1.

E
nt

w
u
rf).

（
4
）E
nt

w
u
rf

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e

R
eic

h,
a
u
s
g
e
arb

eitet
v
o
n
d
er

in
F
olg

e
d
es

B
esc

hlu
sses

d
es

B
u
n
d
esrath

es
v
o
m2
2.

J
u
ni18

7
4

ein
g
esetzte

n
K
o
m
m
issio

n,
E
rste

L
es
u
n
g,

B
erlin18

87,
S.
22
0;

W
er
n
er

S
,

D
ie

V
orla

g
e
n
d
er

R
e
d
a
ktore

n
fu
¨

r
die

erste
K
o
m
m
issio

n
z
u
r
A
u
sarb

eitu
n
g
d
es

E
nt

w
u
rfs

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es,

A
nla

g
e
n:

E
nt

w
u
¨

rfe,
B
erlin/

N
e
w

Y
or

k19
86,

S.
8
7
4.
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（
5
）

M
otiv

e
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s,

B
d.
3:

S
ac

h
e
n
rec

ht,
B
erlin18

8
8,

S.
3
2‐7

7;
B
e
n‑

n
o

M
,

D
ie

g
esa

m
m
te
n

M
aterialie

n
z
u
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e

R
eic

h,
B
d.
3:

S
ac

h
e
n
rec

ht,
B
erlin1

8
9
9,

S.
1
8
‐
4
3.

（
6
）E

I,
S.
2
43;

S
,

V
orla

g
e
n,

A
nla

g
e
n,

S.
8
9
7.

（
7
）

M
otiv

e
III,

S.
1;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1.

（
8
）

M
otiv

e
III,

S.
1
‐
2;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1
‐2.

（
9
）

こ
の
表
現
は
、G

u
sta

v
H

,
R
ec

hte
a
n
eig

e
n
er

S
ac

h
e:

U
nters

u
c
h
u
n
g
e
n
z
u
r
L
e
h
re

v
o
m

Eig
e
nth

u
m
s‑

rec
ht,

J
h
erJb,

B
d.
1
7
(1
8
79),

S.
69
‐
14
4

か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
有
者
に
所
有
権
以
外
の
権
利
が
帰
属
す
る
権
利
［
所

有
者
抵
当
権
な
ど
］
を
包
摂
で
き
る
点
で
、

他
人
の
物
の
上
の
物
権

と
い
う
表
現
よ
り
も
よ
り
特
徴
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
と
補
足

す
る
。
ヨ
ー
ホ
ウ
も
同
旨
を
述
べ
て
い
た
が
、
そ
の
位
置
は

序
論

物
権
法
の
内
容
‥
草
案
の
構
成

の
後
半
部
分
で
あ
り
、
本

研
究
と
は
直
接
関
連
し
な
い
箇
所
で
あ
る
。
前
稿
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。V

gl.
R
ein

h
old

J
,

E
nt

w
u
rf

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h:
B
e
g
r
u
¨

n
d
u
n
g,

S
ac

h
e
n
rec

ht,
B
d.
1,

B
erlin

18
80,

S.
7

m
it

F
n.
1;

W
er
n
er

S
,

D
ie

V
orla

g
e
n
d
er

R
e
d
a
ktore

n
fu
¨

r
die

erste
K
o
m
m
issio

n
z
u
r
A
u
sar‑

b
eitu

n
g
d
es

E
nt

w
u
rfs

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es,

S
ac

h
e
n
rec

ht
I:

A
llg

e
m
ein

e
B
esti

m
m
u
n
g
e
n,

B
esitz

u
n
d
Eig

e
ntu

m,
B
erlin/

N
e
w

Y
or

k1
9
8
2,

S.
1
31.

（
10
）

こ
こ
で
、
第
一
章
前
注

⒊

価
値

を
指
示
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
み
れ
ば

⒉

集
合
物

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（
11
）

M
otiv

e
III,

S.
2
3
‐
24;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1
3
‐
1
4.

（
12
）

M
otiv

e
III,

S.
2
5;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1
4.

（
13
）

M
otiv

e
III,

S.
25,

28
‐3
0;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
14,

16
‐1
7.

集
合
物
（Sac

h
g
esa

m
m
th

eit

）

は
、
財
産
総

体
を
含
ん
だ
広
義
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

と
の
関
係
で
は
狭
義
で
あ
る
が
、

の
文
脈
で
は
広
義
で
あ
る
。

（
14
）

学
説
の
概
観
と
し
て
、Ber

n
h
ard

W
,

L
e
h
rb

u
c
h
d
es

P
a
n
d
e
kte

n
rec

hts,
B
d.
1,

5.
A
ufl.,

F
ra

n
kfu

rt

a.
M.
19
7
9,

§
1
3
7,

N
r.
4,

5

を
引
く
。
ヨ
ー
ホ
ウ
も
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
を
挙
げ
て
い
た
（〔

J24
〕
注
（
49
））
が
、
通
説
を
指
示
す
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る
た
め
の
引
用
は
よ
り
詳
細
で
あ
っ
た
（〔

J26
〕
注
（
52
））。

（
15
）

M
otiv

e
III,

S.
3
2
‐
33;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1
8.

（
16
）

W
,

P
a
n
d
e
kte

n
rec

ht
I,
§
1
37

を
挙
げ
る
。
ヨ
ー
ホ
ウ
は
こ
の
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
評
価
は
引

い
て
い
な
か
っ
た
（〔

J14
〕）。

（
17
）

参
照
す
る
の
は
、A

n
dre

as
H

,
D
ie

G
e
w
ere,

W
ei
m
ar1

8
7
2,

§§
8,

1
1.

ヨ
ー
ホ
ウ
に
同
じ
（〔

J14
〕
注
（
33
））。

（
18
）

M
otiv

e
III,

S.
2
5
7;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
1
42.

（
19
）

原
文
に
はV

I.
2
§
4

と
あ
る
が
、
誤
植
で
あ
る
。

（
20
）Z

u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

g
utac

htlic
h
e
n

A
e
u
sser

u
n
g
e
n
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s,

g
efertigt

i
m

R
eic

h
s‐
J
u
stiza

m
t,
6

B
d
e.,

B
erlin1

8
9
0.

以
後
の
文
献
の
補
足
（
要
約
な
し
）
に
つ
い
て
は
、Zu

sa
m
m
e
n
stel‑

lu
n
g
d
er

g
utac

htlic
h
e
n

A
e
u
sser

u
n
g
e
n
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s(1

8
9
1‐1

89
5);

H
orst

H
ein

ric
h
J

/
W
er
n
er

S
,

D
ie

B
eratu

n
g
d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s:

in
s
y
ste

m
atisc

h
er

Z
u
sa

m‑
m
e
n
stellu

n
g
d
er

u
n
v
ero
¨
ffe

ntlic
hte

n
Q
u
elle

n,
A
llg

e
m
ein

er
T
eil:

§§
1‐
2
4
0,

T
eilB

d.
2,

B
erlin/

N
e
w

Y
or

k1
98
5,

A
n
h
a
n
g
I
V,

S.
1
38
8
‐1
44
3.

（
21
）Z

u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

A
e
uß

er
u
n
g
e
n
d
er

B
u
n
d
esre

gier
u
n
g
e
n
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz‑

b
u
c
h
s,

g
efertigt

i
m

R
eic

h
s‐
J
u
stiza

m
t,
2

B
d
e.,

B
erlin18

9
1.

（
22
）S

c
h
reib

e
n
d
es

R
eic

h
s
k
a
n
zlers

v
o
m33.

6.
1
88
9

a
n
alle

B
u
n
d
esre

gier
u
n
g
e
n(

so
g.

R
u
n
dsc

h
reib

e
n
d
es

R
eic

h
s‑

k
a
n
zlers);

S
,

M
aterialie

n
z
u
r
E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte

d
es

B
G
B‐

Einfu
¨

h
r
u
n
g,

Bio
g
ra
p
hie

n,
M
ateria‑

lie
n‐,

H
orst

H
ein

ric
h

J
/

W
er
n
er

S
,

D
ie

B
eratu

n
g

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s
in

s
y
ste‑

m
atisc

h
er

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

u
n
v
ero
¨
ffe

ntlic
hte

n
Q
u
elle

n,
B
erlin/

N
e
w

Y
or

k19
7
8,

S.
32
9
‐3
34.

（
23
）

W
er
n
er

S
,

E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s;

.,
M
aterialie

n,
S.
4
0.

（
24
）Z
u
st
G
A
III,

S.
3
‐4.

補
遺Z

u
st
G
A
V
I,

S.
5
3
8

で
は
、W

ilh
el
m

K
,

D
as

R
ec

ht
a
n
d
er

S
ac

h
e:

K
ritisc

h
e
B
e‑

m
er
k
u
n
g
e
n
z
u
m
dritte

n
B
u
c
h
e
d
es

E
nt

w
u
rfs

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
d
as

d
e
utsc

h
e
R
eic

h,
B
resla

u

18
89

に
対
す
る
批
判
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
問
題
と
は
関
連
し
な
い
。
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（
25
）E

u
g
e
n
F

,
D
as

W
ese

n
d
er

D
in

glic
h
k
eit:

Ein
B
eitra

g
z
u
r
allg

e
m
ein

e
n
R
ec

htsle
h
re

u
n
d
z
u
r
K
ritik

d
es

E
nt

w
u
rfs

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
B
erlin1

8
89,

S.
11

ff.,
1
5
3,

1
54;

a
u
c
h

.,
U
e
b
er

d
as

W
ese

n
u
n
d

die
pra

ktisc
h
e
n

F
olg

e
n

d
er

D
in

glic
h
k
eit

i
m

E
nt

w
u
rfe,

V
ortra

g
in

d
er

J
u
ristisc

h
e
n

G
esellsc

h
aft

z
u
B
erlin,

J
h
erJb.

30
(1
8
88/89),

S.
47
‐
5
3.

（
26
）Z

u
st
G
A
III,

S.
9
‐
1
0.

補
遺Z

u
st
G
A
V
I,

S.
53
9‐
5
42

に
は
こ
の
問
題
に
つ
き
記
述
が
な
い
。

（
27
）E

r
n
st

I
m
m
a
n
u
el

B
,

S
y
ste

m
u
n
d
S
prac

h
e
d
es

E
nt

w
u
rfes

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
B
eitra

¨
g
e
z
u
r
E
rla
¨

uter
u
n
g
u
n
d
B
e
u
rth

eilu
n
g
d
es

E
nt

w
u
rfes

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
es

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
H.
2,

B
erlin1

88
8,

S.
9,

S.
8
3

F
n.
5.

（
28
）A

dria
n
B

,
Ein

g
a
b
e
n.

こ
の
陳
情
書
の
年
月
は
不
明
（Zu

st
G
A
V
I,

S.
6
7
8

）。
な
お
、
ビ
ン
グ
ナ
ー
は
帝
国
裁
判
所

S
e
n
atspra

¨
sid

e
nt.

（
29
）R

ostoc
k
er

Z
eitu

n
g
v.
9.

N
o
v.
1
8
8
8.

（
30
）Z

u
st
G
A
III,

S.
1
0.

補
遺Z

u
st
G
A
V
I,

S.
5
3
9‐
54
2

は
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
31
）L

u
d
w
ig

G
,

K
ritisc

h
e

E
ro
¨
rter

u
n
g
e
n
z
u
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
H.
1:

D
ie

for
m
ale

n
M
a
¨

n
g
el

d
es

E
nt

w
u
rfs,

L
eip

zig18
89,

S.
47,

10
2,

1
0
3,

17
2,

17
3.

（
32
）F

erdin
a
n
d
Z
´

,
C
o
dificatio

n
sfra

g
e
n
u
n
d
K
ritik

d
es

E
nt

w
u
rfes

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
P
ra

g1
8
8
8,

S.
3
4.

（
33
）E

I§
7
7
8

に
関
す
るZ

u
st
G
A
III,

S.
1
4

を
基
本
と
し
、
同
所
の
参
照
指
示
に
し
た
が
い
、
一
般
的
な
［
概
念
の
］
意
義
に
関
す

るZ
u
st
G
A
I,

S.
2
8,

お
よ
び
集
合
物
・
財
産
総
体
に
関
す
るZ

u
st
G
A
III,

S.
1
0
‐
1
1

を
顧
慮
し
た
。
補
遺Z

u
st
G
A
V
I,

S.
5
42

に

は
意
見
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、Zu

st
G
A
I,

S.
3
0
‐
3
1

の
参
照
も
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
物
概
念
と
直
接
関
連
し
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
34
）O

tto
G

,
D
er

E
nt

w
u
rf

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s
u
n
d
d
as

d
e
utsc

h
e
R
ec

ht,
L
eip

zig1
88
9,

S.

43
ff.

（
35
）

G
,

E
nt

w
u
rf,

S.
2
83

ff.
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（
36
）F

,
D
in

glic
h
k
eit,

S.
6
1

ff.,
79

ff.

（
37
）F

,
D
in

glic
h
k
eit,

S.
8
0

ff.
（
38
）D

e
utsc

h
e
la
n
d
w
irth

sc
h
aftlic

h
e
P
resse

v.
1
7.

A
u
g.
18
8
9.

（
39
）K

o
n
ra
d
C

,
D
as

S
ac

h
e
n
rec

ht:
m
it

A
u
ssc

hlu
ss

d
es

b
eso

n
d
ere

n
R
ec

hts
d
er

u
n
b
e
w
e
glic

h
e
n
S
ac

h
e
n
i
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e

R
eic

h,
B
eitra

¨
g
e

z
u
r

E
rla
¨

uter
u
n
g

u
n
d

B
e
u
r‑

th
eilu

n
g
d
es

E
nt

w
u
rfes

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
es

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
H.
1
3,

B
erlin18

8
9,

S.
3.

（
40
）H

a
n
s
S

‐
N

,̈
D
as

R
eic

h
sju

stiza
m
t
u
n
d
die

E
ntste

h
u
n
g
d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s,

Stu
die

n

z
u
r
e
u
ro

p
a
¨
isc

h
e
n
R
ec

hts
g
esc

hic
hte,

B
d.
7
1,

F
ra

n
kfu

rt
a.

M.
1
99
5;

紹
介
と
し
て
、
平
田
公
夫

帝
国
司
法
庁
（R

eic
h‑

sju
stiza

m
t

）
と
ド
イ
ツ
民
法
典
（
一
）│（
三
・
完
）

岡
法
四
七
巻
二
号
一
二
九
│
一
四
四
頁
、
五
一
巻
二
号
一
一
三
│
一
三
一
頁
、

四
号
八
二
五
│
八
四
〇
頁
（
一
九
九
七
│
二
〇
〇
二
年
）。

（
41
）H

orst
H
ein

ric
h
J

/
W
er
n
er

S
,

D
ie

B
eratu

n
g
d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s:
in

s
y
ste

m
atisc

h‑
er

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

u
n
v
ero
¨
ffe

ntlic
hte

n
Q
u
elle

n,
A
llg

e
m
ein

er
T
eil:§§

1
‐
24
0,

T
eilB

d.
1,

B
erlin/

N
e
w

Y
or

k

19
85,

S.
48
1.

（
42
）J

/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
X
V
I
F
n.
2;

H
orst

H
ein

ric
h
J

/
W
er
n
er

S
,

D
ie

B
e‑

ratu
n
g
d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s:

in
s
y
ste

m
atisc

h
er

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

u
n
v
ero
¨
ffe

ntlic
hte

n
Q
u
elle

n,
S
ac

h
e
n
rec

ht
I:
§
§
85
4‐
1
0
1
7,

B
erlin/

N
e
w

Y
or

k1
9
8
5,

S.
X.

（
43
）

も
っ
と
も
、E
I§
7
9
6

［
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
禁
止
］
に
つ
い
て
は
、
第
二
〇
六
回
本
会
議
に
お
い
て
、
法
律
行
為
に
よ
る
処
分

権
能
の
排
除
ま
た
は
制
限
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
物
権
の
み
な
ら
ず
譲
渡
可
能
な
権
利
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
総
則

に
位
置
す
る
法
律
上
お
よ
び
裁
判
上
の
処
分
禁
止
に
関
す
る
規
定
の
あ
と
に
置
く
べ
き
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。Proto

k
olle

d
er[2.]

K
o
m
m
issio

n
fu
¨

r
die

Z
w
eite

L
es
u
n
g

d
es

E
nt

w
u
rfs

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s,

B
d.
3,

B
erlin

189
9,

S.

25
6‐
2
5
8;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
5
0
0‐
5
0
1;

J
/
S

,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R
I,

S.
4
8
8.

後
掲
注（
50
）も
参
照
。

（
44
）B

G
B‐

E
nt

w
u
rf

in
d
er

P
ara

g
ra
p
h
e
n
za
¨

hlu
n
g

d
es

E
I
n
ac

h
d
er

V
orla

ufig
e
n

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g

d
er

B
e‑

sc
hlu
¨

sse
d
er

K
o
m
m
issio

n
fu
r
z
w
eite

L
es
u
n
g

d
es

E
nt

w
u
rfs

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

v
o
n

Pla
n
c
k
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(18
91
‐
1
8
95).

（
45
）B

G
B‐

E
nt

w
u
rf

in
d
er

P
ara

g
ra
p
h
e
n
za
¨

hlu
n
g
d
es

E
I
n
ac

h
d
er

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g
d
er

B
esc

hlu
¨

sse
d
er

K
o
m‑

m
issio

n
d
er2.

K
o
m
m
issio

n(1
89
1
‐1
8
9
5).

（
46
）J

/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
4
8
8‐
49
2.

（
47
）J

/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
4
9
0.

（
48
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n
d
er

R
e
d
a
ktio

n
s‑

k
o
m
m
issio

n,
Z
w
eite

L
es
u
n
g(1

8
94,

1
89
5)
(
so

g.
2.

E
nt

w
u
rf).

（
49
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
Z
w
eite

L
es
u
n
g,

N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n

d
er

R
e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n,
a
uf

a
m
tlic

h
e
V
era

nlass
u
n
g,

B
erlin1

8
95,

S.
X
X‐

X
X
I,

S.
26
‐
3
0.

（
50
）E

II
a
uf

a
m
tlic

h
e
V
era

nlass
u
n
g,

S.
24
7

F
n.
1.

具
体
的
に
は
こ
う
で
あ
る
。E

I§
7
8
7

［
一
個
の
土
地
］
はE

II§
80
8

I

［
物
権
法
‥
土
地
上
の
権
利
に
関
す
る
一
般
規
定
］、E

I§
7
8
1

II

［
土
地
に
関
す
る
規
定
の
準
用
］
はE

II§
92
8

I

［
物
権
法
‥
地
上

権
］、E

I§
7
9
0

［
従
物
の
効
果
］
はE

II§
26
5

a

［
債
務
関
係
法
‥
契
約
に
基
づ
く
債
務
関
係
］、

§
7
9
4

II

［
占
有
者
に
つ
い
て
の
果

実
の
分
配
］
はE

II§
90
7

II

［
物
権
‥
所
有
権
に
基
づ
く
請
求
権
］、E

I§
7
9
6

［
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
禁
止
］
はE

II§
1
0
2

［
総

則
‥
意
思
表
示
］（
こ
の
点
に
つ
き
、
前
掲
注（
43
）参
照
）
に
各
々
移
行
さ
れ
た
。
残
る
二
規
定
、E

I§
7
8
1

I

［
不
動
産
の
定
義
］
お

よ
びE

I§
7
8
6

［
自
然
力
に
よ
り
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
他
の
土
地
の
合
併
］
は
第
二
委
員
会
で
削
除
さ
れ
た
。

（
51
）A

llg
e
m
ein

er
T
h
eil‐

R
ec

ht
d
er

S
c
h
uld

v
er
h
a
¨
ltnisse‐

S
ac

h
e
n
rec

ht,
E
nt

w
u
rf

ein
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n
d
er

R
e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n,
A
uf

a
m
tlic

h
e
V
era

nlass
u
n
g,

B
u
c
h

1‐
3,

B
erlin1

8
9
4.

（
52
）G
e
or
g

M
,

Biblio
g
ra
p
hie

d
es

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

hts:
V
erzeic

h
nis

v
o
n
Ein

zelsc
h
rifte

n
u
n
d
A
ufsa
¨
tze

n
u
¨

b
er

d
as

i
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
e
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h
v
ereinigte

R
ec

ht,
B
erlin1

89
9,

A
rc
h
B
u
¨

r
g
R,

B
d.
16

(18
99),

S
o
n
d
er‐

A
u
s
g
a
b
e,

S.
3
0
‐3
1.

（
53
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
Z
w
eite

L
es
u
n
g,

N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n

d
er

R
e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n,
D
r
u
c
k
d
er

A
ktie

n
g
esellsc

h
aft

Pio
nier,

I.
B
u
c
h:

A
llg

e
m
ein

er
T
h
eil,

B
erlin1

89
2,
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S.
2
2.

（
54
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
Z
w
eite

L
es
u
n
g,

N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n

d
er

R
e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n,
D
r
u
c
k
d
er

A
ktie

n
g
esellsc

h
aft

Pio
nier,

II.
B
u
c
h:

R
ec

ht
d
er

S
c
h
uld

v
er
h
a
¨
ltnisse1,

B
erlin1

89
2,

S.
4
0,

II.
B
u
c
h:

R
ec

ht
d
er

S
c
h
uld

v
er
h
a
¨
ltnisse2,

B
erlin18

9
3,

S.
14
7‐
1
48.

（
55
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
Z
w
eite

L
es
u
n
g,

N
ac

h
d
e
n
B
esc

hlu
¨

sse
n

d
er

R
e
d
a
ktio

n
s
k
o
m
m
issio

n,
D
r
u
c
k
d
er

A
ktie

n
g
esellsc

h
aft

Pio
nier,

III.
B
u
c
h:

S
ac

h
e
n
rec

ht,
B
erlin1

8
9
4,

S.
1
‐4

F
n.
1.

（
56
）G

u
sta

v
M

,
D
er

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e

R
eic

h
in

z
w
eiter

L
es
u
n
g,

A
c
P,

B
d.
7
9
(1
89
2),

S.
1
4
7.

（
57
）

M
,

E
II,

A
c
P,

B
d.
8
0
(1
8
93),

S.
5
4
4‐
5
4
6.

（
58
）

M
,

E
II,

A
c
P,

B
d.
8
2
(1
8
94),

S.
2
4
3‐
2
4
7.

（
59
）V

gl.
J

/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
X
V
I;

.,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R
I,

S.
X.

な
お
、
前
者
に

一
八
九
一

年

五
月
六
日
か
ら
五
月
一
九
日
ま
で
に
第
二
草
案
修
正
の
た
め
再
度
審
議
が
な
さ
れ
た
と
あ
る
の
は
、

一
八
九
五
年

の
誤
植
で
あ

る
（
岡
孝

民
法
起
草
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
影
響

法
時
七
〇
巻
七
号
五
六
頁
注
九
〔
一
九
九
八
年
〕
参
照
）。

（
60
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
Z
w
eite

L
es
u
n
g(1

89
5)

(
so

g.
B
u
n
d
es‑

ratsv
orla

g
e).

（
61
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s
u
n
d
ein

es
z
u
g
e
h
o
¨
rig

e
n

Einfu
¨

h
r
u
n
g
s
g
esetzes

so
w
ie

ein
es

G
e‑

setzes,
b
etreffe

n
d

A
e
n
d
er
u
n
g
e
n

d
es

G
eric

htsv
erfass

u
n
g
s
g
esetzes,

d
er

Civilprozeß
ord

n
u
n
g,

d
er

K
o
n
k
u
rs‑

ord
n
u
n
g
u
n
d
d
er

Einfu
¨

h
r
u
n
g
s
g
esetze

z
u
r
Civilprozeß

ord
n
u
n
g
u
n
d
z
u
r
K
o
n
k
u
rsord

n
u
n
g:

in
d
er

F
ass

u
n
g
d
er

B
u
n
d
esrath

sv
orla

g
e
n,

A
uf

a
m
tlic

h
e
V
era

nlass
u
n
g,

B
erlin18

9
8,

S.
15
‐
1
7.

（
62
）E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
es(18

9
6)
(

R
eic

h
sta

g
sv

orla
g
e
n
o
d
er3.

E
nt

w
u
rf).

（
63
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s:

V
orla

g
e
a
n
d
e
n
R
eic

h
sta

g
m
it

D
e
n
k
sc
h
rift,

B
erlin189

6,
T
e
xt,

S.
1
4
‐
1
6.
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（
64
）V

gl.
J

/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
49
4.

（
65
）E

nt
w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s:

V
orla

g
e

a
n

d
e
n

R
eic

h
sta

g
m
it

D
e
n
k
sc
h
rift,

B
erlin

1
896,

D
e
n
k
sc
h
rift,

S.
10
4;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
9
6
1;

u
n
d
D
e
n
k
sc
h
rift,

S.
2
0;

B
e
n
n
o
M

,
D
ie

g
esa

m
m
te
n

M
aterialie

n
z
u
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h,
B
d.
1,

Einfu
¨

h
r
u
n
g
s
g
esetz

u
n
d
A
llg

e
m
ein‑

er
T
h
eil,

B
erlin1

89
9,

S.
8
32.

（
66
）V

gl.
B
eric

ht
d
er

R
eic

h
sta

g
s‐

K
o
m
m
issio

n
u
¨

b
er

d
e
n

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
s
u
n
d

Ein‑
fu
¨

h
r
u
n
g
s
g
esetzes:

n
e
bst

ein
er

Z
u
sa

m
m
e
n
stellu

n
g

d
er

K
o
m
m
issio

n
sb

esc
hluß̈

e,
B
erlin

18
96,

S.
3
1
‐32;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
99
4;

J
/
S

,
B
eratu

n
g,

A
llg

T
I,

S.
4
9
4‐
4
95.

（
67
）B

u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
in

d
er

F
ass

u
n
g
v
o
m2
0.8.1

8
96

(
R
G
Bl.18

96,
1
95).

（
68
）B

u
r
g
erlic

h
es

G
esetz

b
u
c
h:

in
d
er

F
ass

u
n
g
v
o
m1.

Ja
n
u
ar1

90
0,

B
erlin18

9
6,

S.
14.

（
69
）P

roto
k
olle

d
er[2.]

K
o
m
m
issio

n
fu
¨

r
die

Z
w
eite

L
es
u
n
g
d
es

E
nt

w
u
rfs

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s,

B
d.
3,

B
erlin

18
99,

S.
1
1
8
‐
12
0;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
5
77
‐
57
8;

J
/
S

,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R

I,
S.

44
3‐
4
4
4.

（
70
）J

/
S

,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R
I,

S.
44
4.

（
71
）D

e
n
k
sc
h
rift,

S.
1
22;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
9
7
2;

J
/
S

,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R
I,

S.
44
4‐4

4
5.

（
72
）B

eric
ht,

S.
12
0
‐
1
21;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
9
9
7;

J
/
S

,
B
eratu

n
g,

S
ac

h
R
I,

S.
4
4
5.

（
73
）B

G
B
in

d
er

F
ass

u
n
g
v
o
m1.

Ja
n
u
ar1

9
00,

S.
1
5
0.

（
74
）P

rot
II3,

S.
1;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
48
6;

J
/
S

,
B
eratu

n
g

A
llg

T
I,

S.
48
1.

以
下
で
は
、

P
rot

II3;
M

を
基
本
と
し
、
補
足
的
にJ

/
S

の
補
注
（F

n.
5
5

u
n
d5
6

）
を
用
い
た
。

（
75
）

W
ird

ein
k
o
¨
rp

erlic
h
er

G
e
g
e
n
sta

n
d(

S
ac

h
e),

w
elc

h
er

n
u
r
d
er

G
attu

n
g
n
ac

h
b
esti

m
m
t
ist,

g
esc

h
uld

et,
so

ist

ein
G
e
g
e
n
sta

n
d...

[
v
o
n
m
ittlerer

A
rt

u
n
d
G
u
¨
te

z
u
leiste

n].

（
76
）P

rot
II3,

S.
1
‐2;

M
,

M
aterialie

n
III,

S.
4
8
6;

J
/
S

,
B
eratu

n
g
A
llg

T
I,

S.
48
1

（
第
一
七
六

回
部
分
‥〔

P
Ⅱ
11
〕
‥
こ
の
部
分
はJ

/
S

,
B
eratu

n
g
A
llg

T
I,

S.
4
8
1

で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）

;
u
n
d
P
ro‑
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tⅡ
3,

S.
2
6;

J
/
S

,
B
eratu

n
g

A
llg

T
I,

S.
4
8
8

（
第
一
七
九
回
部
分
〔

P
Ⅱ
12
〕
‥
こ
の
部
分
はM

,
M
aterialie

n
III,

S.
5
00

で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）

.
（
77
）

水
津
・
有
体
物
規
定
Ⅰ
六
㈠
。

（
78
）
〔

P
I29
〕
は
規
定
の
必
要
に
つ
い
て
反
対
す
る
だ
け
で
、
解
釈
そ
れ
自
体
に
は
と
く
に
反
対
し
て
い
な
い
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

（
79
）F

rie
dric

h
C
arl

S
,

S
y
ste

m
d
es

h
e
utig

e
n
R
o
¨

m
isc

h
e
n
R
ec

hts,
B
d.
1,

B
erlin1

8
4
0.

以
下
に
つ
い
て
基

本
的
に
は
、Lars

B
,̈

D
e
utsc

h
e
R
ec

htss
y
ste

m
e
i
m1
8.

u
n
d1
9.

Ja
h
r
h
u
n
d
ert,

A
b
h
a
n
dlu

n
g
e
n
z
u
r
rec

hts
w
is‑

se
n
sc
h
aftlic

h
e
n
G
r
u
n
dla

g
e
nforsc

h
u
n
g5
9,

E
b
elsb

ac
h1
9
8
4,

S.
1
54
‐1
7
1;

石
部
雅
亮

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
家
族
法
論

磯
村

哲
還
暦

市
民
法
学
の
形
成
と
展
開
上

一
六
九
│
二
〇
六
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）、
赤
松
秀
岳

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
物
権
・
債
権

峻
別
論

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
私
法
学
の
実
像

二
九
一
│
三
二
七
頁
（
成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）［
初
出
、
一
九
九
一
年
］。

（
80
）

S
,

S
y
ste

m
I,
§
5
3,

S.
33
9
‐3
4
0,

S.
34
4.

（
81
）

S
,

S
y
ste

m
I,
§
5
3,

S.
34
2
‐3
4
4

u
n
d§

5
8,

S.
3
87
‐
3
8
8.

（
82
）

S
,

S
y
ste

m
I,
§
5
8,

S.
38
7.

（
83
）

S
,

S
y
ste

m
I,
§
5
3,

S.
34
3.

（
84
）

S
,

S
y
ste

m
I,
§
5
8,

S.
38
8.

（
85
）S

,
E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte;

.,
M
aterialie

n,
S.
49;

u
n
d

.,
Einfu

¨
h
r
u
n
g,

M
otiv

e
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

B
G
B,

B
d.
1,

1
00

Ja
h
re

b
u
¨

r
g
erlic

h
es

G
esetz

b
u
c
h:

B
u
¨

r
g
erlic

h
es

R
ec

ht,
B
d.
4,

G
old

b
ac

h2
00
0,

S.
[1‐

2];
v
gl.

a
u
c
h
G
ottlie

b
P

,
D
ie

E
ntste

h
u
n
g
d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
s
u
n
d
d
er

N
e
b
e
n
g
esetze,

Pla
n
c
k'
s
K
o
m‑

m
e
ntar

z
u
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h
n
e
bst

Einfu
¨

h
r
u
n
g
s
g
esetz,

B
d.
1,

4.
A
ufl.,

B
erlin1

9
1
3,

S.
X
X
VIII[

b
e
arb.

v.
P.

K
].

プ
ラ
ン
ク
=
ク
ノ
ッ
ケ
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
異
な
り
、
①
担
当
者
と
し
て
リ
ー
ベ
の
み
を
挙
げ
、
ま
た
、
②
一
部
報
告

者
の
協
力
が
あ
っ
た
旨
を
指
摘
し
て
い
た
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
と
く
に
こ
れ
ら
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
な
く
、
一
次
資
料
を
引
き
つ
つ

淡
々
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ク
=
ク
ノ
ッ
ケ
の
叙
述
を
修
正
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
プ
ラ
ン
ク
=
ク

ノ
ッ
ケ
も

こ
れ
［

第
一
草
案
理
由
書

］
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
議
決
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

と
す
る
核
心
部
分
は
同
様
で
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
て
お
く
。
わ
が
国
初
期
の
も
の
と
し
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
新
田
敏

ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
動
産
附
合
法
の
形
成
│
土
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地
・
建
物
を
中
心
と
し
て
│

法
研
四
一
巻
一
二
号
五
〇
頁
注
一
（
一
九
六
八
年
）、
田
中
克
志

ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
と
不
動
産
担
保

法

抵
当
権
効
力
論

一
二
七
頁
注
四
九
（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）［
初
出
、
一
九
七
八
年
］
参
照
。

（
86
）B

eric
ht

v
o
m
27.

1
2.

1
8
87

a
nlaß̈

lic
h
d
er

Ü
b
erreic

h
u
n
g
d
es1.

B
G
B‐

E
nt

w
u
rfs,

B
eric

hte
d
es

K
o
m
m
issio

n
s‑

v
orsitze

n
d
e
n
P
a
p
e
a
n
d
e
n
R
eic

h
s
k
a
n
zler;

S
,

M
aterialie

n,
S.
3
10.

（
87
）R

ose
m
arie

J
,

K
u
rz
bio

g
ra
p
hie

n
d
er

V
erfasser

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h;

S
,

M
ateri‑

alie
n,

S.
8
9.

動
産
法
担
当
。

（
88
）J

,
K
u
rz
bio

g
ra
p
hie

n;
S

,
M
aterialie

n,
S.
92;

u
n
d

W
er
n
er

S
,

V
orla

g
e
n,

S
ac

h
R
I,

S.
X
X
VI‐

X
X
VIII.

不
動
産
法
担
当
。

（
89
）S

,
E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte;

.,
M
aterialie

n,
S.
4
9
‐
50,

同
所
後
半
を
引
用
す
る
の
は
、
石
部
雅
亮

ド
イ
ツ

民
法
典
編
纂
史
概
説

石
部
雅
亮
編

ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
と
法
学

三
三
頁
（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）。
児
玉
寛
=
大

中
有
信

ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
資
料
一
覧

ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
と
法
学

ix
頁
［
児
玉
］（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
も

参
照
。

（
90
）B

eric
ht

v
o
m2
7.

1
2.

18
8
7

v
o
n
P
a
p
e;

S
,

M
aterialie

n,
S.
3
1
0.

（
91
）S

,
Einfu

¨
h
r
u
n
g
z
u
d
e
n

M
otiv

e
n,

S.
[1].

（
92
）V

gl.
S

,
Einfu

¨
h
r
u
n
g
z
u
d
e
n

M
otiv

e
n,

S.
[2].

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
カ
イ
プ
社
の

第
一
草
案
理
由
書

復
刻
版

（
ド
イ
ツ
民
法
典
の
一
〇
〇
年
シ
リ
ー
ズ
）
に
所
収
さ
れ
た
解
題
の
な
か
で
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
異
例
な
ほ
ど
当
該
書
の
価
値
に

対
す
る
消
極
的
言
辞
を
連
ね
た
あ
と
、
最
後
に
、
新
資
料
刊
行
後
の
同
書
の
意
義
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
史
（
た
と
え
ば
第
一
草

案
に
対
す
る
批
判
の
完
全
な
理
解
）
と
、
二
〇
世
紀
の
ド
グ
メ
ン
ゲ
シ
ヒ
テ
を
挙
げ
て
い
る
。

（
93
）

第
二
委
員
会
議
事
録
の
公
刊
は
作
業
終
了
後
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
第
二
委
員
会
は
第
一
委
員
会
よ
り
も
い

っ
そ
う
詳
細
か
つ
明
瞭
に
議
事
録
を
記
述
さ
せ
た
が
、
こ
の

第
二
委
員
会
議
事
録

は
総
会
の
承
認
を
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
編
集
会
議
に
等
し
い
も
の
と
さ
れ
た
議
事
録
委
員
会
（Proto

k
olla

u
ssc

h
uß

）
に
よ
る
校
閲
を
経
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

第
一
草
案
理
由
書

と
異
な
り
、
資
料
性
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。S

,
E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte;

.,
M
ateri‑

alie
n,

S.
5
8,

な
お
、
児
玉
=
大
中
・
資
料
一
覧

x頁
［
児
玉
］
を
参
照
。
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（
94
）S

,
E
ntste

h
u
n
g
s
g
esc

hic
hte;

.,
M
aterialie

n,
S.
5
7,

5
9.

（
95
）

本
研
究
に
直
接
関
連
す
る

部
分
草
案
理
由
書

と
第
一
委
員
会
議
事
録
の
刊
行
が
完
了
し
た
、
一
九
八
五
年
を
基
準
と
す
る
。

（
96
）

文
献
の
選
択
・
理
論
史
に
つ
い
て
は
、Jo

ac
hi

m
J

/
M
alte

S
,

V
orb

e
m
er
k
u
n
g
e
n
z
u§§

9
0‐1

0
3,

N
orb

ert

H
(

H
rs
g.),

J.
v
o
n

Sta
u
din

g
ers

K
o
m
m
e
ntar

z
u
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h,

B
u
c
h1:

A
llg

e
m
ein

er

T
eil,

B
erlin

2
0
0
4,

S
c
h
rifttu

m,
S.

1;
T
h
o
m
as

R
,̈

Z
u
§§

9
0
‐
1
03,

M
athias

S
/
Jo
ac

hi
m

R
/̈

R
ein

h
ard

Z
(

H
rs
g.),

H
istorisc

h‐
k
ritisc

h
er

K
o
m
m
e
ntar

z
u
m

B
G
B,

B
d.
1,

T
u
¨

bin
g
e
n

20
03,

R
n.
10
‐
1
1,

S.
3
1
4‐
31
7

を
参
考
と
し
、
適
宜
省
略
・
付
加
す
る
。

（
97
）R

u
d
olf

S
,

D
er

G
e
g
e
n
sta

n
d:

Ein
G
r
u
n
d
b
e
g
riff

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n

G
esetz

b
u
c
h
es,

D
rei

B
eitra

¨
g
e
z
u
m

b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

ht,
H
ein

ric
h
D
e
g
e
n
k
orb

z
u
m
fu
¨

nfzigja
¨

h
rig

e
n
D
o
ktorju

bila
¨

u
m,

L
eip

zig19
0
5;

.,
V
er

m
o
¨

g
e
n‑

srec
ht,

G
e
g
e
n
sta

n
d,

V
erfu
¨

g
u
n
g,

A
rc
h
B
u
¨

r
g
R,

B
d.
28

(1
9
06),

S.
1
7
3
‐2
0
6;

.,
N
oc

h
ein

m
al

d
er

G
e
g
e
n
sta

n
d,

J
h
erJb,

B
d.
5
3
(19

08),
S.
37
3
‐
3
9
4.

（
98
）S

,
G
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
7.

（
99
）J

uliu
s
B

,
D
er

G
e
g
e
n
sta

n
d,

Z
H
R,

B
d.
5
9,

S.
1‐
78;

.,
V
er

m
o
¨

g
e
n
srec

ht
u
n
d
G
e
g
e
n
sta

n
d,

A
rc
h
B
u
¨

r
g
R,

B
d.
3
4
(1
9
10),

S.
20
9‐
2
6
0.

（
100

）B
,

G
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
3,

3
0;

.,
V
er

m
o
¨

g
e
n
srec

ht,
S.
2
1
9
‐
22
0.

（
101

）B
,

G
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1.

（
102

）B
,

V
er

m
o
¨

g
e
n
srec

ht,
S.
22
0.

（
103

）B
,

V
er

m
o
¨

g
e
n
srec

ht,
S.
22
0.

（
104

）B
,

G
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
3

F
n.
2
5.

（
105

）B
,

G
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
3

m
it

F
n.
2
6.

（
106

）A
n
dreas

T
,

D
er

allg
e
m
ein

e
T
eil

d
es

d
e
utsc

h
e
n
b
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

hts,
B
d.

I,
S
y
ste

m
atisc

h
es

H
a
n
d‑

b
u
c
h
d
er

d
e
utsc

h
e
n
R
ec

hts
w
isse

n
sc
h
aft,

A
bt.
1
0,

D
as

d
e
utsc

h
e
b
u
¨

r
g
erlic

h
e
R
ec

ht,
L
eip

zig1
9
1
0.

（
107

）

T
,

A
llg

T
I,
§
1
8,

S.
3
1
8
‐3
1
9

m
it

F
n.
2
5

a.
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（
108

）

T
,

A
llg

T
I,
§
1
8,

S.
3
1
9

F
n.
2
6.

（
109

）V
gl.

in
sb.

J
u
stu

s
W
ilh

el
m

H
,

D
ie

L
e
h
re

v
o
n

d
e
n

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta
¨

n
d
e
n,

A
rc
h
B
u
¨

r
g
R,

B
d.
31

(19
08),

S.
3
2
2
‐
32
7;

E
r
n
st

I
m
m
a
n
u
el

B
,

A
n
R
u
d
olf

S
o
h
m,

G
r
u
n
d
b
e
g
riffe

d
es

R
ec

hts
u
n
d

M
iß
g
riffe

d
er

G
esetz

g
e
b
u
n
g,

B
erlin/

L
eip

zig1
9
1
0,

S.
1
‐
1
2.

（
110

）G
er
h
art

H
,

D
er

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d:

R
ec

htslo
gisc

h
e
Stu

die
n
z
u
ein

er
T
h
e
orie

d
es

Eig
e
ntu

m
s,

B
er‑

lin19
33.

フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
解
は
と
く
に
、H

K
K/

R
,̈
§
§
9
0
‐
10
3,

R
n.
1
1,

S.
31
5
‐
3
16

に
よ
る
。

（
111

）H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
8.

（
112

）H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
7
5.

（
113

）H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
7
6.

（
114

）H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
4
1.

（
115

）H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
7
7.

（
116

）V
gl.

H
,

R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d,

S.
1
7
9

F
n.
3
62.

（
117

）P
a
ul

S
,

S
ac

h
b
e
g
riff

u
n
d
K
o
¨
rp

er
in

d
er

klassisc
h
e
n
J
u
rispr

u
d
e
n
z
u
n
d
d
er

m
o
d
er
n
e
n
G
esetz

g
e‑

b
u
n
g,

D
ie

P
hiloso

p
hie

i
m
P
riv

atrec
ht,

B
d.
1,

H
alle1

9
07.

（
118

）S
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

§
1,

S.
28
‐
4
3.

（
119

）S
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

§
2
2,

S.
3
7
3
‐
40
4.

（
120

）S
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

§
2
2,

S.
3
8
4,

3
92,

S.
59
2

F
n.
76
4,

S.
5
94

F
n.
7
79.

（
121

）F
ra

n
z
W

,
S
ac

h
b
e
g
riff,

S
ac

h
ein

h
eit

u
n
d
S
ac

h
z
u
ord

n
u
n
g,

A
c
P,

B
d.
1
4
8
(1
9
4
3),

S.
5
7
‐1
04.

（
122

）

W
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

S.
58.

（
123

）

W
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

S.
58.

（
124

）

W
,

S
ac

h
b
e
g
riff,

S.
81

m
it

F
n.
3
0.

（
125

）K
arl

L
,̈

D
er

S
ac

h
b
e
g
riff

d
es§

90
B
G
B
u
n
d
sein

e
E
r
w
eiter

u
n
g,

M
arb

u
r
g1
9
4
0;

H
erb

ert
H

,
D
er

S
ac

h‑
b
e
g
riff

i
m
d
e
utsc

h
e
n
u
n
d
o
¨
sterreic

hisc
h
e
n
Zivilrec

ht,
G
ieß

e
n19

40.
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（
126

）K
arl

L
,

A
llg

e
m
ein

er
T
eil

d
es

d
e
utsc

h
e
n
B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

hts,
M
u
¨

n
c
h
e
n1
9
67,

§
2
2,

S.
28
5‐
3
05.

ち
な

み
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
る
改
訂
以
来
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
説
の
叙
述
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。H

K
K/

R
,̈
§§

9
0
‐1
0
3,

R
n.
1
1,

S.

31
7

m
it

F
n.
5
9

は
こ
の
点
を
指
摘
し
、
理
論
的
関
心
の
低
下
の
証
左
と
み
て
い
る
。V

gl.
ju
¨

n
g
st

K
arl

L
/

M
a
nfre

d

W
,

A
llg

e
m
ein

er
T
eil

d
es

d
e
utsc

h
e
n
B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

hts,
9.

A
ufl.,

M
u
¨

n
c
h
e
n20

0
4,

§
20,

in
sb.

R
n.
1‐
3,

S.

35
0.

（
127

）L
,

A
llg

T,
§
22,

S.
28
5.

（
128

）L
,

A
llg

T,
§
22,

S.
28
5,

29
8.

（
129

）

詳
し
く
は
、L

,
A
llg

T,
§
2
2,

S.
29
8
‐3
0
1.

（
130

）

W
alter

B
,

D
ie

ein
h
eitlic

h
e
S
ac

h
e
als

w
irtsc

h
aftlic

h
er

W
ert

u
n
d
als

R
ec

htsb
e
g
riff,

Z
A
k
D
R1
9
3
6,

S.

84
‐8
7;

B
o
d
o
B

,̈
D
as

W
o
h
n
u
n
g
seig

e
ntu

m
u
n
d
d
er

S
ac

h
b
e
g
riff

d
es

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
R
ec

hts,
F
estsc

h
rift

fu
¨

r

H
a
n
d
D
o
¨
lle,

B
d.
1,

T
u
¨

bin
g
e
n1
9
6
3,

S.
2
0
1
‐
22
7.

（
131

）F
ra

n
z
A
rth

u
r
M¨

,
D
er

Einfluß
v
o
n
F
ortsc

h
ritte

n
d
er

T
ec

h
nik

a
uf

d
e
n
S
ac

h
b
e
g
riff

d
es

b
u
¨

r
g
er‑

lic
h
e
n
R
ec

hts
u
n
d
d
es

Strafrec
hts,

D
G
W
R1
9
3
9,

S.
1
7
1
‐1
7
5.

（
132

）F
ritz

B
,

D
as

U
nter

n
e
h
m
e
n

als
R
ec

hts
g
e
g
e
n
sta

n
d:

rec
htsth

e
oretisc

h
e

G
r
u
n
dle

g
u
n
g,

B
o
n
n
er

rec
hts

w
isse

n
sc
h
aftlic

h
e
A
b
h
a
n
dlu

n
g
e
n,

H.
4
6,

B
o
n
n19

5
3.

（
133

）

近
時
で
は
物
・
対
象
概
念
の
基
礎
研
究
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。H

K
K/

R
,̈
§
§
9
0
‐
10
3,

R
n.
1
1,

S.
3
17.

（
134

）C
h
risto

p
h
B

,
D
ie

res
b
ei

G
aiu

s‐
V
orstufe

ein
er

S
y
ste

m
bild

u
n
g
in

d
er

K
o
difik

atio
n?:

Z
u
m

B
e
g
riff

d
es

G
e
g
e
n
sta

n
d
es

i
m
Zivilrec

ht,
B
eitra

¨
g
e
z
u
r
n
e
u
ere

n
P
riv

atrec
hts

g
esc

hic
hte,

B
d.
1
2,

K
o
¨
ln

u.
a.
1
999.

（
135

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
2
4.

（
136

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
2
5.

（
137

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
1
8‐
2
4.

（
138

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
2
5.

（
139

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
2
5.
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（
140

）B
,

D
ie

res
b
ei

G
aiu

s,
S.
2
5.

（
141

）H
K
K/

R
,̈
§
§
9
0
‐1
03,

R
n.
1
‐5
4,

S.
3
06
‐3
6
3.

（
142

）H
K
K/

R
,̈
§
§
9
0
‐
1
03,

R
n.
9,

S.
31
3.

同
時
に
、
あ
り
う
べ
き
権
利
客
体
と
し
て
物
と
権
利
を
並
置
し
た
と
い
う
（vgl.

a
u
c
h
T
E‐

O
R§

1

）。

（
143

）H
K
K/

R
,̈
§
§
90
‐
10
3,

R
n.
9,

S.
3
1
3.

そ
の
他
、

の
削
除
に
触
れ
る
が
、〔

P
I22
〕
で
は
な

く
、Prot

I,
S.
33
1
3;

J
/
S

,
B
eratu

n
g
A
llg

T
I,

S.
4
3
2

を
引
用
す
る
。

（
144

）P
eter

B
,

D
er

S
ac

h
b
e
g
riff

i
m

ele
ktro

nisc
h
e
n
Z
eitalter:

zeitlos
o
d
er

a
n
p
ass

u
n
g
sb

e
d
u
¨

rftig?,
A
c
P,

B
d.
1
98

(1
99
8),

S.
2
88
‐
3
2
8.

（
145

）O
liv

er
K

,̈
D
er

S
ac

h
b
e
g
riff

i
m

sc
h
w
eizerisc

h
e
n

Z
G
B,

Z
u
¨

rc
h
er

Stu
die

n
z
u
m

P
riv

atrec
ht,

B
d.
1
74,

Z
u
¨

rc
h2
0
0
2.

（
146

）Je
n
s
T
h
o
m
as

F
,̈

Eig
e
n
sta
¨

n
dig

es
S
ac

h
e
n
rec

ht?,
J
u
s
priv

atu
m,

B
d.
1
0
4,

T
u
¨

bin
g
e
n2
0
06.

（
147

）F
,̈

Eig
e
n
sta
¨

n
dig

es
S
ac

h
e
n
rec

ht?,
v
gl.

in
sb.

S.
1
0.

（
148

）F
,̈

Eig
e
n
sta
¨

n
dig

es
S
ac

h
e
n
rec

ht?,
S.
8
‐
9,

3
5‐
3
6.

（
149

）

三
潴
信
三

無
体
物
観
念
の
排
斥
に
関
す
る
疑
問

志
林
一
三
巻
八
=
九
号
四
七
七
│
四
九
三
頁
（
一
九
一
一
年
）、
同

民
法
総

則
提
要
第
二
冊

（
有
斐
閣
、
一
九
二
九
年
）、
同

全
訂
民
法
総
則
提
要
上
巻

（
有
斐
閣
、
一
九
三
二
年
）。

（
150

）

三
潴
・
無
体
物
四
八
四
頁
。

（
151

）

三
潴
・
無
体
物
四
八
五
頁
。
な
お
、
同
・
総
則
二
三
七
頁
、
同
・
全
訂
総
則
二
一
〇
頁
。

（
152

）

三
潴
・
無
体
物
四
八
四
│
四
八
五
、
四
九
〇
頁
。

（
153

）

三
潴
・
無
体
物
四
八
四
頁
。

（
154

）

我
妻
栄

近
代
法
に
お
け
る
債
権
の
優
越
的
地
位
（
学
術
選
書
一
）
（
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
）［
初
出
、
一
九
二
七
│
一
九
二
九

年
］、

民
法
総
則
（
民
法
講
義
一
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）、

集
合
動
産
の
譲
渡
担
保
に
関
す
る
エ
ル
ト
マ
ン
の
提
案

民
法

研
究
Ⅳ
担
保
物
権

（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）［
初
出
、
一
九
三
〇
年
］、

新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
一
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
）。
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（
155

）

我
妻
・
優
越
的
地
位
一
八
六
頁
［
初
出
、
一
九
二
八
年
］。
な
お
、
同
・
一
五
六
│
一
五
七
頁
［
初
出
、
一
九
二
八
年
］
参
照
。

（
156

）

我
妻
・
総
則
二
三
一
頁
、
同
・
新
訂
総
則
二
〇
一
頁
。

（
157

）

我
妻
・
エ
ル
ト
マ
ン
一
八
六
頁
。

（
158

）

川
島
武
宜

所
有
権
法
の
理
論

（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）、
同

民
法
Ⅰ
総
論
・
物
権

（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）、
同

民

法
総
則
（
法
律
学
全
集
一
七
）
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）。

（
159

）

川
島
・
理
論
一
七
七
頁
注
二
。
な
お
、
同
・
民
法
Ⅰ
一
二
六
頁
、
同
・
総
則
一
四
二
頁
参
照
。

（
160

）

勝
本
正
晃

債
権
の
所
有
権
的
関
係

民
法
研
究
第
一
巻

四
五
七
│
五
〇
二
頁
（
厳
松
堂
書
店
、
一
九
三
二
年
）［
初
出
、
一
九

三
二
年
］、
奥
野
健
一

債
権
に
関
す
る
一
考
察

法
曹
一
一
巻
十
号
一
│
一
〇
頁
（
一
九
三
三
年
）、
我
妻
栄

権
利
の
上
の
所
有
権
と

い
う
観
念
に
つ
い
て

民
法
研
究
Ⅲ
物
権

一
六
三
│
二
二
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
）［
初
出
、
一
九
三
六
年
］。

（
161

）

平
野
義
太
郎

民
法
に
於
け
る
ロ
ー
マ
思
想
と
ゲ
ル
マ
ン
思
想
（
増
補
新
版
）

九
〇
│
九
八
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）［
初
版
、

一
九
二
四
年
］、
我
妻
前
掲
。

（
162

）

松
本
烝
治

総
括
的
意
義
に
於
け
る
財
産

私
法
論
文
集

一
八
五
│
二
〇
七
頁
（
厳
松
堂
、
一
九
二
六
年
）［
初
出
、
一
九
一
一

年
］、
石
田
文
次
郎

財
産
法
に
お
け
る
動
的
理
論

三
〇
│
六
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
二
八
年
）［
初
出
、
一
九
二
八
年
］（〔

M17
〕
以

下
［
近
世
法
に
お
け
る
集
合
物
お
よ
び
財
産
観
念
の
否
定
］
を
引
く
〔
三
六
頁
〕
の
み
）。

（
163

）

曽
田
厚

物
の
抽
象
性
と
有
体
性
（
一
）（
二
・
完
）

法
協
九
一
巻
三
号
四
五
三
│
五
〇
九
頁
、
四
号
六
一
四
│
六
五
一
頁
（
一
九

七
四
年
）。

（
164

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
七
二
│
四
七
三
頁
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
引
用
、
有
体
物
無
体
物
の
対
立
を
現
実
的
対
観
念
的
の
図
式
で
把

握
し
て
い
る
こ
と
、
感
性
主
義
的
把
握
か
空
間
主
義
的
把
握
か
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
目
す
る
。

（
165

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
七
三
頁
注
八
。

（
166

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
七
七
頁
。

（
167

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
八
三
頁
。

（
168

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
七
九
│
四
八
〇
頁
注
八
、
四
八
三
頁
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
体
物
上
の
用
益
権
・
質
権
の
例
外
性
・
不
正
確

性
を
前
提
と
す
る
の
は
論
旨
不
徹
底
と
批
判
す
る
。
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（
169

）

曽
田
・
物
（
一
）
四
八
三
頁
。
物
権
債
権
峻
別
と
有
体
物
制
限
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
民
法
修
正
案
理
由
書
と
の

相
似

を
指
摘

す
る
。
け
れ
ど
も
、
す
で
に
論
証
し
た
と
お
り
、
同
所
か
ら
は
両
者
の
関
連
は
む
し
ろ
切
断
さ
れ
て
い
る
と
読
む
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
170

）

曽
田
・
物
（
二
・
完
）
六
三
〇
│
六
三
一
頁
注
一
。
両
者
の
対
比
か
ら
第
二
委
員
会
で
は
集
合
物
排
斥
が
有
体
物
制
限
の

主
要
な

目
的

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
み
る
。

（
171

）

川
村
泰
啓

商
品
交
換
法
の
体
系
Ⅰ
〔
増
補
版
〕

三
九
│
五
八
、
七
二
│
八
〇
頁
（
勁
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）［
初
版
、
一
九
七

二
年
］。

（
172

）

と
く
に
物
・
物
権
と
の
関
係
で
は
、
広
中
俊
雄

物
権
法
（
現
代
法
律
学
全
集
六
）〔
第
二
版
〕

三
、
一
〇
頁
（
青
林
書
院
、
一
九

八
二
年
）［
初
版
、
一
七
八
九
年
］［
第
二
版
増
補
、
一
九
八
七
年
（
新
資
料
公
刊
後
）］。

（
173

）

ド
イ
ツ
と
同
様
、
わ
が
国
で
も
今
日
で
は
物
概
念
に
関
す
る
研
究
は
ご
く
低
調
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
大
村
敦
志

物
の
概
念

新

し
い
日
本
の
民
法
学
へ
（
学
術
と
し
て
の
民
法
Ⅱ
）

二
七
〇
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）［
初
出
、
二
〇
〇
七
年
］。

（
174

）

鎌
田
薫

財
│
総
論

ジ
ュ
リ
一
一
二
六
号
七
八
│
八
一
頁
（
一
九
九
八
年
）、
大
村
前
掲
。

（
175

）

片
山
直
也

財
産
│bie

n

お
よ
びp

atri
m
oin

e

北
村
一
郎
編

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
二
〇
〇
年

一
七
七
│
二
〇
三
頁
（
有
斐

閣
、
二
〇
〇
六
年
）
お
よ
び
そ
の
引
用
文
献
参
照
。

（
176

）

松
岡
久
和

債
権
的
価
値
帰
属
権
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察

龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
年
報
一
六
号
六
八
│
九
四
頁
（
一
九
八
六

年
）。

（
177

）

松
岡
久
和

価
値
追
跡

説
の
展
開
と
限
界

龍
谷
大
学
法
学
部
創
設
二
十
周
年
記
念

法
と
民
主
主
義
の
現
代
的
課
題

三
二

二
│
三
五
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）、
同

ベ
ー
ル
の

価
値
追
跡

に
つ
い
て

龍
法
二
二
巻
二
号
一
│
六
四
頁
（
一
九
八
九

年
）、
同

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
追
及
の
法
理
と
特
定
性
│
違
法
な
金
銭
混
和
事
例
を
中
心
に
│

林
良
平
献
呈

現
代
に
お
け
る
物

権
法
と
債
権
法
の
交
錯

三
五
七
│
三
九
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）。

（
178

）

古
積
健
三
郎

流
動
動
産
譲
渡
担
保

に
関
す
る
理
論
的
考
察
（
一
）（
二
・
完
）

論
叢
一
三
三
巻
二
号
一
六
│
三
八
頁
、
六
号

五
一
│
七
四
頁
（
一
九
九
三
年
）。

（
179

）

古
積
・
流
動
動
産
譲
渡
担
保
（
一
）
二
三
頁
。

（
180

）

古
積
・
流
動
動
産
譲
渡
担
保
（
二
・
完
）
五
四
頁
。
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（
181

）

池
田
雅
則

集
合
財
産
担
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
（
一
）
│
（
八
・
完
）
│
日
独
諸
制
度
の
横
断
的
比
較
│

北
法
四
五
巻
四
号

五
一
│
九
〇
頁
、
五
号
九
一
│
一
五
二
頁
、
四
六
巻
一
号
七
七
│
一
四
六
頁
、
四
号
一
一
五
│
一
八
一
頁
、
五
号
一
四
五
│
二
一
三
頁
、

六
号
八
三
│
一
三
八
頁
（
一
九
九
四
│
一
九
九
六
年
）、

物
概
念
の
展
開
へ
の
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
と
そ
の
限
界
│
担
保
目
的
物
を
中
心

に

ゲ
ル
ハ
ル
ド
・
リ
ー
ス
教
授
退
官
記
念
論
文
集

ド
イ
ツ
法
の
継
受
と
現
代
日
本
法

二
五
三
│
二
七
七
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇

〇
九
年
）。

（
182

）

池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
〇
二
頁
、
同
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
頁
注
一
一
参
照
。

（
183

）

池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
一
一
頁
注
一
八
。

（
184

）

池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
一
一
頁
注
一
八
。

（
185

）

池
田
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
頁
注
一
一
。

（
186

）

池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
〇
一
│
六
〇
二
頁
、
六
一
一
│
六
一
二
頁
注
一
九
│
二
二
。

（
187

）

池
田
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
注
一
二
、
注
一
三
。

（
188

）

池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
〇
二
頁
、
六
一
三
頁
注
二
七
、
二
八
。

本
研
究
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
二
日
（
於
・
学
習
院
大
学
）
に
開
催
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
に
お
け
る
報
告
原
稿
に
加
筆
・

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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